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　　　プロローグ







「──とまあ、転入の手続きは以上だ。朝早くからご苦労だったな」

「いえ……」

　俺は新しい学校の新しい担任に気のない言葉を返した。

「ん？　どうした世せ良ら？　顔色が悪いようだが？」

「その……緊きん張ちようしていると言うか、新しいクラスに馴な染じめるか不安で……」

「ああ、そういうことか」

　一いち条じようと名乗った一年Ｃ組の若い男性教師が大きく頷うなずいた。

「まあ時期外れの転入ということで何かと気を揉もむことも多いだろう」

「……はい」

　四月下げ旬じゆんという中ちゆう途と半はん端ぱな時期の転入──

　誰だれだって緊張するし、不安に思うに違ちがいない。

　ただ俺がこの学校に抱いだいている不安は別にあって……。

「──一いち条じよう先生」

　そのとき凜り々りしい声が職員室に響ひびいた。

　声のしたほうを見ると──

　いつの間にか学院の制服に身を包んだ真ま面じ目めそうな女子生徒がそこに立っていた。

　どこにでもいるような普ふ通つうの女の子──ではない。

　──バサァ！

　小こ柄がらな少女の背中には光り輝かがやく大きな翼つばさがあった。

　う、うわ。なんだこれ、すげぇ……。

　左右に大きく広がった翼は少女が姿勢を正すと同時に小さく折りたたまれた。
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　コスプレではない、アクセサリーではない、と俺はその動きを見て直感的に理解した。

　だって大空を羽ばたいていた鳥が羽休めをするかのような自然な翼の動きだったから。

　……これが異世界人。

　転入の手続きの関係で朝早い時間に登校したため、生なまの異世界人と遭そう遇ぐうするのはこれが初めて。教師は全員日本人だという話なので、この場にいる異世界人は彼女だけだが、教室に行けば異世界人率九十パーセント以上というこの学院の特異性が明らかになることだろう。

　異世界連合学院──

　それが今日から俺が通うことになった学校の正式名めい称しようである。

「世せ良ら、紹しよう介かいしよう」

　担任の声で俺は現実に引き戻もどされた。

「彼女は君が在ざい籍せきする一年Ｃ組のクラス委員長、アイリス・オースティンだ。有ゆう翼よく人じんといって背中に翼つばさの生えた希少種族の出身で、彼女はその中でも、もっとも大きな翼を持つ家系に生まれた、有力者のご令れい嬢じようだ。扱あつかいとしては一国の姫ひめに相当するようで……」

「先生……」

　女の子が担任の話を途と中ちゆうで遮さえぎった。怒おこっているのではなく呆あきれているような表情だった。

「種族の説明はけっこうですけど、もう少しプライバシーというものを考えてください。まあこういう学校ですし、逐ちく一いち説明したくなる気持ちもわかりますけど」

「すまん、すまん。……じゃあ、あとのことは任せたぞ」

「わかりました」

　頷うなずき、女の子が俺のほうに向き直る。どうやらこの子が俺を教室に案内してくれるらしい。

「初めまして、アイリス・オースティンです」

「……ど、どうも。世良隼しゆん也やです」

　俺が頭を下げようとすると、その前にオースティンさんが手を差し出してきた。

　日本では初対面の相手と握あく手しゆする習慣はないので俺は戸と惑まどった。

　ここは相手に合わせるべきだろうか。でも、会ったばかりの女の子と手を握にぎるのは……。

「あ、すみません。握手は欧おう米べいの習慣でしたね。うっかりしていました」

　そう言ってオースティンさんが手を引っ込め、翼を揺ゆらしながらお辞じ儀ぎをした。

　慌あわてて俺もお辞儀で返す。

　……よく勉強してるな。地球に来て間もないはずなのに。

「では教室に案内しますね」

　挨あい拶さつもほどほどに俺たちは職員室をあとにした。

「あそこに見えるのが保健室で、その隣となりの教室が……」

　道中、校舎内の各教室、各施し設せつの説明を受けたが俺は上うわの空そらで話を聞いていた。

　人とは異なる種族と遭そう遇ぐうし、緊きん張ちようの度合いがますます増ぞう幅ふくしてしまったからである。

「（ようやく実感が湧わいてきた……。やっぱこの学校、普ふ通つうじゃないんだ）」

　この学院は日本の関東地方にある、人口二十万人ほどの地味に過か疎そ化が進行しつつある海の見える町──門かど世せ町ちよう──にあり、校舎は少し海から離はなれた丘おかの上に立っている。

　なんでも工場跡あと地ちにこの学院は建てられたらしい。

　そもそもどうしてこんな変な学校ができたのかと言うと……。

　話は数年前に遡さかのぼる。

　ある冬の日のこと──

　突とつ如じよ、地球と多数の異世界を繫つなぐ『扉とびら』なるものが自然発生し、その『扉』の向こう側がわから異世界の住人たちが現れ、地球は大混乱に陥おちいった……。

　と思いきや、それほど大きな混乱は起きなかった。と言うのも、異世界の住人たちは見た目恐おそろしげな風ふう貌ぼうの種族も多く見受けられたが性格のほうは非常に温厚で、どの世界の種族も文明的に進んでいる地球との交流を深く望んでいたからだ。

　これを受け地球側がわも、では友好的な関係を築きましょう、と歩み寄った。

　……もっとも、すんなり今の形に落ち着いたわけではない。

　水面下でいろいろあったと噂うわさされている。

　まあそのあたりの黒い話はさておき、世界各国、また異世界各国との交こう渉しようや調整が一段落したあと、地球に『異世界連合』という大規模の組織が作られた。

　国際連合をより大きくしたものである。

　そして、俺が通っているこの異世界連合学院は、異世界連合の意志によって作られた。

　目的は異世界文化交流。

　いきなり異世界人が地球に流入すれば、混乱が起きる。世界が違ちがえば常識だって異なる。

　受け入れ先などの問題もあるわけで……。

　地球人と異世界人が暮らす町──

　そのモデルケースに選ばれたのがこの門かど世せ町ちようだったというわけだ。

　今年で創立一年目──つまり、時期外れに転入した俺はもちろん、他ほかの異世界人たちも今年の春に入学したばかりの新入生なのである。

「世せ良ら君、緊きん張ちようしてます？」

　ふとオースティンさんが足を止め、俺の様子をうかがってきた。

「まあ……うん」

「気持ちわかります。わたしも入学式の日は緊張しました。それはもうガチガチに」

「そうなの？」

　意外だ。落ち着いた性格をしているように見えるのに。

「今だって緊張しているんですよ？」

「え」

「この学院、意外と現地出身の方が少なくて。わたし、担任の一いち条じよう先生以外で、地球の方とお話するの実は世良君が初めてなんです」

　オースティンさんはそう言ったあと、現地の人間を差し置いて自分がクラス委員長におさまっていることに触ふれて、「気を悪くされていませんか？」と訊きいてきた。俺は「全然。まったく気にならないよ」と遠えん慮りよしてもらいたくないのでそう言葉を返した。

「よかったです……。世良君がいい人で」

「……べ、別に。普ふ通つうだよ」

　オースティンさんに見つめられ、俺は微び妙みようにキョドりつつ、

「えっと……Ｃ組ってどんなクラス？」

　と話題を変えた。

「そうですね。クラス仲はいいほうだと思います」

「……仲いいんだ」

「はい」と笑え顔がおで頷うなずくオースティンさん。「明るくてノリのいい方ばかりなので、きっと世せ良ら君もすぐに馴な染じめると思いますよ？」

「…………そ、そっか」

「世良君、困ったことがあったら遠えん慮りよせずになんでも言ってくださいね？　わたしにできることならなんでも力になりますから」

「ありがとう……オースティンさん」

「アイリスでいいですよ。クラスメイトの中には委員長と呼ぶ人もいますけど……んっと、まあそこは世良君のお好きなように」

「あ、うん……」

　それにしても、担任に呆あきれた様子を見せてたからもっと堅かた苦くるしい人かと思ったら、けっこう気さくな人なんだな。俺、人見知り激しいし、口くち下手べただからすごく助かる。

「ほら、世良君。もっと力を抜ぬいて。気楽にいきましょう？」

「……それはわかってるんだけど、教室に行けばいろんな人がいるんだろうな……って思うと緊きん張ちようしちゃって」

「なるほど。でも過度な緊張は失敗の元ですよ？　わたしたち有ゆう翼よく人じんなどは、緊張が原因で上手うまく翼つばさを動かせなくなって、飛行中に落下してしまう……なんてこともあるくらいです」

　オースティンさんが──委員長が廊ろう下かの途と中ちゆうで立ち止まり、翼を軽く広げてみせた。

　そして、バサバサと羽ばたきを何度か繰くり返す。

「緊張をほぐすには体操が一番です。さあ、世良君も一いつ緒しよに身体からだを動かしましょう！」

「え、ちょっと。ここでやるの？」

　マジかよと思いつつも、委員長に倣ならって身体を動かす俺。上体をそらしたり、軽く跳ちよう躍やくしたり、と廊下で何やってんだって感じだったけど、効果はあった。適度に緊張がほぐれ、次し第だいに心が軽くなっていった。

「世良君、表情が柔やわらかくなりましたね？」

「……委員長の気き遣づかいのおかげだよ」

　俺、かまえすぎてたのかもしれないな。異世界人って言うからてっきり常識外れな連中が跋ばつ扈こするヤバイ学校だとばかり思っていたが、それは俺の勝手な思い込みだったようだ。この笑顔が優やさしい翼の生えた少女の存在が何よりの証しよう拠こだ。こういう人ばかりだったら、異世界人率九十パーセント以上をうたうこの学院でも上手くやっていけるのではないだろうか。

「さ、世良君。到とう着ちやくですよ」

「……よし」

　こういうのは最初が肝かん心じんだ。元気よく挨あい拶さつから入ろう。人と話すのが苦手な俺だが、委員長のバックアップもあるわけだし、ここは勇気を持って新しい学院生活の幕を開けようじゃないか。ここが──この学校が俺の新天地になるのだから！

　俺は扉とびらを開けると、お辞じ儀ぎをしながら教室の中に足を踏ふみ入れた。

「──初めまして、転入生の世せ良ら隼しゆん也やで──」




「──お前、近寄るんじゃねーよ！　暑苦しいんだよ！」




　俺の声は迫はく力りよくのある野の太ぶとい声にかき消された。

　い、いきなり怒おこられた？　え、何？　俺、なんかやらかした？

　お辞儀スタイルのまま固まっていた俺が恐おそる恐る顔を上げると、

「な、なんですって!?　あんたこそ、薄うすら寒さむいったらありゃしないわよ！」

「ああああ？　凍こおらせるぞ、てめぇ！」

「あんたこそ、燃やし尽つくしてあげましょうか？」

　教室のど真ん中で全身が炎ほのおに包まれた人型と、氷に覆おおわれたどう見ても魔ま物ものにしか見えない厳いかつい生き物が威い嚇かくし合っていた。

　……な、何この状じよう況きよう。というかなんなんだこの人たちは。や、そもそも人なのか？　精せい霊れいとか魔ま獣じゆうの類たぐいにしか見えないが──って熱っ！　火ひの粉こ飛んできたぞ！

「もう、またフレイハートさんとフロストン君ですか……。お二人とも学校では極力属性をオフにするように、と先生に散々言われているでしょう？」

　委員長が携けい帯たい電話の電源はオフにしましょう、くらいの口調で二人をたしなめる。

　あ、あの、委員長……。またってどういうこと？　この人たち、いつもこんな物ぶつ騒そうな喧けん嘩かしてんの？　というか、Ｃ組はクラス仲がいいという話だったんじゃ……って、今度は氷の塊かたまりが飛んできた！　も、もうなんでもいいからとりあえず喧嘩止やめさせて！　このままだと転入早々、火傷やけどを負った上に凍とう傷しようになりかねないから！

「おい、フロストン。ふざけんなよ、てめぇ」

　とここで大おお柄がらな生徒──どう見てもオークだ──が冷気を発する氷の魔獣、フロストン君の前に立ちはだかった。手には釘くぎ付きの棍こん棒ぼうを握にぎっている。

　うわ、いかにもヤバそうなのが出てきた……。

「空気読んで、とっとと属性切りやがれ」

「な、なんだと？」

「みんな迷めい惑わくしてんだ。……わかるだろう、それくらい？」

　と言いながら棍棒を背中に担かつぎ直すオーク。

　見た目はむさ苦しいが、性格のほうは意外にもイケメンらしい。

　そ、そっか。正義感あふれるオークか……。

　ちょっと違い和わ感あるけど、でも、この場をおさめてくれるなら正直誰だれだって──

「や、マジでさっさと切れって。じゃないとお前の机の中に放ほうり込んでおいた、スポーツドリンクが凍こおっちまうだろうが！　属性切った状態のお前じゃないと適度に冷えねーんだよ！」

「人を冷蔵庫代わりに使ってんじゃねーよ！」

　フロストン君の言う通り！　何やってんだよ、このオークは！

「フレイハートさん、私と席を交代しない？　席が隣となり合うなら私のほうが彼と相性いいでしょうし。少々冷たいくらいなら全然平気よ」

　そのとき炎ほのおをまとった少女に声をかける女子生徒が──

「あ、本当？　助かるー」

「いいの、いいの。ただ私、地上を歩けないから水すい槽そうごと動かしてくれる？」

「了りよう解かい」

　お、席の交こう換かん。いい提案だ。上手うまくまとまりそうな雰ふん囲い気き…………って、水槽？

「ちょっと男子手伝って！　この水槽、重くて……あたし一人じゃ、持ち上げられないっ」

　教室の後方を見ると、上半身のみ制服を着用している、下半身が魚の女子生徒が優ゆう雅がに水槽の縁ふちに腰こしを下ろしていた。

「彼女はセイレーンのベティーナさんです。見ての通り下半身がお魚なので、常にああやって下半身を水槽の水に浸ひたした状態で授業を受けているのですよ」

「……そ、そうなんだ」

　ちょっとカルチャーショック。教室に水槽置いてその中に入って授業受けるとか完全に想像の外ほかだった。しかし、移動教室のときとか大変なんじゃないのか？　つーか、そもそもどうやって登校してんの？

「校舎に水を流し込んで、全面バリアフリーにしてもらいたいものだわ」

　そんなバリアフリーは嫌いやだ。あとそんなことしたらフレイハートさん、消しよう滅めつするから。

「ちょっと男子！　見てないで早く手伝って！」

「ああ？　やだよ、面めん倒どくせーし」

「だよなー。何かあるたびに動かせ動かせって、オレたちはお前の奴ど隷れいじゃねーっての」

　男子たちが不平不満を──

　おいおい。ホントこれのどこが仲のいいクラスなんだよ……。

「あら？　そんなこと言っちゃうわけ？　いいわ。だったら、私の声で──」

　そんな不満たらたらな男子を見つめながら、ベティーナさんが突とつ然ぜん歌声を披ひ露ろうした。

　うっ、なんだこの不思議な歌声……。あ、あれ、ベティーナさんが輝かがやいて見えるぞ？　それに思わず彼女を崇あがめたくなってしまうような……くっ、俺、しっかりしろ！

「水すい槽そうだああああ！　水槽を持ち上げろおおおお！」

「そうだ！　オレたちはベティーナ様の奴ど隷れい！」

「うおおおおおおおお！　机を退どけろ！　ベティーナ様のお通りだ！」

　それまで面めん倒どうくさがっていた男子が、異様なテンションで腕うでをまくり、

「「「「わっしょい！　わっしょい！」」」」

　う、うわあああぁぁぁ、なんだこの光景……。オークにケンタウロスに半はん魚ぎよ人じん、と魔ま物もの系男子がベティーナさんを水槽ごと持ち上げて、お神輿みこし担かついでるみたいになってる！

「ベティーナさん！　魅み了りようの歌声で男子のみなさんを奴隷のように扱あつかうのは止やめてください！」

　委員長が制止の声を飛ばすが、男子の「わっしょい！　わっしょい！」という声がうるさくてベティーナさんには聞こえていないようだった。

「…………あの委員長」

「せ、世せ良ら君……。え、えっと、ほら？　Ｃ組ってクラス仲いいでしょう!?」

　取り繕つくろう委員長だったが、さすがに苦しすぎた。

　たしかにここだけ見たら仲がよさそうに見えなくもないが……。

「「「「ほら、わっしょい！　わっしょい！」」」」

　俺の目には狂きよう気きにかられた魔物たちがベティーナさん担いで謎なぞの儀ぎ式しきやっているようにしか見えない。

　しかし、ここは本当に日本なのか……？

　期待感を胸に教室に足を踏ふみ込んだ俺だったが、その期待はあっさり破られてしまった。

　早くも家に帰りたくなっているんだが……俺は正常だよな？













　　　第一話　秘密の女子トイレ







『隼しゆん也や。お前、来週から異世界連合学院に通え』

「…………え？」

『まあ社会勉強みたいなものだ。日本国を代表して、異世界人たちと交流してだな……。いや、それだと普ふ通つうすぎるな。そうだ、異世界人の恋人でも作ってみたらどうだ？』

「……や、その前になんで俺が転校しなきゃなんないんだよ」

『もう決まったことだ。お前が拒きよ否ひしても意味はないぞ』

　久しぶりに父親から電話がかかってきたかと思えばこれだった。

　しかも詳くわしい説明もなく『これから国会があるから』と親父おやじは電話を切ってしまった。

　実の息子むすこにこのいい加減な対応──

　これで日本の首相だというのだから驚おどろきである。

　日本国、内ない閣かく総理大臣、世せ良ら隆たか也や。

　俺はその息子、出来の悪い三男として地元では名が知れ渡わたっている。

　そんな俺は幼よう稚ち園えんから中学まで、裕ゆう福ふくな子供が集つどうエスカレーター式の学校に通っていたのだが、この親父の電話をきっかけに得え体たいの知れない学院に転入することになった。

　異世界連合学院の設立に親父おやじが絡からんでいるのかどうかはわからないが、「日本国を代表して」みたいな言い回しをしていたし、どう考えても政治的な意図があるのだろう。

　ただ親父の本心は別にある気がする……。

　異世界文化交流だの実験的な試みだの新しいモデルケースだの、国内外からいろいろ言われている謎なぞの学校──親父がそこに俺を送り込んだのは、上の優ゆう秀しゆうな二人の兄貴とは違ちがい、何かと出来の悪い息子むすこに愛想が尽つきたからなのではないだろうか？

　親父は俺に期待するのを止やめたのではないか。

　レールを外して、将来性不確かな新設の学校に通わせたのはそういう理由から。

　だって前置きもほとんどなく「異世界連合学院に通え」だぜ？

　親父が俺に期待しているのならこんな乱暴な対応はしないはずだ。

　ただ──

　親父にレールを外されたと理解したとき、怒いかりよりも先に湧わいてきた感情があった。

　それは安あん堵ど。もう親父の期待に応こたえなくていいんだ、とホッとしたのだ。

「……さて」

　早朝、制服に袖そでを通しながら俺は決意を新たにする。

　いい加減、親父のことは忘れよう。考えるべきは新しい環かん境きようについてだ。

　…………今、俺は大きな問題を抱かかえているのだから。

　異世界連合学院に転入して、今日で二週間。

　今日こそは……今日こそは友達を作ってみせるぞ──

　未いまだ友達ゼロの俺はそう意気込み、一人暮らしをしているマンションをあとにした。







「今日という今日は許さないから！」

「それはこっちのセリフだ！　氷漬づけにしてやるからかかってこいよ！」

　教室の扉とびらを開けると、転入初日の再来が俺を待っていた。炎ほのおの精せい霊れい、フレイハートさんが火ひの粉こを散らし、氷の魔ま獣じゆう、フロストン君が周囲に氷の粒つぶをまき散らしている。さらに、教室の後方ではドワーフらしき生徒が巨きよ大だいなハンマーで熱せられた剣けんを鍛きたえていた。

　まったくこんなヤツらとどうやって友達になればいいんだ。喧けん嘩か中の二人なんて近づけば火傷やけどか凍とう傷しようの二に択たくだし、ハンマーを担かついでいるドワーフにだって危なくて近づけない。友達を作る前に、まず自分の身を守るにはどうすればいいのか考えるのが先ではないだろうか。

　……うん、そうだな。今日は友達作るの諦あきらめよう。

「ふぅ」

　喧けん嘩かしていた二人が廊ろう下かに出ていったのを見計らって俺は自分の席に向かった。

　すると今度はオークが巨きよ体たいを揺ゆらしながら俺に近づいてきて、

「よ、王子ー」

　と言いながら大木のようにぶっとい腕うでを俺の首に回してきた。

「元気かー？」

「……ああ……」

「ん、どうした王子？　顔色悪いぞ？　風邪かぜか？」

「……別に」

　このまま首締しめられそうな気がして青ざめてるんだよ、とは言えない。

　悪気はないんだよな。というか、こいつは誰だれに対してもだいたいこんな感じだし。

　総理の息子むすこだからという理由で俺のことを王子と呼ぶこのオークの名前はユリアン。

　どう見てもユリアンって面つらじゃないがそこは気にするな。

　なぜか素す肌はだに学ランを羽織っているユリアンは、身長二メートル、体重百八十キロというクラス一の巨漢で、見るからに威い圧あつ感があり、顔も厳いかついので、目を合わせることを俺の本能が拒きよ否ひしてしまうほどなのだが、見た目とは裏腹にけっこういいヤツで、俺みたいに根ね暗くらな男子にも気軽に声をかけてくる。

　なんかすげー盛り上がってるな、と思って見るとだいたい中心にユリアンが立っているってくらい、このクラスにとっては欠かせない存在だ。さぞかし友達も多いことだろう。

　棍こん棒ぼう部なるよくわからないクラブの部長を務めており、天気がいい日は朝練と称しようし、他ほかのオークたちと一いつ緒しよに無む駄だにでかい声を響ひびかせながら棍棒を振ふり回している。この前、「もうすぐ棍棒検定だ！　全員、気合い入れろ！」とか言ってるのを聞いたが、棍棒検定ってどんなことするんだろう……。もしかして武道でいうところの型みたいなのがあるのだろうか。

　ところでオークと言えば全身緑色の醜しゆう悪あくなビジュアルの魔ま物もの──

　転入前はそういうイメージだったのだが、見た目はまさにその通り。ただ中身は一部のファンタジー物で見かけるオークのような悪者感はまったくなく、女騎き士しを捕とらえて「くっ、殺せっ！」とか言わせてるような気配は微み塵じんも感じられない。そして、そのギャップが俺に混乱を与あたえており、未いまだにこいつとどう接すればいいのかわからないでいる。悪いヤツではないのだろうが、普ふ通つうの人間とは何もかもが違ちがいすぎるし……それに俺はコミュ障だから、体育会系のテンション高いノリについていけないってのもある。

　それからもう一つ──

　俺個人に由来する大きな問題があって……。

「王子。昨日、親父おやじさん、テレビに出てたぞ。超ちよう渋しぶいイケメン親父だったわー」

「……そうか」

「総理大臣って偉えらいんだよな？　有名人なんだよな？」

「……まあ」

　興味津しん々しんで訊きいてくるユリアンに適当に相あい槌づちを打つ。

「王子もさ、やっぱ将来は総理を目指してんのか？」

「…………っ」

「ん、どうした？　王子、顔、強こわ張ばってるぞ？」

「…………や、別になんでも」

　ユリアンは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんに従って俺に質問しているのだろうが、幼少の頃ころから「政治家の息子むすこ」をやっている俺にとって、この手の質問は耳にタコというか、もはや煩わずらわしいノイズにしか聞こえない。……あまりいい思い出がないのだ。

　これは俺の性格形成にもかかわる話である。今でこそ寡か黙もくで、何を考えているのかわからない、と言われることが多い俺だが、幼少の頃はここまでのコミュ障ではなかった。

　決定的だったのが小学生時代にニュースになった親父おやじの「失言問題」だった。

　いわゆる政治家の不適切な発言である。

　国会での審しん議ぎ中にまだ国務大臣だった親父が「差別的」とも取れる発言をしたのだ。

　もちろん親父にそういう意図はない。もともと乱暴な物言いをする人だから、そのときも野党が目くじらを立て、マスコミが面おも白しろがって取り上げたにすぎない。

　連日、マスコミでこの失言問題が取り上げられたが、一週間ほどで飽あきられ収束した。

　マスコミなんて、世間なんてそんなもの。親父はまったく気にしていなかった。

　しかし──

　このニュースが発ほつ端たんとなり、俺は同級生に「失言、失言」とからかわれるようになった。

　ちょうどその頃、算数の時間に教師に指名されて口にした俺の答えが間ま違ちがっていたということもあって、余計に「失言、失言」とおちょくられるようになり……。

　俺はそれ以降、口数が極きよく端たんに少なくなった。

　ちょっとでも間違ったことを言うと同級生に指し摘てきされる──それを恐おそれたのだ。

　以降、俺は中学を卒業するまでずっとぼっちな学校生活を送ってきた。

　そして、この学校でも未いまだ友達らしい友達はできていない──

「王子。具合悪いなら無理せず保健室行け？」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　ユリアンは気のいいヤツだし、できることなら質問に答えてやりたいのだが、今言ったような経緯もあって、俺はすぐに口ごもってしまう。ユリアンは俺に積極的に話しかけてくる貴重なクラスメイト。本当は無む下げに扱あつかいたくないのだが──

「ユリアン君。総理大臣って王様とは違うらしいっすよ」

「え、マジ？」

　会話に混じってきたのは半はん魚ぎよ人じんのアイザック君。

　常に白衣をまとい、ポケットから白い粉の入った小こ瓶びんや謎なぞの液体を出し入れしている彼はよくマッドサイエンティストっぽく「ふっ」と笑う癖くせがあり、個性派だらけのこのクラスの中にあっても埋まい没ぼつしないだけのパーソナリティを有している。ちなみに彼が出し入れしている小瓶の中身がなんなのか、俺は未いまだに知らない。怪あやしい薬ではないと思いたいが……。

「へー、じゃあ、日本ってのはそのミンシュシュギ国家ってヤツなのかー」

「らしいっす」

　二人が会話しながら俺から離はなれていく。

　あ、訊きかないんだ。日本人の俺がいるのに細かい説明とか求めないんだ……。

　一応、俺、総理の息子むすこだから、その辺の事情詳くわしいほうだと思うけど──って、教室の隅すみに移動しちゃったよ。まあ俺、さっきからユリアンの質問に答えず、ずっと黙だまってたし。これ以上、話題を振るのは止やめとくか、ってなるよな……。

「なんか複雑そうだなー、ミンシュシュギって。オレんとこだと、一番棍こん棒ぼうの扱あつかいに長たけてるヤツが『オークキング』の称しよう号ごうを得て、全すべてを司つかさどる王になるって感じだぜ」

「シンプルっすねー」

　え、棍棒の扱いだけで決めちゃうの。マジそんなんでいいの？　あ、もしかして棍棒検定ってその王を決めるために作ったとか？

「そういえばユリアン君ってその『オークキング』のご子し息そくだって話っすよね？」

「まあそうだけどよ、息子ってだけで、なんの権限も持ってないぜ？　それに息子だからって将来『オークキング』の椅い子すが約束されてるわけじゃねぇ。全ては棍棒で決まる社会だからな。オレもまだまだ未み熟じゆくよ……。もっと頑がん張ばらねーとな」

　……全ては棍棒で決まる。すごいなオーク社会。

　それにしても、ユリアンも故郷では俺と似たような立場にいるんだな。

　ああ、だから「将来は総理を目指してんのか？」って訊いてきたのかもしれない。

　まあしかし、キングの息子ってことは、お前こそ王子じゃないか。

「アイザック、お前の家は？」

「実はボクの父親も半はん魚ぎよ人じん族を束ねる族長だったりするっす」

　彼もエリート育ちなのか。そういやこの学院の生徒って権力者とか裕ゆう福ふくな家庭に育った子供が比ひ較かく的多いって話だったな。……かく言う俺も総理の息子だしな。

　クラスメイトの話を聞く限り、異世界の多くの国がトップを世せ襲しゆうで選んでいるようだ。

　まあユリアンのところはちょっと特とく殊しゆっぽいが……。

　ともかく日本のような民主主義国家は少数派らしい。

　文明レベルは、どこの世界も地球の中世あたりが近いという話だが、魔ま力りよくという概がい念ねんから発達した魔法や魔術などの存在は、地球にはないもので、たぶんそれが文化面での一番大きな違ちがいだと思う。

　あとは種族の違ちがいだな……。

　教室を見回すと、オークに半はん魚ぎよ人じん、獣じゆう人じんに魔ま人じん、さらには精せい霊れいまでいる。

　もはや見慣れた光景である。

「みなさん、おはようございます」

　突とつ然ぜん、教室に凜りんとした声が響ひびいた。

「お、委員長」「アイリスさん、おはよー」「今日も翼つばさ、輝かがやいてんなー」

　途と端たんに教室のあちこちから声が上がった。

　一年Ｃ組の委員長を務めるアイリス・オースティンさんはクラスの人気者である。

　背中の真っ白な翼がトレードマーク。

　委員長には俺も転入初日からお世話になりっぱなしだ。

　真ま面じ目めだが、嫌いや味みのない優等生で、友達のいない俺にも分わけ隔へだてない笑え顔がおを向けてくれるまさに女神のような人である。

　希少種族である有ゆう翼よく人じん族の出で、この学院に同種族は委員長しかいない。

　彼女の生まれた世界に限らず、有翼人という種族はどの世界においても存在自体がレアなようで、その美しい翼と本人の明るい性格も相まって、学院有数の綺き麗れいどころとして名を馳はせている。たぶん学院で一番有名な女子だろう。

　非リア充じゆうの俺との接点は同じクラスだということと──

「おはようございます、世せ良ら君」

「……おはよう」

　席が隣となり合っていることだろうか。

　これは担任の一いち条じよう先生が配はい慮りよしてくれた結果である。

　委員長本人にも「困ったことがあったらなんでも聞いてください」と言われている。

　……言われているのだが、俺は未いまだに自ら委員長に声をかけたことはない。

　言葉を交かわすのも、朝あさ夕ゆうの挨あい拶さつくらいなものである。

「よー、アイリス」

「ユリアン君、アイザック君。二人ともおはようございます」

「おはようっす。委員長さん」

　再びユリアンとアイザック君がこっちに戻もどってきた。もっとも俺のところに戻ってきたわけではなく、委員長の側そばにやってきたというだけだが。

「アイリス。相変わらずほっせー身体からだしてんなー。ちゃんと飯食ってんのか？」

「食べてますけど……わたしユリアン君が言うほど瘦やせてませんよ？」

「そーか？」とユリアンが首を傾かしげ、「ちなみに朝飯何食ったよ。オレはコンビニで買った千五百円分のからあげとフライドチキンだ」

「朝から揚あげ物ものですか……。しかも千五百円分も」

　げんなりする委員長。

「ユリアン君の主食ってやっぱ肉なんすかぁ？」

「ああ。肉よ。中でも鳥系だな。たとえばドラゴンとかな」

　なるほど、ドラゴンか。まあ普ふ通つうだよな。意外でもなんでも……って普通じゃねーよ!?　ドラゴンって鳥か？　たしかに空飛ぶし、背中に翼つばさあるけどさ。

「ドラゴンって言っても食用のドラゴンだぞ？　小型のちっこいヤツ」

「マジっすか。ボクの世界じゃ、ドラゴンなんてとっくの昔に絶ぜつ滅めつしてるっすよ」

「わたしの世界もそうです。もはや伝説上の存在ですよ」

　俺からすると有ゆう翼よく人じんもオークも半はん魚ぎよ人じんも、同じファンタジー世界の住人って感じだが、三人は別々の世界からやってきている。地球と『扉とびら』で繫つながった異世界の多くは多種多様な知的種族が存在し、魔ま法ほうや魔術が存在するという共通認にん識しきはあるものの、だからといって全すべての事情が同じとは限らない。ユリアンの世界にはドラゴンが存在するようだが、委員長とアイザック君の世界には、過去はいたが今は存在しない生き物のようだ。

　それにしても食用のドラゴンってなんだよ……。

　ユリアン。お前の世界じゃ、ドラゴンって家か畜ちく扱あつかいなのか？

「なあ、王子はどうだ？　食ったことあるか？　ドラゴン」

　とここでユリアンが俺に話題を振ふってきた。

　ここで振るなよ……。

　だいたい地球上にドラゴンなんていないし、過去にいたことだってないんだぞ。

　ゲームとかだと定番のモンスターだけど、あくまで想像上の生き物だし。

「ボクも気になるっす。日本人の食文化」

「……っ……」

　アイザック君まで……。

　非常に乗りにくい話題だが、せっかく話を振ってくれたんだ。できれば会話に混ざりたい。

　それに今日こそは友達作るって意気込んでマンションを出てきたんだ。

　いい加減、作らなきゃ友達。過去のトラウマを払ふつ拭しよくする意味でも……。

　だがどう質問に答えればいい？　正直に「食べたことない」って言うか？　でも、それだけだとつまんないヤツって思われそうな気が──いや、考えすぎだろ。ここはウケを狙ねらう場面じゃない。となるとここは……ああ、ドラゴン？　ちょうど今朝、狩かってきたところだよ。モ○ハンでね（笑）。──ってだからそんな冗じよう談だん言わなくていいんだよ！　上手に焼けましたとか言っても、通じるか微び妙みようだって。スマホとか携けい帯たいゲーム機とかまだこの学校じゃほとんど普ふ及きゆうしてないんだから。ネタをやるなら異世界人に通じそうなネタを……ってだからなんで真しん剣けんにネタ考えてんだよ！　まずそこから離はなれろ、俺！

「なあ、王子。どうなんだよー」

「もしかして世せ良ら君、ドラゴンにトラウマでもあるんすかー？」

「お二人とも」とここで委員長が真しん剣けんな眼まな差ざしで、「もう少し、発言には気を遣つかいましょう」

「ん？　そりゃどういう意味だ？」

「もしかしたらこのクラスにドラゴンを神聖視している人がいるかもしれませんし……というか隣となりのクラスに竜りゆう人じん族の方がいらっしゃったはずです。そういう人たちにとって『ドラゴン最高！　ドラゴン美味うますぎ！』とか『ドラゴン食べたことある？』というユリアン君の発言は聞き過ごせないと思うのです」

　そう言って委員長が横目でちらりとこちらを見た。

　どうやら返答に困っていた俺に対するフォローでもあったらしい。

　さすが委員長。ネタに走ろうかどうか迷っていた俺とは大おお違ちがいのきちんとした対応だ。

　ちゃんと自分の意見を持っている人は言うことが違うな。俺も見習わないと。

「ったく、アイリスは固いなー」

「そう言うユリアン君は軽すぎます」

　ともかく俺に集中していたユリアンたちの視線は遠ざかった。

　ただ委員長のおかげで助かったものの、また会話に混ざるチャンスを失ってしまった。

「ま、オレの話は横に置いとこうぜ。でさ、アイリスの好物は？」

「わたしですか？　そうですね……。好きな食べ物とは違いますが、最近、日本のファミリーレストランにハマっています。安くて美味おいしい料理がたくさんあって、おまけに二十四時間営業。ドリンクバーというアイデアも大変素す晴ばらしいと思います」

　委員長はそう言いながらまた俺のことをチラ見した。

　もしかして俺が会話に加わりやすいように話題をファミレスに？

　だったら今度こそ会話に混ざって……。

「あ、ファミリーレストランだったらよー！」

　だがユリアンが先に話し始めたため、またしてもタイミングを逃のがしてしまった。

「オレも部活帰りによく使うぜ。学校の近くにあるよな？　坂を下りきったところに」

「ええ。わたしが利用しているお店と同じだと思います」

「オレさ、あそこの『甘あま辛からチキン定食』ってヤツが大好物でよ。他ほかにも『鶏とりの唐から揚あげ定食』だとか『チキン南なん蛮ばん定食』だとかオレの好きな鶏メニューが充じゆう実じつしてるんだよなー」

「あ、あの……ユリアン君？　先ほど朝食にコンビニのからあげとフライドチキンを食べたとおっしゃっていたときから気になっていたのですが……鶏肉の話題になると、わたしの翼つばさをチラチラ見ていませんか？　わ、わたしの気のせいでしょうか？」

「アイリス？　手て羽ば先さきって最高だよなー？」

「やっぱり気のせいじゃありませんでした!?」

　委員長が背中の翼を折りたたみ、ユリアンの位置から見えないように身体からだを捻ひねる。

「へっへ、アイリスー。オレは胸肉でも文句はないぜ？」

　だがユリアンが今度は委員長の胸むな元もとに注目し、面おも白しろがって肉の部位に当てはめた。

　まあ冗じよう談だんなんだろうが……ユリアン。お前がその「なんでも食いそうな顔」で言うと説得力がありすぎるから、そういうのは相手を選んで発言しろよ。冗談にならないから。
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「ちょ、だから止やめてくださいってっ！」

　委員長が胸を両手で抱だきかかえ、ユリアンと距きよ離りを取る。

　それにしても──普ふ段だん、背中の翼つばさに目がいってしまうから注目したことなかったけど、委員長って小こ柄がらなわりにふくよかな胸をしてるんだな……。って、いかんいかん。つい見入ってしまった。視線に気づかれたら軽けい蔑べつされてしまうぞ。気をつけないと。

「ユリアン君、そういうの日本じゃセクハラって言うらしいっすよ？」

「せくはら？　なんじゃそら」

「場合によっては罪に問われるってことっす」

「冗談だろ。オレの故郷じゃ、女性の胸を褒ほめるのは挨あい拶さつみたいなもんだぜ？」

　何が挨拶だよ。お前、委員長の胸見て舌なめずりしてただろうが。

「ユリアン君のセクハラ発言はともかく、委員長さんの翼ってホント綺き麗れいっすよねー」

「え、えっと……そうですか？　ありがとうございます、アイザック君」

「まあ綺麗だよな。食欲が湧わいてくるくらいには」

　まだそのネタ引っ張んのかよ、ユリアン。

「前から言ってるけどよ、いつか飛ぶところ見せてくれよな」

「あ、えっと……はい。そのうち……」

　委員長がユリアンから顔をそらし、小さく頷うなずく。

　あれ？　今、一いつ瞬しゆん、真ま顔がおになったような……。

　珍めずらしいな。委員長のあんな顔。直前に「手て羽ば先さき最高ー」とかユリアンが叫さけんでいたからそのせいかな。でも、今の表情の変化はそれが理由ではないような気がする。

「そういやアイザック。前々から疑問だったんだが、お前って普ふ段だん、何食ってんだ？　昼休みに学食に誘さそっても『ボクはいいよ』っていっつも断るけど、弁当持参って感じでもねーし」

「あー、ボクは──」

　アイザック君が白衣のポケットからおもむろにペットボトルと小こ瓶びんをいくつか取り出した。

　ペットボトルのほうは無色透とう明めいの液体が入っている。ラベルが有名なミネラルウォーターのものだからきっと水だろう。一方、小瓶には白い粉が……。あれ、たまにアイザック君がポケットから出してるの見かけるんだけど、マジなんなの？

「なんだ、その小瓶？」

「ふふ、これはっすねえ……」

　不気味に微笑ほほえみながら机の上にペットボトルと小瓶を置いたアイザック君は、次に小瓶の一つを手に持ち、ペットボトルの中に白い粉を入れ始めた。

「へへ……ちょうど薬が切れかけていたところっす。補ほ充じゆうの時間っす」

　やべええ、薬とか言ってるよ。犯罪の香かおりしかしねぇ。

「ん？　その白い粉って何かの薬なのか？」

「薬というか塩っす。ボクの世界じゃ塩は薬扱あつかいなんすよ。こっちが沖おき縄なわの海水塩で、こっちはフランスのゲランド産。あとこっちは……」

　…………って、塩かよ！

「んー、やっぱ水分補給は塩水に限るっすねー」

　アイザック君が水の入ったペットボトルにゲランド産の塩を混ぜて作った即そく席せきの塩水を、口をすぼめてちゅーちゅーと吸い上げ始めた。

　う、うわぁ、何その飲み方……。普通、ペットボトルは口元で傾かたむけない？　なんで口すぼめて吸い上げてんの？　ストローとか使うならまだわかるけど──ってなんか急に吸引力が上がった!?　ペットボトルがヘコんでベコベコ言ってる！

「にしてもすげー種類あるな。水にしても塩にしても」

「たしかに。アイザック君、どうしてこんなにたくさん持ち歩いているんですか？」

　二人は塩水の飲み方にはツッコミを入れずに疑問を投げかける。

「最近、大型スーパーとかネット通つう販はんで買いあさった水と塩で、故郷の海水を再現することにハマってるんすよ。あ、ボク、基本的に塩水だけで生きていけるんで」

「へえ、塩水だけで」「ほー、そりゃまた」

　二人とも驚おどろいているというよりは異種族の食文化に触ふれて感心しているようだった。

　ここ感心するところか……？　まあ、ドラゴンを日常的に食ってるユリアンよりは驚き少ないけど。でも、そっか。半はん魚ぎよ人じんは塩水さえあれば生きていけるのか──

「と言いつつ、たまに魚釣つって食べたりするんすけどね」

　って魚食うんかい！　半魚人が釣りとかシュールすぎるわ！

「まあ魚は共食いするもんな。鮫さめとか鯨くじらとか、小魚大量に食うって言うし」

「鯨は魚ではなく哺ほ乳にゆう類るいでは？」

　ユリアンの納なつ得とくの仕方も、委員長のツッコミもいろいろズレてる気がするぞ。

　そもそも半魚人は魚とは別べつ枠わくで話すべきじゃないのか？

「あ、そうそう。オレ、基本は肉なんだが、スライムをよく食べることがあって──」

　その後、ユリアンがスライムを凍こおらせるとシャリシャリして美味うまいとか言い出し、徐じよ々じよに話が異世界のゲテモノ食文化に移っていった。しばらくすると他ほかのクラスメイトたちも話に加わり、異世界のとんでもない食文化が次々に明かされていった。

　会話のハードルがどんどん高くなっていく中、委員長は必死に場をコントロールしようとしたが、「やっぱドラゴンだよ」「やっぱ塩水っす」「スライムも捨てがたい」と個性的な自己主張が続いたため、委員長は終始、困り顔だった。

　異なる文化を有した者同士が会話をすれば場がカオスになるのは当然である。

　聞いた話では（もちろん直接聞いた話ではなく、人の会話を盗ぬすみ聞ぎきして得た情報だ）うちのクラスはまだまとまっているほうらしい。

　おそらく委員長の気配りが行き届いているからだろう。まあ個性的なクラスメイトたちに翻ほん弄ろうされることも多いようだが、この学院は普ふ通つうの学校とは違ちがう。

　クラスのまとめ役をまっとうするのは並なみ大たい抵ていのことではないはずだ。

　そんな中で委員長はよくやってくれていると思う。

　俺も何度も助けられているしな。

　だが、すごしやすい環かん境きようを構築してくれている委員長には悪いが、それでも俺はこのクラスに馴な染じめそうにない。

　……ドラゴンだの塩水だのスライムだの、ついていけないっての。

　環境が変われば、人間関係がリセットされれば、何か変わるのでは、と思ったが……。

　俺の立ち位置は前の学校と一いつ切さい変わっていない。

　友達ゼロ日をなおも更こう新しん中である。
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　翌日の放課後──

「…………今日も友達ができなかった」

　俺は男子トイレの個室で頭を抱かかえていた。

　マジ、どうすんだよ、これからの学校生活。

　二週間経たってこれって。もう絶望的だろ。卒業までぼっち確定じゃないのか……。

「一体、どうすりゃいいんだ……」

　部活にでも入れば友達ができるのでは、と思ったのだが、この学院にまともなクラブなんてなかった。ユリアン率いるオーク軍団で構成される棍こん棒ぼう部に始まり、精せい霊れいたちが中心になって活動しているオカルト研究会だとか（あんたたちこそオカルトの対象じゃないのか？）、オークがなんぼのもんじゃい！　の精神でガタイのいい魔ま物ものたちが作った相撲すもう部（入ったら死ぬ。だって張り手でコンクリートの壁かべを粉ふん砕さいしてたし）、高カロリーな日本の食べ物にハマった食い意地の張った生徒で構成されるジャンクフード研究部（ただ食ってるだけ。しかも量が半はん端ぱない上に油ギトギトな食べ物ばかりチョイスするらしい）。

　ほらね。まともな部なんて一つもないだろ？

　一応、陸上部とかもあって、昔から足には自信があったから、見学だけでもしてみようかと思ってグラウンドに出てみたのだが、ケンタウロスがトラックを駆かけ回っていたので、そのまま素す通どおりして帰宅した。

　……いやいやいや。四本足は卑ひ怯きようだって。

　馬と競きそい合っても勝ち目はないし、競っても虚むなしいだけだ。

　ともかく部活絡がらみで友達を作るのはちょっと難しそうだ。

「まいったな……」

　せめてうちのクラスにもう一人くらい日本人がいてくれたらよかったんだが。

　いないんだよなぁ。

　はぁ、と深いため息をつき、便座に腰こしかけたまま天てん井じようを仰あおぎ見る。

　壁かべ一面に水色のタイルが張られた男子トイレは静かで、放課後ということもあり物音一つ聞こえない。このトイレは東校舎の、視し聴ちよう覚かく室や資料室など普ふ段だんは使われない特別な教室が並ぶ三階にあるので、滅めつ多たなことでは人がやってこない。放課後ともなればなおさらだ。

　日本の最新の便座が採用されたこの学校のトイレは清潔の一言で、異世界出身の生徒たちの評判は上々。ユリアンなんかも「まったく日本のトイレは最高だぜ！」とよく言っている。故郷にこの便座を持って帰りたい、と家電量りよう販はん店に便座を買い求めに行った生徒もちらほらいるとかいう話だ。……まあ便座だけ持ち帰っても電気や水道なんかのインフラが整っていないと使えないわけだが。

　でもって──

　そんな最さい先せん端たんのトイレに本来の使用目的とは異なる理由で閉じこもっている俺。

　中学のときも人目を避さけたいときはトイレに飛び込んでいた。

「ホント、成長しないな……」

　俺はまだほとんど使われていない真新しい便座から腰こしを上げた。

　と──




『──……お願いです……』




　そのとき、どこからともなく声が聞こえてきた。

　廊ろう下かからではない。

　この壁かべの向こう側がわ──女子トイレからだ。

「え、なんで声が……」

　普ふ通つう、トイレの壁って音が漏もれないように厚めに作らないか？

　丸聞こえだとさすがにいろいろ支障が──

『──マーテル様……お願いです。クラスのみなさんが……喧けん嘩かせずに……すむ方法を教えてください……』

　今度はさっきよりもはっきり聞こえた。女性の声だ。

　だが妙みような違い和わ感があった。現実に響ひびいた声とはどこか違ちがうような気がしたのだ。

　なんだろう、まるで心に直接呼びかけるような……。

『──早く天てん空くう神しんマーテル様を召しよう喚かんしないと。相談したいこと、山ほどありますし。うう、でも、どうして召喚が不発に終わるのでしょうか。って、悩なやんでいる暇ひまはありません！　と、とにかくもう一度です！　たまたま失敗が続いただけかもしれませんし！』

　再び謎なぞの声が心に響いたとき──ピンときた。

　この声……もしかして委員長じゃないか？

『えっと、召喚するために魔ま法ほう陣じんを描えがいて……これでいいはずなんですけど。……うう、お願いです、マーテル様。わたしを助けて……！』

　間違いない。委員長の声だ。

　にしても何をやっているんだろう？　召喚だの魔法陣だの妙なことを言っているようだが。

　や、それよりこの声はどういう理り屈くつで俺の心の中で響いているのか──

「…………へ？」

　委員長の声に集中していると、突とつ然ぜん、個室が異様な明るさに包まれた。

　次の瞬しゆん間かん──

　不思議な紋もん様ようの魔ま法ほう陣じんとしか言いようのないものが俺の足元に現れたと思いきや、




「う、うわああああああああああああ!?」




　落とし穴にでもハマったかのように、その出現した魔法陣に吸い込まれた。

　その後、一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗になり、

「「………………え？」」

　暗転後、待っていたのは生暖かい女子の柔やわ肌はだの感かん触しよくだった。

　目の前には見覚えのある女の子が──

　い、委員長？　どうして委員長がここにいるんだ？

「ひゃ、ひゃあああああ!?　あなたは誰だれですか!?　ひゃ、ひゃ！　へ、変なところ触さわらないでください！」

　直後、強きよう烈れつなビンタが俺の頰ほおに炸さく裂れつした。

　どうやら俺は委員長に覆おおいかぶさっていたようで──

　な、なんだよ、この状じよう況きよう!?　どんなハプニングだよ！

　俺は慌あわてて委員長から身を離はなした。

「……ご、ごめん。ホントごめん……っ」

　なんだかよくわからないけど、謝っておいた。

「謝ればすむという問題では……って、えええぇ!?　どうして世せ良ら君がここに!?」

　それは俺が聞きたいよ──

　そう思ったものの、言葉にすることはできなかった。

　気づいてしまったからだ。

　……自分がどこにいるのかということに。

　さっきまでいた男子トイレとまったく同じ構造だから、最初は自分が別の場所に移動したとは思わなかった。今まで座っていた便座になぜか委員長が現れて、彼女に覆いかぶさってしまったのだと、そう錯さつ覚かくした。

　しかし、壁かべ一面に張られたピンク色のタイルを見て、俺はハッとした。

　この学院の男子トイレの壁には、例外なく水色のタイルが張られている。

　一方の女子トイレはと言うとピンク色のタイル──

　……な、なんで？　なんで俺は女子トイレにいるんだ？

「せ、世良君っ──まさか以前から女子トイレに興味があって覗のぞきを!?」

　………………は？　はあああ？　なんでそうなる!?

「でも、覗くだけでは満足できなくなって、ついには女子トイレに侵しん入にゆうを！　世良君、一見すると大人しそうに見えますけど……実は筋すじ金がね入りの変態さんだったんですね!?」

　いや、違ちがうから！　そんなつもり全然ないから！

「そ、そして……嫌いやがるわたしを押し倒たおし……無力なわたしは男の子の力に抗あらがえず、やがて世せ良ら君を受け入れてしまい……」

　展開はえーし！　どんだけ妄もう想そう力りよくあるんすか！　しかも受け入れてるし！

「まず服を脱ぬがされ……いえ、世良君は着衣フェチなので全すべて脱がすようなことはしません。きっとブレザーだけ脱がし、シャツのボタンを三つほど開けた半脱ぎ状態であんなことやこんなことを……い、い、いやああああああ！　世良君、変態すぎます!?」

　俺、なんで着衣フェチってことにされてんの？　どこから出てきたのその設定？




「──ちょっと……今の声、何？　悲鳴……？」




　そのとき誰だれかが女子トイレに入ってきた。

　教師ではなさそうだが……いや、問題はそこじゃない！

　俺は一いつ瞬しゆんでこの先に起こりうる最悪の結末をシミュレートした。

　まず委員長が俺を変質者認にん定ていし、「た、助けてー！」と叫さけぶ。そうしたら今、トイレに入ってきた女子がこの個室の扉とびらを叩たたくだろう。その先に待っているのは──逮たい捕ほの二文字。明日の新聞の一面は「総理の息子むすこ、まさかの変態行こう為い！　異世界の少女に乱暴を!?」で決まりだ。

　こんなスキャンダルが取とり沙ざ汰たされたら親父おやじの仕事に悪影えい響きようを及およぼす。

　支持率低下、野党からの追つい及きゆう、最悪辞任もありえる。

　親父は俺なんか期待していないだろうけど──

　だからといって親父の足を引っ張る気などさらさらない。

　やべえよ……。せっかく最近、日本の景気も上向き始めてたってのに、ここで俺が水を差したら、親父の地位が揺ゆらぐどころか、日本経済が再び冷え込むところまであるぞ。

　日本の経済が悪くなれば当然他国にも影響出るだろうし──

　こ、ここは──止やむを得ん！

　俺は考えるよりも先に委員長の口を手で塞ふさいでいた。

「（し、しー！）」

「（もがっ、もがっ！）」

「（誤解……誤解なんだって……！）」

　目を見開き、頭を左右に振ふって俺から逃のがれようとする委員長にそうささやく。

　うっ、なんかこれ、犯罪者が被ひ害がい者を口くち封ふうじしてるような──というか、さっきの委員長の妄想が現実になったみたいじゃないか。そんなつもりはないのに……。

　うう、罪悪感が……罪悪感があああ！　や、でも、他ほかにどうしろってんだよ!?

「（もがっ！　もがっ！）」

「（落ち着いて、委員長……）」

「（もがっ。……もがっ──）」

　俺のささやきが効いたのか、少しずつ委員長の抵てい抗こうは弱まっていった。

「（そ、そうそう……とにかく一いつ旦たん気を落ち着けて……）」

　その後、大人しくなった委員長だったが、

「（……じー……）」

　と今度はなぜか熱っぽい視線を俺に向けてきた。しかも頰ほおを微び妙みように赤らめており……。

「（……ぽっ）」

　え、何そのわたし覚かく悟ご決めましたみたいな顔!?　違ちがうから！　俺、そんなつもりで口塞ふさいだわけじゃないから!?　ってか、委員長、貞てい操そうはもっと大事にして！
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「んー、おかしいなー。声、女子トイレの中からだと思ったんだけど……。まあこの間も精せい霊れいとか身体からだ透すけてる人が壁かべ通り抜ぬけたりしてたしなぁ」




　しばらくすると女子生徒の気配は遠ざかり、声もしなくなった。

　精霊はともかく身体透けてる人ってなんだよ……。どんな種族だ、幽ゆう霊れいかよ。

　俺は十分に時間を置いてから委員長の口を塞いでいた手を離はなした。

「ぷはぁ」

　委員長が苦しそうに深呼吸を繰くり返す。

　や、やばかった。密室で女子の口を塞ふさぐとか……最低最悪だろ。

　相手が委員長ではなく見知らぬ女子だったら、「女子トイレで乱暴された！」と職員室に駆かけ込まれていた可能性だってある。

「突とつ然ぜんだったから……びっくりしました」

「ご、ごめん」

　小声で謝る。場所柄がら、あまり声を発したくない。

「世せ良ら君は男の子ですし……女の子の身体からだに興味があるのはわかるのですが……」

「委員長……誤解。誤解だから……」

「へ？　誤解？」

　どうやら一から説明する必要がありそうだ。この妄もう想そうがすぎる委員長には。

「……俺にもよくわからないんだけどさ……」

　俺は事情をかいつまんで説明した。

　さっきまで同じ東校舎三階の、隣の男子トイレにいたこと。

　壁の向こうから委員長の声が聞こえてきたこと。

　足元に魔ま法ほう陣じんのようなものが現れて吸い込まれたこと。

　気づいたら委員長に覆おおいかぶさっていたこと。

　実際はつっかえつっかえで、上手うまく順序立てて説明できたわけではないが、言いたいことはちゃんと言えたと思う。普ふ段だんは無口な俺だが、このときばかりは必死だった。

　一方の委員長は思ったよりも冷静で、途と中ちゆうで質問を挟はさむようなことはせず、最後までじっと俺の話に耳を傾かたむけていた。

　ただ全部話し終える頃ころには──

「……すみません、全部、わたしのせいです……」

　と彼女の顔色は極きよく端たんに悪くなっていた。







　ところ変わって東校舎の屋上──

　いつまでも女子トイレで密談を続けるわけにもいかないので場所を移したのだ。

　先に委員長に女子トイレから出てもらい、廊ろう下かに誰だれもいないのを確かく認にんしてから俺を手招きする、という緊きん張ちよう感のあるミッション。二度と体験したくないドキドキであった。

「……つまり、俺が女子トイレに移動したのは委員長の召しよう喚かん魔法のせい……？」

「そういうことになります……」

　委員長はなぜか俺と顔を合わせず、地上を見下ろしながら頷うなずいた。

　異世界出身者の多くは魔ま力りよくを備えており、魔法や魔術などを行使することができる、という話は噂うわさに聞いていた。まさかこんな形で目まの当あたりにするとは思いもよらなかったけど。

「さっきのが召しよう喚かん魔法……」

　突とつ如じよ、足元に現れた魔法陣じん──

　あれに吸い込まれて、委員長がいる女子トイレに瞬しゆん間かん移動したわけか。一瞬の出来事だったから、何が何やらって感じだったけど、そっか……あれが噂に聞く……。

　正直、実感が湧わかない。

　ド派手に火ひ柱ばしらが上がるとか、目の前の壁かべが爆ばく発はつ四し散さんするとか、そういう魔法だったらもっと驚おどろいたんだろうけど。まあそんなの目もく撃げきしたら腰こし抜ぬかしそうだが。

「本当は……」

「ん？」

「本当は……世せ良ら君ではなく神様を……故郷の神である、天てん空くう神しんマーテル様を呼び出そうとしたのですが、失敗してしまって。その後、何度か試ためしていたら、どういうわけか世良君を召喚してしまったのです……」

　天空神マーテル──

　えっと、神様って比ひ喩ゆ的な意味で言ってるんじゃなくて本物の神様？

「ま、まあそういうわけなのですよ……」

　訊ききたいことは山ほどあるが、どうも委員長はこれ以上、話したくないようだ。

　その証しよう拠こにさっきから俺と目を合わせようとしない。

　こちらは被ひ害がい者なのだから詳しよう細さいを問いただす権利はあると思う。

　ただ女子トイレで鉢はち合あわせになったのが委員長の召喚魔法のせいとはいえ、俺が彼女に覆おおいかぶさったのは事実。本人は妙みような勘かん違ちがいをしていたようだが、一歩間違えば明日の新聞の一面を飾かざっていたわけで。そういう意味では委員長に感謝しなければいけない。

　……そうだな。一応、謝っておこう。自じ戒かいの意味も込めて。

「委員長さっきはごめん。俺、あのときは気が動転してて……。口を塞ふさいだのは、誰だれかが女子トイレに入ってきたからで、見つかるとマズイと思って……咄とつ嗟さに取った行動で……」

「い、いえ……！」とここで委員長が申し訳なさそうな顔になり、「悪いのはわたしのほうですから、世良君は気にしないでください……。で、ですが……あのとき、わたしが口走った数々の妄もう言げんについては早々に忘れていただけると助かるかなーって。あは、あははっ……」

　たしかにあれは委員長らしからぬ暴走だったな。

　マイナスに受け止められなかったという意味では助かったとも言えるけど。

「……わかったよ。忘れる」

「助かります」

　ホッとため息をついた委員長は「で、では」と再び申し訳なさそうに頭を下げ、

「こ、これにて失礼させていただきます……」

　と俺に背中を向けた。

　え、これで終わり？　説明、足りてなくない？

　というか、委員長、俺から逃にげようとしてるんじゃ……？

「あ、あの……」

　俺は翼つばさを揺ゆらしながら去っていく委員長の背中に呼びかけた。

「な、なんでしょうか……？」

　恐おそる恐る振ふり返る委員長に俺は遠えん慮りよがちに質問する。

「言いにくいんだけど……。この学院って魔ま法ほうや魔術の使用は禁止……されてるよね？」

「………………禁止です」

「しかも、委員長が唱えた召しよう喚かん魔法は……」

　魔法が使えない俺にはあまり関係のないことだが、この学院では許可のない魔法や魔術の使用は原則禁止されている。

　ただし例外もあって、たとえばフレイハートさんやフロストン君のように体質的にどうしても熱や冷気を発してしまうとか、使わなければ命にかかわるとか、体調が悪くなるとか、特別な理由がある場合のみ使用許可が下りるようになっているのだ。

　魔法や魔術と言ったが、細かく言うと『地球上に存在しない、人や環かん境きように影えい響きようを及およぼす異世界特有の能力』は全すべて該がい当とうし、またこれらには危険度がランクづけられている。

　生徒手帳によると、この危険度は「１～５」の数字で示されており、数字が大きいほど危険度は高く、使用許可は下りにくい。

　当然、重大な事故や破は壊かいに繫つながる可能性があるものは「５」に設定されている。

　たとえばフレイハートさんやフロストン君が属性をオンにする行こう為いは「危険度２」で、このあたりの危険度だと注意を受ける程度ですむが、二人がガチでやり合い始めたら、これはもう「危険度５」に相当するので、場合によっては停学もありえるだろう。まあ二人はいつも属性を展開し、睨にらみ合ったり、口論するだけの威い嚇かくに留とどまっていて、一線を越こえたことはないからあの程度ならまだ問題はない。……それでも普ふ通つうの学校の常識からするとありえないが。

　そして──

　委員長が先ほど使った召喚魔法は生徒手帳によると「危険度５」。

　召喚魔法、召喚魔術、降こう霊れい術、降神術──

　呼び方はいろいろあるが、どれも「なんらかの存在者」を呼び出す行為であり、仮に国外や異世界から何者かを召喚したとすれば、それは国境を無視して招き入れたのと同義である。本人にその意思がなかったとしても日本では不法入国となるのだ。

　また、召喚魔法はやってみるまで何が起きるかわからない──という側面もあり、未み熟じゆくな術者が悪意ある者や、病原体などを意図せず召喚してしまうケースもあるのだとか。

「さっきの召しよう喚かん魔ま法ほうって、許可とか取ってないよね……？」

「…………………………それは」

　どんどん委員長の表情が沈しずんでいく。純じゆん粋すいに疑問に思ったことを訊きいてみただけで、責めるつもりはなかったのだが──余計なこと言っちゃったかな。

「…………ううっ」

　うわ、今にも泣きそうな顔してるし。まいったな。どう対処すればいいんだ。

　ぎくしゃくした関係になるのだけは避さけたい、と思った俺は、

「ま、まあ……何か事情がありそうだし……これ以上の質問はよしておくよ」

「…………すみません」

　委員長が俺に向き直り、深々と頭を下げた。頭が下がると背中の翼つばさが縮こまり、頭が上がると翼が広がる、そんな不思議な動きを伴ともなうお辞じ儀ぎだった。

　その後──

　委員長は何度も俺に謝りながら屋上を去っていった。

　──ご迷めい惑わくをおかけしました。

　──今後は気をつけます。

　──もうあんなトラブルは起こしませんから。

　彼女の言葉に噓うそはないだろう。

　校則を破ったのだって、止やむに止まれぬ事情があったからに違ちがいない。

　それにどうやら危険な存在を呼び出そうとしていたわけではなさそうだし。

　……このときの俺はそう楽観的に捉とらえていた。







　翌日の放課後──

「あ、あはは……」

　委員長の乾かわいた笑いが個室の中で響ひびいた。

　…………………………またかよ。

　まただった。

　女子トイレに召喚である。

　二日連続、二度目──

　昨日は委員長がいる女子トイレの隣となり、男子トイレで塞ふさぎ込んでいるときに足元に魔ま法ほう陣じんが出現したが、この日は図書室で調べ物をしているときに同じことが起こった。

「……あの、委員長？」

「決して意図して世せ良ら君を召喚したわけではないのですが……」

　昨日、言わなかったっけ。もうあんなトラブルは起こしませんからって。

「世せ良ら君、ごめんなさい。でも、安心して。今度は──次は絶対失敗しませんから……！」

　結局、召しよう喚かんは続ける気なのかよ!?




　委員長のこの「絶対」という言葉は以降も覆くつがえされることになる。




　なんと俺はその後──週末を除き合計三回も女子トイレに召喚されるに至ったのだ。

　あるときは昼休みに屋上でパンをかじっているときに。

　またあるときは放課後にベランダで缶かんコーヒーを飲んでいるときに。

　どこにいようと関係なく、俺は委員長の呼び出しに応じ（応じたつもりはない）召喚された。

　そして……。

　何度も召喚されたことで知り得たことがある。

　まず委員長が呼び出そうとして失敗した、天てん空くう神しんマーテル様とは有ゆう翼よく人じんの守護神のような存在で、委員長は昔からこの神様に何かと相談に乗ってもらっていて、故郷ではそれが習慣化していたこと。また、過去、何度も女子トイレでマーテル様を召喚しており、数日前までは上手うまくいっていたこと。

　これらは委員長から直接、聞いた話ではない。

　初めて召喚された日に「委員長の心の声」らしきものが聞こえてきたが、どうやらあれは召喚の前まえ触ぶれのようで、繰くり返かえし女子トイレに呼び出された俺は、毎回のように「委員長の心の声」らしきものを聞くことになったのだ。その過程で知ったのが今の話。

　委員長は日常の些さ細さいなことから深刻な悩なやみまで実に様々なことを神様に相談していた。

『クラスで起きるトラブル……解決にはマーテル様の助言が必要です。せっかく委員長という大役を任されたのですから、なんとかクラスに平へい穏おんと調和をもたらさなければ……っ！』

　これは「なるほどな」と思った。委員長らしい悩みだなと。

『転入生の世良君……いつも一人でいるみたいですし、なんとかクラスに溶とけ込めるように委員長として配はい慮りよしなければ。でも、一体どうすればいいのでしょうか……。歓かん迎げい会……は今さらすぎますし、休日にみんなで遊びに出かける？　うーん、しかし、あからさまに気を遣つかうと気を悪くするかもしれませんし……。ともかくマーテル様に相談しないと！』

　この心の声が聞こえてきたとき、ありがたくて涙なみだが出そうになった。

　俺みたいに出来の悪いクラスメイトのことまで真しん剣けんに考えてくれているなんて、と。

　とまあこの辺まではちゃんとした相談だったが──

『今月は中間テストがあるという話ですから、その対策もマーテル様に相談しないと。数学や科学などの理数系の科目は得意ではありませんし……。わたしはクラスを引っ張る立場にありますから、みっともない成績を晒さらすわけにはいきません』

　委員長は神様に勉強まで教えてもらっていた。

　さらには──

『あ、そうです。昨日、電気屋さんで購こう入にゆうしたブルーレイレコーダーの使い方もわからないんでした。あれの使い方がわかれば深夜アニメを録画し放題です。やはりお気に入りのアニメは何度も観みたいものですし、リアルタイムで視し聴ちようするには夜遅おそい時間ですからね。寝ね不ぶ足そくはお肌はだの敵です。美容にもちゃんと気を遣つかわないと。背中の翼つばさにも悪いと言いますし』

　委員長、日本のアニメにハマっとる。しかも深夜アニメ。

　あとマーテル様、何者？　なんで日本の神様でもないのに電化製品の扱あつかいに長たけてるの？

『えーと、今まで一日三つほどの問題を解決してもらっていましたけど、最近はマーテル様を呼び出せないので……うー、大変です。未解決の問題がついに二ふた桁けたに達たつしてしまいましたぁ。困りました。とても困りました……。マーテル様がいないとわたしはダメダメです……』

　この時点で俺の中にあった出来る委員長像は完全崩ほう壊かい。代わりに浮上してきたのは委員長ダメな子説。いや、もはや説じゃない。委員長がダメな子なのは確定的に明らかだった。

『──一番の問題は──あれです……。もしも……もしもクラスのみなさんにあのことがバレてしまったら……一体どうなってしまうのでしょうか』

　そして、そんな他た力りき本ほん願がんな委員長には──

　誰だれにも言えない深刻な悩なやみがあった。

　それは──

『このわたしが……実は飛べない……ということが露ろ見けんしてしまったら……っ！』

　実は飛べない──

　そう。委員長はあれだけ立派な翼を持っているにもかかわらず飛べないらしいのだ。

『このことがクラスの人たちにバレたら、「ほら、ジャンプしてみろよ！」っていびられるに違ちがいありません！　ああ、助けて……助けて、マーテル様！』

　もっとも翼の大きな一族に生まれ、故郷では姫ひめと呼ばれているらしい委員長。

　教室では出来る委員長を実じつ践せんしており、いかにもエリート育ちに見える彼女だが……。

　その正体は、単なる残念少女であった。

　……どうでもいいが「ジャンプしてみろよ」ってそのいびり方、完全に不良のカツアゲだ。しかも日本の不良の。委員長、どこでそんなネタ仕入れたんだよ？

「世せ良ら君……本当に何度もすみません」

　何度目かの召しよう喚かんのあと──

「……明日以降は……もうこんなことは起きません。お騒さわがせしました……」

　委員長はそう言うと、背中を丸め、翼を折りたたみ、トボトボと去っていった。

　もうこんなことは起きません──

　それはどっちにも取れる言葉だったが、俺には「今度こそ世良君ではなく神様を召喚してみせます」という意味ではなく「もう神様の召喚は諦あきらめます」というふうに聞こえた。
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　翌日の早朝──

「アイリス、固いこと言うなよー」

「……で、ですが……」

　教室に足を踏ふみ入れると、委員長とユリアンが何ごとか言い合っていた。

「ちょっと飛ぶだけじゃん」

「しかし、魔ま法ほうや魔術の使用が禁じられているように、わたしの飛行能力も禁止事じ項こうの一つに該がい当とうするわけで……」

「どうせ危険度１とか２くらいだろ？　たしかに魔法とかは危険なのもあるだろうけど、アイリスの場合は問題ないって。屋上なら誰だれにも迷めい惑わくかかんねーし」

「そ、そう言われましても……」

　これは──

　委員長が危き惧ぐしていたことが現実に起こってしまったようだ。

　そういや何日か前にも「今度、飛ぶところ見せてくれよな」ってユリアン言ってたな。そんでもって委員長が一いつ瞬しゆん真ま顔がおになって……。

「アイリス以外にもレアな特とく殊しゆ能力持ちのヤツ集めて、それぞれ特技を披ひ露ろうし合うつもりでいるんだぜー。まー、これも異世界文化交流の一つってことで」

「で、ですから……校則に引っかかるようなことは……」

「平気だって。アイリスは心配性だなー。ちゃんと危険な能力は除外してるんだぜ？」

　ユリアンがもう決まったことのように言う。ガハガハと笑いながら。

「じゃ、そういうことで、明日の放課後に屋上集合な？」

「えーと……えーと……」

　委員長は目に見えて狼ろう狽ばいしていた。らしくない態度である。

　これまでの委員長だったら「規則は規則ですから」と言って突つっぱねていたはずだ。

　だが断りきれずにいる。

　有ゆう翼よく人じんなのに、大きな翼つばさを持っているのに、飛ぶことができない──

　その事実が影えい響きようしているのは間ま違ちがいない。みんなに飛べないことを隠かくしているから、そのことに後ろめたさがあるから、ユリアンにも強く言えないでいるのだ。

　それだけではない。実はここ何日か、委員長は挙動不ふ審しんで、これまでの「出来のいい委員長」に綻ほころびが生まれつつあるのだ。これは言うまでもなくマーテル様に悩なやみを相談できない状態が続いているからだろう。

「どうしたアイリス？　やっぱりダメだってのか？」

「……えっと……その……」

　二人のやり取りを見ていると胸がチリチリした。

　委員長は……他た力りき本ほん願がんなところはあるが、それでもこれまでずっと一年Ｃ組のクラス委員長としてみんなを引っ張ってきた。

　問題が起きれば神様に相談し、解決策を与あたえてもらい、対処する。

　クラスで孤こ立りつしている俺のことを思った悩なやみも心の声を通して聞こえてきた。

　彼女が本当の自分を隠かくし、優等生を演じているのは事実。

　だが委員長はそれだけではない、それだけではないのだ……。

　自分の利益のため──それだけのために神様を呼び出していたわけではない。

　そして、俺だけがみんなが知らない委員長を知っている。

　知ろうと思って知ったことではないけれど……。

　委員長が困っているのを知っているのに、この場を見過ごすのは間ま違ちがっている気がした。

　それに……俺は委員長の苦しみが痛いほどわかる。

　だって俺は「出来る政治家」の息子むすこだから。おまけに上には優ゆう秀しゆうな兄が二人もいる。

　小さい頃ころから過度なプレッシャーに晒さらされてきた。

　期待されたくないのに、期待されてきた……。

　おそらく委員長も同じ。

　彼女は一族でもっとも大きな翼つばさを有する家系に生まれたと言う。

　なのに飛べない……。

　それがどれほどの苦しみなのか──

　俺の苦しみと彼女の苦しみはまったく同じものではないがよく似ている。

　似ているから──今の委員長の心境も手に取るようにわかる。

　……助けになってあげたい。そう思ってしまった。

　自分と境きよう遇ぐうの重なる委員長のことを。

　健けな気げに他人のことを思う、この有翼人の少女を。

　だから──

　だから俺は──

「──ユリアン」

　委員長を助けようと、二人の間に割って入った。

「ん？　どうした王子？」

「委員長……困ってるだろ。それくらいにしておいてやれよ」

「……お？」

　俺の発言にユリアンが驚おどろいたような顔をした。

　たぶん俺が普ふ段だんクラスで揉もめごとが起きても静観している地味な人間で、積極的に発言するタイプじゃないからだろう。驚おどろくのも無理はない。……俺だって驚いているんだから。

「せ、世せ良ら君……？」

　背後にいる委員長から戸と惑まどいの声が聞こえてきたが、俺はそのまま話を続けた。

「生徒手帳に書いてある。魔ま法ほうや魔術……その他、地球上に存在しない特とく殊しゆな能力の使用は原則禁止。ユリアンだってそれくらい知っているだろう？」

「そりゃ校則くらい知ってるけどよ。でも、オレが屋上に集めようとしてるメンツは危険度１とか２とか、気をつければなんの問題もない能力持ちばっかだぞ？」

「委員長の飛行能力も……そうだと思うか？」

「アイリスのが一番問題ない能力だろー。だってただ飛ぶだけだぞ？」

「……俺はそうは思わない」

「ん？　そりゃどういう意味だ？」

　ユリアンが首を傾かしげると、周囲にいたクラスメイトの視線も同時に集まった。

　どうやら俺の発言がみんな気になったようだ。

「日本には空を飛ぶ乗り物がたくさんあって……そのための法律もある。校則がなくても、ここが日本である以上、無む闇やみに空を飛び回っていいわけじゃないんだ」

「でもよ。アイリスが空を飛んで、飛行機とかにぶつかる心配はさすがにないだろ。そんなに高く飛ぶわけじゃないんだからよー」

「気をつけるべきなのは乗り物だけじゃない」

「何？」

「日本には背の高いビルが多いし……電柱や電線、この街には海沿いに発電所があるから送電線なんかも多い。日本の空には障害物が多いんだ」

「障害物……」

「もしそういう障害物に委員長が引っかかって墜つい落らくしたら……どうするつもりだ？」

「ん、それは……」

　ユリアンが神しん妙みような顔つきで考え込む。

「俺が今話したことはほんの一例だ。委員長が日本の空を飛ぶことに……どんな危険があるのか、想定しなければいけないことはまだまだあるはずだ」

　実際、この日本には生なま身みで空を飛ぶ人間は基本的に存在しないわけで──

　例がない以上、こういったことはきちんと念頭に置いておくべきだ。

　最近は無人飛行が可能なドローンの問題なども取とり沙ざ汰たされているし。

「ユリアン。俺はこの国の代表としてこの学院に通っているわけではないが……それでもこれは言わせてもらう。……俺は魔力のない、魔法の使えない日本人で、特別な能力を持っているわけではないけれど──でも、日本人だからこそみんなよりもこの国のことについては詳くわしいつもりだ。だから委員長や、クラスのみんなが危険な目に遭あうかもしれない……。そのことに気づいていながら、これを黙だまって見過ごすことはできない」

「……王子」

「この学院が異世界文化交流のために作られたのは知っている。だけどそれは安全が確保された上で行うべきことだと思うんだ。……俺の言ってること、間ま違ちがってるか？」

　そう言って俺はユリアンの顔を正面から見据すえた。

　対するユリアンも難しい顔で俺を凝ぎよう視ししてきた。

　しばらく沈ちん黙もくが続いたあと──

「いや」とユリアンが笑え顔がおで首を振ふり、「王子は正しいことを言ってるぜ！」

「…………そうか」

　また反論されるかと思ったが、ユリアンは素す直なおに俺の言葉を受け入れた。

「みんな！　今、王子が言った通りだ！　屋上に集まる件は一いつ旦たん中止にするからよ！」

　ユリアンがでかい声で叫さけんだ。

　これに対し、えー、と不満を漏もらす者も中にはいたが、参加者のほとんどはユリアン同様俺の言葉に納なつ得とくしたようで、反対意見はほとんど出てこなかった。

「王子。にしてもびっくりしたぜ」

「……びっくり？」

「だって、王子っていつ話しかけてもリアクション薄うすいし、機き嫌げん悪そうにしてるからよ。てっきりオレたち外の世界の連中には興味がないんだと思ってたぜ」

「え……」

　噓うそだろ。俺、そんなふうに思われてたのか？

「オレなんか特にウザがられてるとばかり思ってたし。──でも、実際は違ったんだな。王子はちゃんとオレたちのこと気にかけてくれていたんだよな？　へへ、さっきの言葉、胸にズシーンと来たぜ」

「ユリアン……」

　思ってもみない展開だった。

　俺はただ委員長を助けたい一心でユリアンに立ち向かったのだが──

　もちろん俺の言葉に噓はない。だけどかなりハッタリ多めだったし、ユリアンを説き伏ふせるために乱暴な言い回しも多用した。人によっては気を悪くしてもおかしくないのに──逆に感謝されることになるとは。

「王子。これからも気になったことがあったら遠えん慮りよせずにガンガン助言してくれよな」

「……あ、ああ……」

　気づけば再び周囲の視線が俺に集まっていた。

　未いまだかつて経験したことのない注目の浴び方──

　嫌いやな気はまったくしなかったけど……妙みように落ち着かない気分だった。







「……まだドキドキ言ってる」

　朝の屋上は涼すずしく、肌はだ寒さむいくらいだった。

　フェンス越ごしに地上を見下ろすと、坂道を急ぎ足で駆かけ上がる学院生の姿が散見された。

　騒そう動どうのあと──

　俺は落ち着かない気分を鎮しずめようと「ちょっとトイレ」と言って教室を飛び出し、この屋上にやってきた。最初は本当にトイレに行こうと思ったのだが、今、俺の中で渦うず巻まく感情はマイナスではなくプラスに傾かたむくもので、だからトイレという気分ではなかった。

「……こんな気持ちになるの初めてかもしれない」

　これまで俺は、過去のトラウマを恐おそれて自分の意見を口にすることはまったくと言っていいほどなく、それは前の学校でも同じだった。

『だって、王子っていつ話しかけてもリアクション薄うすいし、機き嫌げん悪そうにしてるからよ。てっきりオレたち外の世界の連中には興味がないんだと思ってたぜ』

　ユリアンに言われて気づいたのだが──

　俺はもしかしたら中学のときもそう思われていたのかもしれない。

　暗い人、寡か黙もくなヤツ、不気味なクラスメイト、他人に興味がない人間。

　みんなそんなふうな認にん識しきだったんじゃないだろうか？

　発言しなければ──自分の意思を示さなければ、周囲に何も伝わらないのだという当たり前のことに、俺は気づいていなかった。




「──世せ良ら君」




　そのとき屋上の扉とびらが開き、俺の背中に聞き覚えのある声がかかった。

　振ふり返ると、そこには荒あらい呼吸を整えている委員長の姿が。

　もしかして追いかけてきたのだろうか？

「世良君……ちょっといいですか」

「……あ、ああ」

　頷うなずきを返すと委員長がさらに距きよ離りを詰つめてきた。

「さっきは驚おどろきました。物静かな世良君が、ユリアン君にあんなふうに意見するなんて……」

「……そ、そう……」

「ユリアン君も言っていましたけど、わたしも世良君って他人に興味がない人なんだとずっと思ってて……だからなおのことびっくりしました」

　委員長もそんなふうに思っていたのか……。

　でも、それも当然の話だ。俺は今までノーリアクションを貫つらぬき通してきたのだから。

「なんにしても先ほどは助かりました。世せ良ら君、ありがとうございます」

「…………」

「ユリアン君って強ごう引いんなところがあるから……」

「…………」

「あの、世良君？」

　一向に喋しやべらないから変に思ったのだろう。

　委員長が小こ首くびを傾かしげながら俺の顔を覗のぞき込んできた。

「…………ごめん、委員長」

「え？　どうして世良君が謝るんですか？」

「……だって」

「だって？」

　黙だまっているつもりだった。

　委員長が抱かかえる様々な秘密──墓場まで持っていくつもりだった。

　だけど──

　望んで知り得た秘密ではないが、それでも黙っているのは委員長に悪い気がした。

　だから、だから俺は……。

「俺、知ってるんだ。委員長の翼つばさの秘密を」

「…………へ？」

「初めて委員長に女子トイレに召しよう喚かんされたとき……いや、毎回そうなんだけど、召喚の直前になると声が聞こえてきて……」

「……こ、声？」

「ああ。委員長の声が。まるで心に呼びかけるかのような声で……神様にどんな相談をするのか、今悩なやんでいることはどんなことか、っていう委員長の心の声が聞こえてくるんだ」

「え……じゃあ、まさか世良君は……」

「ああ……」

　真っ青な顔の委員長に俺は告げる。

「……委員長が悩んでいること、だいたい把は握あくしているつもりだよ」

「い、い、い──」

　いやあああああああああああああああああああああ!?

　委員長が翼を広げ、周波数の高い絶ぜつ叫きようを奏かなでた。

「じゃ、じゃ、じゃあ、世良君は全すべてを知った上で、わたしを助けてくれたんですか!?」

「…………うん」

　俺が頷うなずくと、きゃああああああ、と再び悲鳴が轟とどろいた。

「では、わたしが神様にあれこれ相談して、出来る委員長を演じていたこともご存知だと!?」

「…………まあ」

「最近、買ったブルーレイレコーダーの使い方を神様に教えてもらおうとしていたことも!?」

「…………うん」

「と言うことはですよ！　日本の食べ物が美味おいしすぎて太っちゃったこともですか!?」

「…………う、うん？」

「お腹なかがへこむドローインダイエットに励はげんでいることも!?　週末にプチ断食をしていることもご存知だと!?　しかも全然体重減っていません！　いやー！」

「…………え、えーと？」

「ま、まさか……わたしが最近ネット中毒気味で、夜はＰＣでエッチなサイトにアクセスしまくりで、しかも変なリンクを踏ふんじゃって、画面に変なウィンドウがいっぱい出てきて、閉じ方がわからなくて涙なみだ目めになって……マーテル様に閉じ方を教えてもらおうと思ったのに、なぜか世せ良ら君を召しよう喚かんしちゃって、その後、躍やつ起きになって召喚を繰くり返したという裏事情まで知っているって言うんですか!?」

「……その辺の事情は初はつ耳みみ。と言うか、その前のダイエットの話も」

「うわあああああ！　バカバカバカ！　わたしってホント、バカああああ！」

　う、うーん、これは俺が考えている以上に、ダメな子かもしれないぞ、委員長って。

「あああ、もうぅ──恥はずかしすぎます！　死にたいです！　すごく死にたい気分です！　いやああああああああああー！」

　委員長が再び絶ぜつ叫きようしながらフェンスに近づき、その真新しい金かな網あみをよじ登ろうとする。

「って……何やってんの、委員長!?」

「だって、だってもう死ぬしかないじゃないですか！」

「や、なんでそうなるの！　極きよく端たんすぎるから！　ってか危ないって！」

「危ない？　あはは……普ふ通つうの有ゆう翼よく人じんだったらこの程度の高さから落ちても全然余よ裕ゆうなんですけどね。でも、わたしは飛べませんから！　飛べない有翼人が屋上から落下すると、あら不思議……。なんと潰つぶれたトマトのできあがりです！」

「もう言ってることいろいろおかしいから!?　とにかく自じ暴ぼう自じ棄きになっちゃダメだ！」

　俺はフェンスをよじ登ろうとする委員長の背中に駆かけ寄る。

　だが彼女の背中には大きな翼つばさがあり、どこをつかんでいいのかわからない。

　と、とにかく──フェンスから下りてもらわないと。

　迷った末に俺は背後から翼ごと委員長を抱だきかかえ、フェンスから引き剝はがした。

「う、うわっ!?」「きゃっ!?」

　だが勢い余って転てん倒とう。俺は委員長を抱えたまま屋上に背中から倒たおれ込んだ。

「……ってて……」

　ん、これは委員長の翼つばさ？　うわっ、フサフサの羽が顔に……これはくすぐったい。

　俺は顔をくすぐる委員長の翼を退どかそうと手を伸のばした。

「せ、世せ良ら君!?　そこに触ふれちゃダメです!?」

「え？」

「有ゆう翼よく人じんの翼には……あんっ……翼には……デリケートゾーンがあって！　あんっ！」

「え、えええええ!?」

　デリケートゾーンってもしかして性感帯──

　俺、委員長の大事なところ、不用意に触さわっちゃったの!?

「も、もうお嫁よめにいけません！　終わりです、人生の終わりです！」

「って、悲観しないで!?　謝るから、俺、謝るから！」

　もうなんだよ、この展開──

　予よ鈴れいが鳴る中、俺と委員長はお笑いのコントのようなやり取りを続け……。

　その後、教室に向かったものの、遅ち刻こくを免まぬかれることはできなかった。

　しかも委員長に授業中、涙なみだ目めで睨にらまれることになり──

　だが午後には委員長も落ち着き、普ふ通つうに話せるようになった。

　また昼休みにはユリアンやアイザック君とも短いながらも言葉を交かわすことができ、俺の学院生活はこの日を境に劇的な変化を迎むかえたのだった。

　手に入れたのはなんてことはない平へい凡ぼんな学院生活だけど。

　でも俺は満足だった。以前は普通や平凡といった言葉さえ羨うらやましかったから。

　こうして過去のトラウマを払ふつ拭しよくするかのごとく、孤こ独どくという殻からから抜ぬけ出した俺だったが。

　しかし──

　その日の放課後、さらなる波乱が俺を待ち受けていた。







「…………………………な、なんで？」

　なんで……また女子トイレに召しよう喚かんされてんだよ、俺!!

　ピンク色のタイルが壁かべ一面に張り巡めぐらされたその場所は間ま違ちがいなく女子トイレの個室の中。

　何度目だよ、これ！　や、ホント、どうなってんだよ！　……ってか、委員長、マジで何考えてんの？　まさか俺に秘密を握にぎられた腹いせにこんなことを？

「……………………って、あれ？」

　そこでようやく気づく。側そばに召喚主である委員長の姿が見当たらないことに。

　そういえばいつも必ず召喚の前まえ触ぶれとして聞こえてくる心の声も今日はちょっと妙みようだった。

　神様、私のお願いを聞いて──

　そんなシンプルな内容だったが、よく思い返してみると、あれは委員長の声じゃなかった気がする。そもそも委員長だったら「神様」ではなく「マーテル様」と呼ぶはずだ。

　ホント……何がどうなって──




『──神様？　そこにいるの？』




　声──委員長とは異なる、聞き覚えのない女子生徒の声。

　隣となりの個室からだった。

「…………っ!?」

　俺は便座に腰こしかけたまま身を硬かたくした。

『神様いるよね？　気配感じるし、いないとは言わせないからね？』

「（だ……誰だれだ？　ってか何この状じよう況きよう!?）」

『数日前に、この女子トイレから「わたしのお願いを聞いてください」って騒さわいでる声が聞こえたときは、まさか、と思ったけど……。さっきパァって個室が明るくなったし、あんな派手な登場の仕方、神様しかありえない』

「（……なん……だと？）」

『さあ、あたしの願いを叶かなえて！　神様──いえ、女子トイレの神様！』













　　　第二話　神様就任







「「……どうしてこんなことに……」」

　それまでにない召しよう喚かんのされ方をした日の夕方──

　俺と委員長は学校から遠く離はなれたファミレスで一いつ緒しよになって頭を抱かかえていた。

　どうやら今回の召喚は委員長によるものではないらしく……。

「世せ良ら君──わたし……わたしっ。本当になんとお詫わびすればいいのか……っ！」

　対面の席に座る委員長が大げさに頭を下げる。

「……頭を上げてよ、委員長」

「ですが、世良君の身に起きた謎なぞの召喚……きっとわたしが世良君を何度もあの女子トイレに召喚した弊へい害がいだと思いますし……」

「え、やっぱりそうなの？」

「……はい。まず間ま違ちがいないと思います」

　そう言うと委員長は顔を上げ、虚うつろな瞳ひとみで俺を見つめ、

「あは、あはは……わたしってホントダメダメですっ。世せ良ら君を誤って召しよう喚かんして迷めい惑わくをかけた上に今度は自動的に召喚。ふ、ふふ……わたしなんて……わたしなんて……っ！」

　委員長がテーブルの上の食器入れからフォークを一本取り出し、それを逆手に持つ。

「ちょ、委員長、危ないって！」

　俺が慌あわててフォークを奪うばい取ると、

「止めないでください、世良君！　わたしのようなクズは一刻も早く死ぬべきなんです！」

　と言ってフォークの代わりに割わり箸ばしを手に取り、ペシペシと頭を叩たたき始めた。

「や、そんなんじゃ死ねないから!?　ほら、隣となりのテーブルの人に笑われてるから止やめて！」




　数分後──




「……落ち着いた？」

「は、はい……。すみません。お見苦しいところを見せてしまって……」

「いや……」

　首を振ふったものの、今みたいな展開は正直勘かん弁べんだった。ただでさえ有ゆう翼よく人じんというだけで委員長は店内で目立っているのだから。

　さっきもうなだれているところに小学校低学年くらいの女の子がやってきて、「ねえ、お姉ちゃん？　それ本物？」って言いながら委員長のデリケートゾーンに──もとい背中の翼つばさに触ふれようとしていたからな。もう少しで店内になまめかしい喘あえぎ声ごえが響ひびくところだった。

「あ、わたしドリンク持ってきますね？　世良君の分も取ってきますよ。何がいいですか？」

「……えっと」

　そんな気を遣つかわなくてもいいのに。

「世良君、頼たよりにならないわたしですけど、さすがにドリンクくらい運べます。ですから頼ってください。わたし、世良君の役に立ちたいんです！」

　え、ドリンク程度でそこまで？　さすがにオーバーすぎると思うんだけど。

「ホットですか？　冷たいのですか？」

「じゃあ……冷たい飲み物を。冷たければなんでもいいから」

「承うけたまわりました！」

　委員長が意気揚よう々ようと席を立つ。

　よく考えてみると、女子とファミレスに入るのなんて生まれて初めてだ。

　これってデートのうちに入るのだろうか？　……う、意識すると緊きん張ちようしてきた。

　落ち着け。委員長はあの優等生だと思っていた委員長ではなかったんだ。俺と同じ、劣れつ等とう生せいで、神様に頼らなければ生きていけない怠たい惰だな有翼人──ってこれもはや悪口だ。

「世良君、お待たせしました！」

「……ああ」

　目の前に差し出されたグラスには黒い液体が入っていた。

　バチバチと音を立てているのでおそらくコーラだろう。

「ありがとう……」

　俺は乾かわいた喉のどを潤うるおそうと、さっそくグラスを口元で傾かたむけた。

　と──

「に、苦っ!?　しゅわってするけど苦い！　何この飲み物!?」

「へ？　アイスコーヒーをコーラで割ったものですけど……？」

「なんで割る必要が!?」

　アイスコーヒーならアイスコーヒー。コーラならコーラ。単品でいいのにどうして混ぜた？

「え、だってテレビでやってましたし。カクテルって言うんですか？　お酒同士を組み合わせていろんな味の飲み物を作っているのをテレビで見たんです。だからこの国ではこういう飲み方が普ふ通つうなのかなって思って……」

　それはお酒の話だよ。普通の飲み物は混ぜたりしません。野菜ジュースみたいな例外はあるけど、コーヒーとコーラの組み合わせは未知の体験だったぞ。

「え？　もしかしてわたし──ドリンクバーの使い方間ま違ちがってました!?」

「間違ってるっていうか……」

　まあ単なる勘かん違ちがいみたいだから、ちゃんと説明すればわかってもらえそうだ。

　素すでやってるんじゃなくてよかった……。

「…………話を戻そうか」

　ドリンクバーの一いつ般ぱん的な使い方を指南したあと──

　俺たちは夕方に起きた自動召しよう喚かんについて改めて話し合うことにした。

「えっと、世せ良ら君。念のため確かく認にんしておきますけど……女子トイレに相談にやってきた女の子は『女子トイレに神様がいる』と勝手に思い込んで訪おとずれただけで、女の子自身が世良君を召喚したわけではないんですよね？」

「……ああ」

　それは間違いない。本人がそう言っていたから。

「となると、やはりこの自動召喚とでも呼ぶべき現象が起きたのは、わたしが何度も世良君を召喚したから……でしょうね」

　さっきもそう言っていたな。

「これはわたしが世良君を誤って召喚してしまったことにも関連するのですが……おそらく今回の一連の不可思議な現象は、わたしの魔ま力りよくが地球という土地の影えい響きようを受けた結果、起きたことだと思います」

「土地の影響？」

「はい。魔ま法ほうや魔術の中にはその土地の影えい響きようを受けて本来とは違ちがった効果が発動したり、そもそも発動しなかったり、通常よりも大げさに、控ひかえめに、と歪ゆがめられることがありまして」

「……じゃあ、今回のことはＰＣやスマホで言うところの環かん境きよう依い存そんのバグみたいなものだと」

「えっと、そんな感じです……？」

　ネット中毒の委員長ならこのたとえで通じると思ったのだが、ハードやソフト方面の専門用語についてはまだ馴な染じみがないようだ。

「ところで……世せ良ら君。夕方、女子トイレに自動召しよう喚かんされたときのことなのですが」

「ん？」

「詳くわしく訊きいていませんでしたけど、たしか世良君、女の子の悩なやみを聞いてあげて、しかも相談に乗ってあげたんですよね？」

「……まあ」

　最初は無反応を貫つらぬくつもりだったのだが、女の子が『もしかして神様寝ねてる？　しょうがないなぁ。掃そう除じ用具入れにバケツがあったと思うから水汲くんで上から流し込もう』と罰ばち当あたりな行こう為いに及およぼうとしたものだから、慌あわてて対応したのである。

「……聞くところによると、その女の子があの東校舎三階の女子トイレに神様がいると思い込んでいたのは……や、やっぱりわたしがあそこでマーテル様を呼び出して、悩みを聞いてもらっているところを、その子に聞かれてしまったせい……ですよね？」

「だと……思う」

　──数日前に、この女子トイレから『わたしのお願いを聞いてください』って騒さわいでる声が聞こえたときは、まさか、と思ったけど……。

　たしか女の子はそんなことを言っていた。

　うん。間違いなく委員長のことだ。同じことをやっている女子が他ほかにいるとは思えない。

「…………ううう。重ね重ね……申し訳ありません……」

　何度目だろうか。委員長がまた頭を下げた。

　……なんていうか気まずい。別に俺が悪いことをしたわけではないんだから、堂々としていればいいんだろうけど、こう何度も謝られるとなぁ。

「えっと……その、委員長。何か他に訊ききたいことはある？」

　俺は空気を変えようと、そんなことを言ってみた。

　すると委員長が「……一つ思ったのですが」と控えめに俺を見つめながら、

「その女の子とは、個室越ごしにしばらく会話したんですよね？　声は……そのまま？　相手が世良君のことを神様だと誤ご認にんしているとはいえ、男性の声が聞こえたら……」

「声は誤ご魔ま化かしたんだ」

「うん？　誤魔化した？」

「……ああ」

　俺は小さく首しゆ肯こうし、ポケットからスマホを取り出した。

「それはスマートフォンですよね？　わたしはまだ持っていないのですが……」

「あれ？　でも……今朝、ネット中毒気味だって」

「パソコンを持っているのですよ。……って、あの話は即そつ刻こく忘れてください!?」

　あの話とは委員長がエロサイト巡めぐりをやっているときにブラクラ踏ふんで変なウィンドウが開きまくって涙なみだ目めになった──というトラブルのことだ。

「うう……わたし、絶対、世せ良ら君にエッチな子だって思われてます……うううっ……」

　また落ち込んじゃったよ。発言には気をつけよう。話が進まなくなる。

「えっと……」

　落ち込む委員長から目をそらし、俺は自作のアプリを起動する。

　こういうのは実際に使い方を見せたほうが早い。

　……説明するの苦手だしな。

「ん？　何をしているのですか、世良君──」

『あ、あー、あー……』

「わっ!?　世良君の声がアニメの声優さんみたいになりましたよ!?」

「ボイスチェンジャーアプリだよ」

　このボイチェンはリアルタイムでの変へん換かんが可能で、録音[image: →]変換という形式のボイチェンよりも使い勝手がいい。自作なので声のパターンは五つしかないが、その分、「あの俳優の、あの声優の声が出せる」というコンセプトのもと、再現度にはこだわったつもりだ。まあ自分の声に合わせて作ったものだから、俺以外の声では再現できないのだが。

「ご、ご自分で作ったものなのですか!?　ますますすごいです！　天才ですか世良君は!?」

　アプリの自作は俺の数少ない特技である。

　というか、これくらいしか誇ほこれるものがない。

　……友達がいないと休みの日でも引きこもりがちになるからな。俺みたいなぼっちはパソコンとかスマホがお友達なのさ。だからＰＣ関連の知識やスキルだけは無む闇やみにレベルが上がってしまった。

　ちなみにこのアプリは今年の春休みに作ったもので、高校に入学したらこれをウケ狙ねらいでクラスのみんなの前で披ひ露ろうして、あわよくばクラスの人気者に──という計画のもと気合いを入れて作った代しろ物ものなのだが、結局、コミュ障の俺にこれを披露する勇気はなく、その後、間もなく異世界連合学院に転入したため、存在自体すっかり忘れてしまっていた。

　まさかこんな形で役に立つとはな……。

「では男性とも女性ともとれる、その中性的な声を使って対応したわけですね」

「……そういうこと」

　中性的な声のほうが神様っぽいかなと思ってそうしたのだが、まあ女性の声でもよかったかもしれない。男性の声は──どうだろう。場所が女子トイレだから、イケボとはいえ男性声優の声を使う気にはなれなかったんだよな。

「ふむふむ。では正体がバレるようなことはなかった……と」

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだったと思う」

「それで肝かん心じんの相談はどんな内容だったんですか？　上手うまく対応できたという話でしたが」

「……相談というか」

　その女の子の悩なやみというのは恋愛絡がらみだったのだが、よく話を聞いてみると、本人の中では答えが出ているような問題で、相談に来たというよりは話を聞いてもらうために訪おとずれた、という感じだった。きっと相談相手がいなかったのだろう。

【好きな人を……デートに誘さそいたい？】

『そうなの。でも、あたしこの町のことまだよく知らないし……どこに誘えばいいのか』

【……デートの行き先か】

『初デート……失敗したくないの。ねえ、神様。どこかいい場所知らない？』

　こんな感じに壁かべ越ごしに会話しながら悩みに乗ってあげたのだが──突とつ然ぜんの自動召しよう喚かん、場所は女子トイレ、さらに声を変えての会話とあってずいぶん緊きん張ちようした。

　ところで──

　このとき女子トイレを訪れたのは、同じクラスのフレイハートさんだったりする。

　まさかあの喧けん嘩かっ早ぱやいフレイハートさんが恋愛の相談に来るとは思ってもみなかった。

　ちなみに彼女の意中の相手だが……。

　いや、まあこれはプライバシーにかかわることなので伏ふせておこうか。

「途と中ちゆう、スマホでデートスポットを検けん索さくして、候補をいくつか挙げて……。たぶんスマホがなかったら上手く対応できなかったと思う。ボイスチェンジャーアプリも役に立ったし」

「へー、やっぱりスマホって便利ですね。やっぱりわたしも買おうかな……」

　最近、学院でも少しずつ流行はやりつつあるらしい。まだ持ってない生徒のほうが多いけど、いずれはみんな所持することになるかもしれない。

「……とまあ今日はなんとかなったけど」

「問題は明日以降ですね」と委員長が頷うなずき、「自動召喚が起きたのは土地固有の影えい響きようと見て間ま違ちがいないと思いますが、肝かん心じんなのはこれが何度も続くのか……それとも一度限りなのか」

「……ポイントはそこだよな……」

　残念ながら委員長にわかるのは『なぜこうなったのか』だけで、自動召喚の発動の細かい仕組みなどはまだ把は握あくできていないようである。

　明日以降も今日と同様のことが起きるかどうかは不明──

　となると、しばらく様子を見るしかなさそうだ。







　三日後──

「では……あの女子トイレで悩なやみを抱かかえた女子生徒が神様に願うと……それを引き金にして世せ良ら君が自動的に召しよう喚かんされてしまう……ということで間ま違ちがいないと？」

「……うん。確定だと思う」

　あれから三日──

　俺は毎日、必ず一度はあの女子トイレに召喚された。

　二日目、三日目は放課後だけだったが、今日は昼休みにも同じ現象が起きた。

　どうやら俺はある決まった時間に女子トイレに飛ばされるのではなく「東校舎三階の女子トイレで願いや悩みを抱えた女子生徒が神かみ頼だのみする」と即そく時じ召喚されるようなのだ。

「しかも、今日は昼休みと合わせて、三人の女の子が相談にやってきたとか……？」

「……ああ」

　初日は一人、二日目も一人、三日目になると二人に増え、そして今日はついに三人の女の子が神様を頼たよって女子トイレにやってきた。

「もしかして世良君が女の子たちの悩みを解決したことで、女子トイレの神様の噂うわさが一人歩きしているのでは……？」

　そうなのかもしれない。女子は噂好きだからな……。

「わたしはまだそういった噂は聞いたことがありませんが、このまま相談に来る女の子が増え続けていったら……世良君にかかる負担がますます……ううっ……」

　コンビニの車止めに腰こしかけていた委員長が、「ああ！」と叫さけんで頭を抱える。

「ああ、見えます……見えますよ！　悩める子羊のみなさんが世良君を頼って女子トイレに行列を作る未来が！　そしてその行列をさばく自分の姿が！」

　そんな未来は嫌いやすぎる。あとなんで委員長が行列さばいてんの？

　でも──

「……行列は困るな。相談に来る人が増えれば、悩みのバリエーションも増えるだろうし、中には女の子特有の相談とかもあるだろうし……。俺一人で対処できるかな……」

「女の子特有の相談といったら……ごくっ」と委員長が息を吞のみ、「せ、性の悩み……とかですか？　あ、ありそうです。神様、わたしに初体験のあれこれを指南してください、なんて相談が持ち込まれたりして……。そ、そしてついに始まる世良君の実技指導！　しかも意外にテクニシャンだったりして！」

「……委員長？」

　またおかしな妄もう想そうを。実技指導なんてやんないから。ってかその前に相談に来る女の子と顔を合わせたら「きゃー、男よ！　変態！　死ね！」ってことになるからね？

「……はっ、わたしまたおかしなことを口走っていたような……」

　チラッと委員長がこちらに視線を向けたので俺は百円コーヒーを飲んで誤ご魔ま化かした。

　最近、放課後は必ず委員長と密会に及およんでいる。場所はファミレスだったり、公園だったり、今日のようにコンビニだったり。学院から離はなれた場所を選ぶのがポイントだ。話の内容が内容だけに学院の生徒には聞かせられない──用心のためにそうしているのである。

「……ふぅ」

　しかし、まいったな。だんだんオオゴトになっているような気がするぞ。

　どうやら俺があの女子トイレに降り立つと、周囲が明るくなるようで、「神様がご降臨なさったわよ！」「噂うわさは本当だったんだ！」と個室にいるのがバレバレらしい。そのため神様は不在ですなどの言い訳は通用せず……。

【……いかにも、私が神である──】

　などと言って茶番を演じなくてはならないのだ。

　俺としてはもっと砕くだけた口調で話したいのだが、最初、フレイハートさんが女子トイレにやってきたとき「本当に神様？　ちょっと軽いっていうか、威い厳げんに欠けるような……」と言われて仰ぎよう々ぎようしい口調がデフォになったのである。

「……よく考えてみると、あの女子トイレに神様がいるという噂がなくなれば、世せ良ら君が召しよう喚かんされることもなくなるわけで……だとしたら路線を変へん更こうするべきかもです……？」

「路線変更？」

「はい。世良君にはあえて神様の評判が落ちるように、横おう柄へいに振ふる舞まってもらって……って、そんなのダメです!?　そんなことをしたら、逆さか恨うらみした誰だれかが神様の正体を暴あばこうとするかもしれませんし！」

「……ああ」

　その手の可能性は考こう慮りよするべきだな。

「となると、やはり世良君にはこのまま神様を演じてもらうしかないですね……。えっと、大変申し訳ないのですが……」

「……頑がん張ばるよ」

「わたしも全力でフォローさせていただきますし、自動召喚のほうもなんとか解除する方法を見つけるつもりで……つもりで……き、きっとなんとかなりますよぉ！」

　うわぁ──

　自信なさそう……。声裏返ってるし。本当に委員長に任せて大だい丈じよう夫ぶなのか？

「ちょ、ちょっとわたし飲み物買ってきますね！」

　あ、誤魔化した。

「……やれやれ」

　ここ数日でだいぶ委員長の性格がわかってきた気がする。

　まあ心の声を通して知ったこと──だいたいあれのまんまなんだけど……。

　根はすごくいい子で真ま面じ目め。責任感が強くて人が困っているのを見過ごせない。

　こう言うといかにも優等生って感じだが、その実、マーテル様がいなければ目の前の問題を適切に処理することができないかなりのドジっ子である。一いつ生しよう懸けん命めいではあるのだが、何をするにも空回りしてしまう。あとエッチなことに興味津しん々しんなお年とし頃ごろで、家ではＰＣに張りついてブラウジング三ざん昧まいのようだ。まだ不慣れなようでトラブルが多発してるみたいだけど。

「ちゃんとウィルス対策のソフトとか入れてんのかな……」

　俺が余計な心配をしていると、

「世せ良ら君！　どうして今の今まで教えてくれなかったんですか!?」

　委員長がコンビニの扉とびらを押し開けて飛び出してきた。

「栄養ドリンクのコーナーにこんなものが置いてありましたよ！」

「ん、それは……」

　委員長の手にはレッドプルルンが握にぎられていた。

「ちょうど備えつけの液えき晶しようにＣＭが流れていて、翼つばさを授さずける、って言ってました！」

　有名なＣＭだ。翼を授ける──ってまさか委員長？

「これを飲めば地球の人たちも翼が手に入るということなのでしょう!?　とんでもない発明じゃないですか、これ！　じゃあ、もともと翼があるわたしが飲んだら……翼がパワーアップして大空を自由自在に飛び回れるようになるのでは!?」

「…………いやいやいや」

　そんなわけないって。それただのキャッチコピーだから。でも、誇こ大だい広告だとか言ってアメリカで裁判沙ざ汰たになったとか聞いたな。和解金、一人十ドルだとかなんとか。

「え、翼は生えない……？」

「……うん」

　代わりに十ドルを授けるってことで決着しました。

「…………そ、そうなのですか。それは……ちょっとガッカリです……」

　うわ、超ちようヘコんでる。そんなにショックだったか。

　や、でも……。

　空を飛べないのは委員長の一番大きな悩なやみだもんな。

　きっと藁わらにもすがる思いだったのだろう。

「…………はぁ」

　委員長がため息をつくと背中の翼が小さく折りたたまれ、それを見た通行人が物もの珍めずらしそうな目で有ゆう翼よく人じんの少女を見つめていた。

　ため息をつきたいのはこっちのほうなんだけどなぁ、と俺は心の中で思ったけれど、それを口にすることはしなかった。原因を作ったのは委員長かもしれないけど──今は二人で協力して事に当たるべきだと思うから。

　神様の正体がバレたら、俺の学院生活は終わりだ。

　そして、そうなったら委員長が俺を女子トイレに召しよう喚かんしていたことや、それが原因で自動召喚が繰くり返されていたことも芋いもづる式にわかってしまう。

　召喚魔ま法ほうは「危険度５」に設定されているから、このことが学校側がわに知られてしまったら注意程度ですまない。停学──場合によっては退学もありえる。

　今や俺と委員長は一いち蓮れん托たく生しようなのだ。

　平へい穏おんな学院生活を取り戻もどすためにも二人で力を合わせなければ──




『おーい、神様ー。相談に乗っておくれよー』




　そのとき声が──女の子の声が胸のうちで響ひびいた。

「…………噓うそだろ」

「うん？　世せ良ら君、浮かない顔をして……どうしたのですか？」

「……女子トイレにお客さんが来たみたいで」

「え、それってもしかして」

「……ああ」

　時刻は間もなく六時半。

　この時期の最終下校時間は七時なので時間的にはギリギリである。

「せ、世良君！　ファイトです！」

　委員長の励はげましの言葉があたりに響いた直後──

　俺は女子トイレに飛ばされた。







『おー。なんか一いつ瞬しゆん明るくなったー。噂うわさ通りの展開だー』

　便座に着地するなり、さっそく隣となりの個室から声が聞こえてきた。

『気配もするし、神様降臨しちゃったー？』

　……まるで友達の家に遊びに来たノリだな。

『おーい、神様。私の声、聞こえてるー？』

【……騒さわぐな。ちゃんと聞こえている】

　俺はいつものようにボイチェンを使って声を変え、口調も意識的に重めに切り替かえた。

『おー、威い厳げんのある声ー。神様っぽいー』

　ぽいってなんだよ、ぽいって。まあ実際、演じているわけだからその通りなんだが。

『そーだ。まず簡単に自己紹しよう介かいするねー』

　軽いノリのその女子は、俺の対応は特に気にせず喋しやべり出す。

　エルフ族のノエル──女の子はそう名乗った。所属クラスはＤ組。隣となりのクラスらしいが、俺は彼女の存在を知らなかった。もしかしたらどこかで見かけたことくらいあるかもしれないが、やはり学院で目がいくのはユリアンやアイザック君のように人から遠く離はなれた種族なので今までエルフに注目したことはなかった。

【ではさっそく悩なやみを聞かせてもらおうか】

　自己紹しよう介かいのあと、俺はスマホのメモアプリで「相談の手順」という自分で作ったマニュアルを確かく認にんしながら質問した。口くち下手べたなので段取りの確認は重要なのである。

『悩みというか、不便だなーって思っていることがあって』

【不便？】

『そうそう。私さ、故郷では魔ま法ほうに頼たよった生活をしてて……。エルフって非力だけど魔力は高いから日々の暮らしの中で魔法を使用するのが当たり前になってるんだー。掃そう除じとか力仕事とか。でも、この学院って校則で魔法の使用が禁止されてるよね？　だからこっちでの生活が不便で仕方ないんだよー』

【では相談と言うのは】

『うん。魔法を使いたいとは言わない。規則には従うつもりだよ。私、けっこういい加減なところあるけど、トラブルとかはごめんだからねー。でも、生活の質を下げるつもりはないんだ。ねえ、神様？　魔法に頼らず生活の質を上げる方法って何かないかなー？』

【……なるほど】

　余よ裕ゆうありげに頷うなずいたものの、これはけっこうな難題だぞ、と俺は思った。

　この学院は魔法の使用に大きな制限がある。正当な理由がなければ魔法の使用許可は簡単には下りない。そのため彼女のように日常生活に魔法が溶とけ込んだ文化を有している種族は、地球での生活にストレスを募つのらせているのだろう。

『魔法は超ちよう便利だよー。万が一、タンスの角に小指をぶつけたとしても治ち療りようの魔法が使えれば痛みはすぐに和やわらぐし、外出時に薄うす着ぎだったかも、ってときも魔法の力で自身の身体からだをほのかに温めることができるからねー。移動だって風の魔法が使えれば楽ができるし』

　ちょっと魔法に頼りすぎじゃないか？　という気もするが、なんにしろ彼女にとって魔法は身近な存在で、生活に欠かすことのできないツールであるらしい。

『はぁー、魔法が使えれば、イラッとするクラスメイトだって私が編み出した「存在抹消キヤンセル・アウト」の魔法で存在を徐じよ々じよに希き薄はくにしていって、そのうちみんなの記き憶おくから忘れ去らせる、という遊びに興じることも可能なんだけどなー』

　何その魔法、恐こわいよ！　それは魔法の使用が禁じられてなくても使っちゃダメだ！

『他ほかにも対象を堕だ落らくに誘いざなう魔法とかもあって──』

　その後もノエルさんは危険な魔法の使用例を次々に挙げて俺を辟へき易えきさせた。

　……まあしれっと冗じよう談だんを言う人だってことが、話を聞いているうちにわかってきたので、途と中ちゆうから聞き流すようになったけど。

『で、神様？　どう？　私のお願い、叶かなえてくれる？』

【…………少し待て】

　相談の内容はシンプルだが、これは難題だ。さっきも言ったけど。

　この数日の間に女子トイレに寄せられた相談の中では断トツに答えにくい案件である。

『えー？　また明日来いー？』

【……そう急ぐな。安易な答えはそなたも望んでいないであろう】

　結局、俺はこの相談に対し、時間内に明確な回答を示すことができなかった。

　ただ神を演じている以上は「申し訳ございません！」とへりくだるわけにはいかなかったので、余よ裕ゆうのあるフリをして誤ご魔ま化かした。

　その後──

　保留案件を持ち帰った俺は、再び委員長と今度はファミレスで落ち合い、ノエルさんの件を報告した上で、この案件について解決策を求めて話し合った。

　するといつも素すっ頓とん狂きようなことを言う委員長がいいアイデアを出してくれた。

「世せ良ら君、簡単なことですよ！　ノエルさんに日本のテクノロジーをすすめればいいのです！」

「……え？」

「だって携けい帯たい電話があれば遠く離はなれた場所にいる人とお話ができるでしょう？　これはもうわたしたち異世界人にとっては魔法みたいなものです。日本は技術大国だと聞いていますし、わたしやノエルさんの知らない便利な道具がまだまだたくさんあるのでは？」

　なるほどな、と思った。灯とう台だい下もと暗くらしとはこのこと。

　俺にとってはスマホにしても他ほかの電化製品にしても、もはやあるのが当たり前で、科学の恩おん恵けいを享きよう受じゆしているという感覚は薄うすいが、異世界出身の委員長たちにとってはそうではない。

「というわけで、ノエルさんを誘さそって、今週末、買い物に出かけましょう！　ネット通つう販はんとかもありますけど、やはり実物を見てみないと！」

「え……か、買い物？」

「そうです！　わたし、前から駅向こうにある『リバーモール門かど世せ』に行ってみたかったんですよ！　行き先はあそこにしましょう！　百店てん舗ぽ近いお店が入っているという話ですし、欲しいものはなんでも手に入るとクラスの人が言っていました！」

「あ、ああ。……けっこう大きな商業施し設せつだよね。俺も行ったことないけど。……って、俺たちが表立って動くのはまずくない？」

「んー、ですが実物を見てもらったほうが手っ取り早いと思いますし」

「……それはたしかに」

　でも、その線で動くとしてどうノエルさんと接せつ触しよくすればいい？

　神様から委い託たくを受けました世良隼しゆん也やと申します、なんて言えるわけないし。

　いや、それでいいんじゃないのか？　もうちょっと回りくどい言い回しにすれば──

「んー、困りましたね……。と言いますか、今後も個室越ごしの会話だけでは解決できない相談が持ち込まれる可能性はあるわけで、今のうちに対策しておいたほうがいい気が……」

「……だったらこうしよう」

「世せ良ら君、何か閃ひらめきました？」

「……うん。こういうときは『神様の導き』という形で相談者を外部の協力者──つまり俺たちと接せつ触しよくできるように上手うまく誘ゆう導どうするんだ。たとえば『明日の昼休みに屋上に向かえ。そこで出会った者がそなたを導いてくれるだろう』って感じにお告げを与あたえる……」

「なるほど！　それならわざとらしくありません！」

　ややマッチポンプ的というか自作自演っぽいのが気になるが、そうも言ってられない。神様の評判にかかわることだし、この線でいくしかないだろう。

「じゃあ、ノエルさんと接触するのは委員長でいいかな……？」

「お任せください！　あ、でも日本の商品をすすめる役は世良君のほうが適任なので『詳くわしい人を知っていますので』とノエルさんには伝えて、最初に言った通り『リバーモール門かど世せ』に三人で出かける流れで……いいですか？」

「……それがベストであれば」

　とまあ──

　そんなわけで週末、委員長とノエルさんと買い物に出かけることになった。
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「どんな……どんな服を着て行けばいいんだ……っ」

　その日の夜、俺は一人暮らしをしているマンションであーでもないこーでもないとクローゼットの中から服を取り出しては戻もどし、取り出しては戻しを繰くり返していた。

　悩なやんでいるのだ──明日のデートに着ていく服のことで。

　まあ正確にはデートではない。

　だが女子と出かけるとなれば俺にとってはデートと同じである。

　というか、男友達と遊びに出かけたことすらないのに、いきなり女子と出かけることになるとは思いもよらなかった。嬉うれしいは嬉しいが、緊きん張ちようのほうが先に立つ。

「…………適当な格好じゃまずいよなぁ」

　親父おやじが身だしなみにはうるさい人なので、洋服はそれなりにちゃんとしたものをそろえているが、これまで着る機会に恵めぐまれなかったのでコーディネートには自信がない。や、それ以前に女子と出かける場合、カジュアルなほうが受けがいいのか？　それとも手て堅がたくフォーマルに？　固めに寄せたほうが失敗が少ないか？　わかんねぇ……全然わかんねぇー。

　俺はその日の夜──

　ネットで参考になるコーディネートを探したり、自分と同じ事例がないかブログを検けん索さくしたり、知ち恵え袋ぶくろの質問を参考にしたり、夜を徹てつして準備を行った。

　その結果……。

　……。

　…………。

　………………。

「…………はっ、俺、寝ねてた!?　って、もう九時半じゃねーか！　約束は駅に十時だぞ!?　間に合うのか!?　や、やべえええ!!」

　せっかく考えたコーディネートなどどこへやら。

　俺は近所のコンビニに買い物に出かけるくらいラフな格好で家を飛び出した。

　全身ウニクロルックの超ちよう無難な服装で。







「ご、ごめん、二人とも……。三十分も遅ち刻こくするなんて……ホントごめん」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。まだ午前中ですし、ゆっくり行きましょう」

　春らしく明るい色のワンピースを着た委員長が俺を笑え顔がおで迎むかえてくれた。

　私服を見るのは初めてだが、制服よりも色合いが明るいので背中の純白の翼つばさもあって、キラキラと輝かがやいて見えた。通行人もみんな委員長を一いち瞥べつしてから通りすぎる。もちろん視線が集まっているのは隣となりの金きん髪ぱつの少女も同じで──

「えっと、ノエルさんも……待たせて悪い」

「へーきへーき。私も今来たところだから。あははー」

　あなたも遅刻ですか。ちぇ、謝って損した。

「アイリスちゃん。この人が物知り博士の世せ良ら君？」

　ノエルさんが俺をジロジロ見ながら言う。

　なんすか、その物知り博士って。

「世良隼しゆん也や君です。日本国の総理大臣、世良隆たか也や首相の息子むすこさんでもあります」

「へー、よくわかんないけど、今日はよろしくね！」

「……よろしく」

　女子トイレでは顔を合わせることはないので、今日初めてノエルさんの顔を見たのだが、俺が想像するエルフとだいたい同じだった。

　混じりっけのない綺き麗れいな金髪に、やや尖とがった耳──

　白人系の顔立ちなので耳を隠かくせば遠とお目めには異世界人だとわからないかもしれない。

「では出発しましょう！　目指すは『リバーモール門かど世せ』です！」

「おー！」

　二人が元気よく歩き出す。

　ノリいいなぁ……。

　まあこういうテンションのほうが根ね暗くらな俺としては助かるんだけど。







「ついに……ついにスマホを手に入れました！」

　委員長が喜びの声とともにスマホを天に掲かかげた。

　よほど嬉うれしいのか、さっきから表情が緩ゆるみっぱなしだ。

　俺たちは現在、モール内にある家電量りよう販はん店にいるのだが、「とにもかくにもスマホです！　スマホがなければ何も始まりません！」と店内に足を踏ふみ入れるや否いなや、委員長が我われ先さきに携けい帯たい電話のコーナーに駆かけ出し、あっという間に契けい約やくしてしまったのである。

「ふっふっふ、これで外出中でも７ちゃんやヌコ動を閲えつ覧らんできます。高スペックなスマホなのでゲームもサクサク動きますし、今までＰＣ版で遊んでいたためにあふれさせてしまっていたスタミナも適てき宜ぎ消費することが可能になり、より効率的なレベリングが……ふふっ」

　うわ、言ってることが完全にネット中毒者のそれだよ。特にスタミナがあふれるってのが。呼び方はいろいろあるけど、要はブラウザゲーやソシャゲで言うところの行動消費ポイントってヤツだ。無課金だと時間でしか回復しない例のアレである。

　ってか、委員長、ゲームもかなりやってそうだなぁ……。アニメも視し聴ちようしてるらしいし、このままオタク道を突つき進んでいきそうな気配である。

「そして、そして……あのサイトも外で閲覧することが……って、あれ？　検けん索さくしても出てきませんよ？　ど、どうなっているのですか？」

　あ、もしかして委員長──

「検索方法はＰＣと同じはずなのに!?」

　いかがわしいサイトを閲覧しようとしてるな？

　ふ、そうは問屋が卸おろさない。何を隠かくそう委員長のスマホはフィルタリングサービスに加入しているのだ。契約のとき、キャリアのお姉さんにお願いしておいたのだ。委員長が有害なサイトを覗のぞかないようにするために。

「うーん、うーん、なぜなのでしょうか……」

　ちなみにフィルタリングを解除するためにはパスワードが必要なのだが、それを知っているのは俺だけである。委員長がスマホの操作になれて、俺に助けを求めることがなくなったら、パスワードを教えてあげるつもりだ。まあ持ち前のエロパワーを発揮してフィルタリングの存在に自力で気づくかもしれないが……。

「ねえ、セラっち、セラっちー」

　ノエルさんが俺の肩かたを叩たたく。

　なんすか、そのセラっちって。あだ名？　初対面なのにホント軽いなこの人。

「遠く離はなれた場所にいる相手と会話ができる、っていうのはさっき試ためして理解したけど、できることはそれだけじゃないんだよねー？　このスマホってのは」

「……ああ」

　そこらへん購こう入にゆう前に説明しようと思ったんだが──

「買うの？」「買うべきです！」「べき？」「べきべきです！」「そっか！　べきべきかー！」

　って委員長に乗せられてノリで買っちゃったんだよな……。俺が止める暇ひまもなかった。

「とにかく家に帰ったら説明書を熟じゆく読どくして……うん？　何かお困りですか？」

　お困りなのは委員長も同じでは、と思ったが口には出さなかった。

「このスマホって通話以外に何ができるのかなーって」

「ふむふむ。ではわたしが簡単にスマホの用よう途とについてレクチャーしましょう」

　ノエルさんが改めて疑問を口にすると、委員長がドヤ顔で胸を張った。

　得意気だなぁ。……フィルタリングの存在には気づいていないけどな。

「通話以外ですと──メール、カメラ、ゲーム、音楽鑑かん賞しよう、動画鑑賞、電子書しよ籍せきの閲えつ覧らん、他ほかにも便利なアプリが盛りだくさんです。インターネットに接続すれば調べ物なども捗はかどるに違ちがいありません」

　さすがに日ひ頃ごろからＰＣを触さわっているだけあって詳くわしいな。

　解説役として呼ばれた俺だが、この様子だと委員長がいれば事足りるんじゃないのか？

「へー。じゃあ、このスマホがあればたいていのことはできちゃうわけだ」

「その通りです！」

「家でゴロゴロしながら友達と会話とか」

「できます！」

「音楽を聴きいたり、読書をしたり」

「当然できます！」

「じゃあ、部屋の掃そう除じとかも？」

「そんなの余よ裕ゆうに決まって──……へ？」

「お湯沸わかしたり、ご飯を炊たいたりとかは？」

「………………それは」

「えー、できないのー？」

「………………スマホだって万能ではないのですよ」

　早くも撃げき沈ちんである。

　そういやノエルさん、魔ま法ほうが使えたら掃除とか便利なのに、って言ってたし、家事で楽がしたいという思いが強いのかもしれない。

　まあ、あれだ。スマホは委員長の欲しいものであってそこにノエルさんの意見は入っていなかったからな。……ま、スマホは委員長がすすめなければ俺がすすめていたとは思う。便利なのは間ま違ちがいないし、学院でも流行はやりつつあるようだし。

「えっと、世せ良ら君……。バトンタッチお願いできますか……？」

　やはり俺が出で張ばらないとダメっぽいな。

「ノエルさんに必要なのは白しろ物もの家電だと思う」

「シロモノカデン？　何それ？」

「わたしも初めて聞く言葉です。世良君、シロモノカデンとは一体？」

「……えーと」

　スマホで検けん索さくしたほうが早いよ、という言葉が喉のどまで出かかったが、せっかく実物が見られる家電量りよう販はん店に来ているのだから例を挙げて説明することにした。

　冷蔵庫、炊すい飯はん器、洗せん濯たく機、掃そう除じ機、電子レンジ──

　このように家庭内の家事一いつ般ぱんを便利にする家電を総そう称しようして白物家電と言うんだ。現在は白以外の商品も多いけど、当初はこの手の家電は白が中心で、それは白という色に清潔なイメージがあったからで……。

「ノエルさん、これ見てください！　掃除ロボットの『フンバ』というらしいです！」

「えー？　自動で掃除するの？　掃除ロボット？　なんだかよくわかんないけどすっごい！」

「動いてます！　ぐいんぐいん回転してますよ！　なんだか可愛かわいいです！」

「だねー」とノエルさんが顔を綻ほころばせ、「私、一応掃除機だけは持ってるんだけど、あれって自分の手で操作しないといけないじゃん？　でも、これがあれば楽できるかもー」

　二人は俺の解説など聞いちゃいなかった。

「よし！　私これ買うよ！　これなら魔ま法ほうの代用品になるし！」

「ならばわたしも一台買います！」

　即そつ決けつかよ。早いな、二人とも。どうやらいたく気に入ったようだ。

　……しかし、マジで俺いらなかったんじゃね？

　その後──

　二人は幼い子供がそうするように家電量販店内を無む邪じや気きに駆かけ回り、当初の目的である魔法の代用品探しなど忘れて、物もの珍めずらしいものを見つけては「何これ？」「すごいです！」「こんなものがあるなんて！」と大はしゃぎ。特に一人暮らしではあまり使われない、先ほど二人が購こう入にゆうした掃除ロボットや、食器洗せん浄じよう機、大画面のテレビなど、見た目にインパクトがあって使い方がわかりやすいものほど興味をそそるようだった。

　また女の子だからか、美容健康器具の類たぐいにも敏びん感かんで、体重計や体たい脂し肪ぼう計、また美顔器などにも興味津しん々しんで委員長などは『髪の毛がさらさらに乾かわかせるドライヤー』なんて商品を見つけたときは迷いなく購こう入にゆうしていた。

「これで背中の翼つばさもサラッサラです！　でも一つでは足りないから二つ買います！」

　そう言っていた委員長だが、ドライヤーは電気を食うから二つ同時に動かしたらブレーカー落ちるんじゃないかな、と余計な心配をしてしまう俺だった。







　家電量りよう販はん店を訪おとずれて三時間後──

「二人ともどこに……」

　俺は行方ゆくえのわからなくなった委員長とノエルさんを探していた。

　途と中ちゆうまでは一いつ緒しよだったのだ。説明を求められれば答え、「今度はあっちです！」「おー！」と二人が駆かけ出せばあとを追い、そうやって店内を移動していたのだが、ＰＣのコーナーで二人が店員に捕つかまり──だが電化製品の虜とりこになりつつある異世界人たちの質問攻ぜめに逆に店員さんがしどろもどろになる展開に突とつ入にゆうしてしまい……。

　話が長くなりそうだったので、俺はＰＣパーツのコーナーで時間を潰つぶすことにした。

　……のだが、目を離はなしたのがいけなかった。

　二人はいつの間にかＰＣのコーナーからいなくなっていた。

「まさか店の外に出てないよな……。うん？　なんだあのギャラリーは？」

　マッサージチェアが並ぶ健康器具のコーナーである。

　子供から老夫婦まで、様々な年ねん齢れい層の日本人が遠巻きに何か見ているようだった。

　だいたい十人くらいだ。一体、何があるというのか──

「すぅ、すぅ……」

「くかー、くかー……」

　委員長とノエルさんがマッサージチェアに座ったまま眠ねむりこけていた。

「………………何やってんだ、二人とも」

　そりゃ背中に翼の生えた少女と、金きん髪ぱつ碧へき眼がんで耳の尖とがった女の子がマッサージチェアにかかったまま寝ねてたら、通りかかった人は注目するだろうさ。しかも、委員長は翼を左右に大きく広げた状態で眠りこけている。たぶん翼がマッサージチェアに巻き込まれないようにするための配はい慮りよなんだろうが、そのせいで余計目立っている。

「無防備すぎる……」

　俺が二人に近づくと、ギャラリーは散り散りになった。

　と思ったら、小学校高学年くらいの男子が微び妙みように腰こしをかがめてこちらを見ていた。

　あの熱い眼まな差ざしは──まさか！

　慌あわててマッサージチェアに座る委員長の姿勢を確かく認にんする。

　やっぱりだ！　あの小学生、委員長の下着を覗のぞき見しようと！

「（このガキ……）」

　俺は大人げなくも小学生男子に睨にらみを利きかせた。とびっきりのヤクザ睨みだ。

「………………っ！」

　慌あわてて去っていく小学生。ふっ、悪い虫は去ったようだな。

「は、はれぇ……？　世せ良ら君？」

「……おはよう」

「えーと、ここは…………ふぇ!?　わたし、人目のあるところで居い眠ねむりを!?」

「よほど気持ちよかったみたいだね」

「……あ、あはは」と委員長が乾かわいた声で笑い、「最初、リモコンで『強』に設定したら、ちょっと刺し激げきが強すぎて……その、振しん動どうが翼つばさに伝わっちゃって。でも、『弱』にしたらちょうどいい揉もみ加減になりまして。あまりの心地ここちよさに眠ってしまったわけです」

「俺も経験あるよ。実家にマッサージチェアあるから」

「これ、すごくいいです。とても気に入りました。ただお値段が……うーん。安いものでも十万円はするようですし、今座ってるものだと三十万……」

　──ピッ。

「うん？　今の音は……って、ひゃああああああ!?」

　突とつ然ぜん、マッサージチェアが激しく振動し始めた。しかも『強』に設定されているようで、

「あ、あんっ！　背中が──翼が刺激されて……あああああ～っ！」
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「ちょ、委員長……声大きいって」

　騒さわぎを聞きつけたのか、再びなんだなんだと人が集まってきた。

「と、とにかくスイッチを切らないと！　えっと、リモコンは……あれ？　どこだ？」

「リモコンなら私が持ってるけどー？」

　ちょ、ノエルさん！　あなたの仕し業わざですか！

「あははー。アイリスちゃん、なんだか面おも白しろいことになってるねー」

「全然面白くないから今すぐ停止ボタンを！」

「えー？　せっかくだからあと一分くらい放置してみようよー」

「いやいやいや！　委員長は放置プレイとか望んでないから！」

「あ、あ、ああああー！　そこは──そこはダメなのですよぉ！　ん、ああんっ！」

　俺たちの声は委員長の嬌きよう声せいによってかき消された。
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「……はぅぅー……。とんだ失態を晒さらしてしまいました」

「どんまい、アイリスちゃん！」

「諸悪の根源が何を」

　俺はノエルさんを非難しつつ、委員長と一いつ緒しよになってため息をつく。

「世せ良ら君もすみません。ご迷めい惑わくをおかけしました」

「いや……だから委員長のせいじゃないから」

　家電量りよう販はん店をあとにした俺たちは一ひと息いきつくためコーヒーショップを訪おとずれていた。

　テーブル席で二人と向かい合う形でソファーに腰こしかけている。

「やー、それにしても、今日は散財したねー」

「ですね」

「しすぎた感あるけど──でも、満足のいく買い物ができたし、いっかなー」

　スマホとフンバだけで軽く十万超こえてるからなぁ。他ほかにもいろいろ買ってたし、持ち帰るのが難しいからって、スマホ以外は全部配送してもらうことになったもんな。

　二人とも今日はかなりの軍資金を用意していたようだ。委員長は言うまでもなく、ノエルさんも家が裕ゆう福ふくだという話なので、無理して散財したわけではなさそうだ。

「そういえばアイリスちゃんが買ったドライヤーだけどさー」

「しっとり感を保ったまま髪かみの毛を乾かわかせるドライヤーのことですか？」

「そうそう、あれ。今度、あれの使用感教えてよ」

　……だってほくほく顔だし。後こう悔かいしている様子は微み塵じんもない。

　依い頼らい人であるノエルさんはもちろん、委員長も今回の買い物には満足しているようだ。




「委員長さん、世せ良ら君」




　コーヒーを飲みつつ雑談していると、見知った顔が声をかけてきた。

「あー、アイザック君と……フレイハートさん？」

「こんなところで会うなんて奇き遇ぐうっす」

「……うっ」

　アイザック君はいつもの白衣姿──

　対して連れのフレイハートさんは真っ赤なワンピースを着ていた。

　当然、属性はオフの状態。オフ状態の彼女は見た目、普ふ通つうの人間の女の子である。髪かみの毛が燃えるような赤色なのが特とく徴ちよう的と言えば特徴的か。

「（さすがに視線が集まるな……）」

　半はん魚ぎよ人じんに炎ほのおの精せい霊れい、有ゆう翼よく人じんにエルフと、異世界人勢ぞろいのこの状じよう況きようを無視できるほどこの町の住人たちは異世界人になれていない。学校周辺の住人はだいぶなれつつあるようだが、このモールは周辺の地域から訪おとずれる人も多いため、さっきからパシャパシャと写しやメを撮とる音が聞こえる。

「お二人が一いつ緒しよということは、もしかしてデートですか？」

「ち、違ちがうから！　買い物、ただの買い物！　特別な意味なんてないから！」

　委員長の発言を受け、必死に否定するフレイハートさんだったが、その女の子らしい気合いの入った格好はどう見てもデートのためとしか思えない。

「（委員長……ちょっと）」

「（ん？　世良君？）」

「（言ってなかったけど、彼女……女子トイレに相談に来たことがあって……）」

「（え、フレイハートさんが？）」

「（……というか、初めて自動召しよう喚かんされたとき、恋愛の相談にやってきた女子っていうのが実はフレイハートさんで……）」

「（わわ、そうだったんですか!?）」と委員長が驚おどろいたように目を見開く。「（ではフレイハートさんの意中の相手はアイザック君……？）」

「（……うん）」

　あの死んだ魚のような目がクールでたまらないの！　とはフレイハートさんの言葉。

　とても同意はできないが、好みは人それぞれなので俺は彼女の趣しゆ味みを尊重するつもりだ。

　そういえばスマホで検けん索さくして伝えたデートスポットの中に『リバーモール門かど世せ』の名前があった気がする。

　フレイハートさん、勇気を出してデートに誘さそったんだな。

　本人は否定しているが、彼女は素す直なおじゃない性格っぽいし、照れているだけだろう。

「えー？　これ、デートじゃないんすか？　ボクはてっきりデートかと」

「……えっ」

　アイザック君の発言にフレイハートさんが驚おどろきの声を上げた。

　お、なんだ。今日も天然かますかと思ったら、ちゃんとデートという認にん識しきはあったようだ。

「……ま、まあ……アイザック君がそう言うなら、デートでもいいけど……」

「男女が二人で遊びに行くとなったらデート以外ありえないっす」

「う、うん……」

　フレイハートさん、すげえ嬉うれしそう。

　そして、アイザック君は天然のジゴロでした。やっぱり天然じゃないか！

「初うい々ういしいなー。青春だなー」

　ノエルさんが両手を頭の後ろに回し、ニヤニヤしながら二人を見つめる。

「っ[image: ～][image: ～]！」

　視線に気づいたフレイハートさんが真っ赤な顔でうつむく。

　いつもの彼女だったら「茶化さないでよ！」と強気に振ふる舞まうところだが、

「……ア、アイザック君、もう行こう！」

「ちょ、ちょっと……急に手を引っ張らないでほしいっす」

　色いろ恋こい沙ざ汰たには耐たい性せいがないようで、顔を赤らめたまま店を飛び出していった。

　明らかに火ひ属ぞく性せいのフレイハートさんと、水に縁えんのあるアイザック君──

　正直、属性だけ見ると相性は最悪だ。でも、先ほどのやり取りを見るに悪くないコンビという気がする。上手うまくいけばいいんだけど……。相談に乗った身としてはやはりフレイハートさんの恋の行方ゆくえは気になる。







「さて、十分休んだし、そろそろ帰るー？」

　ノエルさんが空になったコーヒーカップを受け皿の上に置く。

　時刻はまもなく五時──

　帰るタイミングとしてはちょうどいい時間かもしれない。

「あの、ノエルさん？」とここで委員長が、「魔ま法ほう禁止の校則に頭を悩なやまされていたというお話でしたが、今回の買い物で多少は生活の質が向上しそうですか？」

「うん、おかげ様でね。ただ電化製品は魔法とはだいぶ使い勝手が違ちがうよね。あとお金ないと買えないし、壊こわれたら修理が必要だし、面めん倒どうなことも多そうだなーとは思う」

「……なれた魔法に比べたら、そりゃね」

　メリットもありはするだろうが、当然、デメリットだってある。

「でもさー、日本にはびっくりするようなモノがあるんだなーって。今日は好こう奇き心しんが刺し激げきされたし、しばらくは退たい屈くつせずにすみそうではあるなー」

　どうやらノエルさんの中ではデメリットよりもメリットのほうが勝まさったようだ。

　この様子なら今後も異世界にはない日本の科学技術や、それ以外の様々な文化に興味を持ってもらえるのではないだろうか。

「わたしも同じ気持ちです」

　そう言って委員長が対面の席に座る俺の顔を見据すえ、

「世せ良ら君。日本は本当に素す晴ばらしい国です」

　としみじみとした口調で言った。

「……素晴らしい？」

「はい。わたしの故郷には、これほどたくさんのお店が集まった場所は存在しませんし、品数の豊富さもそうです。驚おどろいたのは科学技術の高さだけではありません。この国はありとあらゆるものがシビライズされていると言いますか……何もかもが整っている感じがするのですよ。とにかく──えっと、きちんとしているんです！」

　委員長は興奮しているようで、口調が妙みように熱っぽかった。

　別に俺が褒ほめられたわけではないけど、自分の生まれた国が褒められるのはやっぱり嬉うれしいものだ。悪い気はしない。

「だねー。あと私は、日本は平等な社会だなーって思ったなー」

「ん、平等？　どこらへんが……？」

　俺がツッコむと、ノエルさんが真ま面じ目めな顔で、

「だってお金さえあればスマホだって掃そう除じロボットだって、魔ま法ほうに匹ひつ敵てきする便利なものがなんでも手に入るんだよ？　私の故郷じゃ、魔力の有う無むとか、魔法の才能とか、『生まれ持ったもの』でその人の価値が判断されることがほとんどで、話を聞く限り、他ほかの世界もだいたいそんな感じらしいし。でも、この国は違ちがう。だって才能がなくても、能力がなくても、お金さえ払はらえば平等に『便利な道具』が手に入るわけだからねー」

「なるほど……」

　そういう考え方もあるか。

　たしかに現代の日本には身分制度はないし、差別もあったとしても昔ほどではない。

「たしかにわたしの世界も『翼つばさの大きさ』がそのまま身分の差に直結します……」

　委員長の故郷もそうなのか。

　うーん、でもノエルさんの理り屈くつは──

「お？　セラっち、ちょっと不満気？　もしかして異論があるのかなー？」

「……鋭するどいな」

「そうなのですか？　世せ良ら君？」

「……まあ、なんと言うか。ノエルさんの意見も一理あると言えばそうなんだけど、日本は資本主義社会で、『どれだけお金を稼かせげるか』が人生の指標になっているところがあって。それはたとえば委員長の生まれた世界における『翼つばさの大きさが身分の差に直結する』という構図とたいして変わらないんじゃないのかなって。魔ま力りよくや魔法の才能、翼の大きさが『お金』に置き換かわっただけで」

「んー、でもさ、お金を稼ぐ方法はいろいろあるわけじゃん？　選せん択たく肢しはそれこそ無限にあるんじゃないかなー。私やアイリスちゃんの生まれ故郷のように、何か一つの才能や能力だけでその人を判断するような、そんな狭きよう量りような世界ではないと思うんだよねー。この地球という世界は……日本という国はさ」

「わ、わたしもノエルさんの意見に賛成です！　こちらの世界にまったく不満がないというわけではありませんけど、少なくとも『自由』という観点からはわたしの故郷よりも地球のほうがずっと幅はばがあると思いますし」

「……自由、か」

　外の世界から見ればそうなのかもしれない……。

　自分の好きなことを、得意分野を伸のばせばいい、という言葉は親や教師からよく言われることだ。もちろん欠点を克こく服ふくできるのならそうしたほうがいい、という考えもあるだろう。しかし、この世界に『これができなければ』という絶対的な価値基準は存在しない。

　だが委員長やノエルさんたちの世界には、そういったものが未いまだに横たわっているのだ。

「あの、世せ良ら君はこの国のことをどう思っているのですか？」

「…………この国のこと」

　そんなこと今まで考えたことがなかったな。

　どうだろう。俺は自分の国のことをどう思っているのか──

「セラっち、難しい顔してるねー。そんなに考え込むようなことかなー？」

「え、もしかして、世良君。ご自分の国があまり好きではないとか……？」

「いや……俺は」

　嫌きらいではない。この国が嫌いだと思ったことは一度もない。ただなんと言うか、俺は日本以外の国をよく知らないのだ。自国のことだって完全に理解しているとは言いがたいし。

「セラっち、時間切れだよー。はい、答える」

「……せっかちだな」と俺はため息をつき、「まあ……日本が自由な国かどうかについては個人の考えによって捉とらえ方かたが違ちがってくるからなんとも言えないけど、少なくとも俺はこの国に生まれてきてよかったと思ってるよ」

　これは噓うそ偽いつわりのない本心だ。だって……。

「ですよね！　日本は素す晴ばらしい国です！　なかなかありませんよ、こんな国！」

「アイリスちゃんは大げさだなー。まあ気持ちはわかるけど」

　二人のこの満足気な笑え顔がお──

　これを見て「日本は悪い国だ」と言う人間はいないはずだから。

「ではそろそろ帰りましょうか」

「だねー」

　どうやら二人とも俺の回答に満足したようである。……やれやれ。

「……ふぅ。あとは帰るだけか」

　今日はトラブルなどもありはしたが、いい一日だった。

　長年の夢だったクラスメイトと遊びに行くという願いも叶かなったわけで……。




『神様──助けて！　大変なことに……大変なことになっちゃったの……っ』




　さて、帰ろうか、と席を立とうとしたそのとき──

　心の中で女の子の声が響ひびいた。

　俺を神様と呼ぶ、この不思議な声の正体は──

　…………や、やべえ。平日じゃないからすっかり忘れてた！

「ちょ、ちょっと──二人とも待って。俺、トイレに──……っ」

　俺は急いで席を立つと、返事も聞かずに駆かけ出した。

「うん？　世せ良ら君？」

「え、もしかして……セラっち、漏もらしそうなの？」

「んなわけあるか！」

　召しよう喚かんされそうだから人のいない場所に退たい避ひしようとしてるんだよ！

　……とは言えない。

　とにかく特別な能力を持っていない日本人の俺が、ノエルさんの目の前で突とつ然ぜん姿を消すわけにはいかない。委員長だって上手うまく説明できないだろうし、誤ご魔ま化かしようが──

「え、じゃあ何しにトイレに行くの？　しかも慌あわてた様子で……」

「ま、まさか世良君……男の子のアレがアレして我が慢まんできなくなって……」

「委員長、何言ってんの!?　そういうんじゃないからね!?」

　そう絶ぜつ叫きよう気味に声を張り上げ、俺はそのままトイレにダッシュした。

「あっ……」

　自動召喚が発動したのはトイレに駆け込む直前のことだった。

　幸い、周囲には誰だれもいなかったので、消える姿を目もく撃げきされたりはしなかったと思うが……。




『神様！　待ってたよ！』




　そして、俺はいつもの女子トイレに降臨した。

　はぁ、神様に休日はないのか……。

　げんなりしながらボイスチェンジャーアプリを起動する。

『大変なの、神様！　アイザック君が──アイザック君が！』

【……何？　アイザック君？】

　っていうか、この声はもしかして──

『あたし、フレイハート。この前、相談に来たばかりだから覚えてるよね？』

　やっぱりな……。ってあれ？　フレイハートさん、さっきショッピングモールで会ったはずなのにどうしてここに？

『実は神様のアドバイスに従って、アイザック君をデートに誘さそったの。駅向こうにある「リバーモール門かど世せ」に行ったんだけど……夕方になって二人で最近人気があるっていう洋服屋さんに入って。そこに可愛かわいいワンピースがあったから試着させてもらったんだけど、そしたらアイザック君が「すごく似合ってるっす」って褒ほめてくれて……』

　ノロケ話かよ。そんなこと話すために俺召しよう喚かんしたの？　勘かん弁べんしてくれよ。

『あたし嬉うれしくって……つい属性をオンにしちゃったの』

【……なんだと？】

『そしたら着てるワンピースが燃えちゃって、さらにアイザック君の自じ慢まんの白衣にまで飛び火して……。アイザック君が機転を利きかせて、持っていた塩水で消火してくれたおかげで、火事とかにはならなかったんだけど』

　恐こわっ！　安易にフレイハートさん、褒めちゃダメってことだな。覚えとこう。あとアイザック君の塩水、消火能力高すぎ。どんだけ塩水、持ち歩いてたんだよ。

『問題はそのあと……』

　え、まだ何かあるの？　この上、さらに？

『燃やしちゃったワンピース代を弁べん償しようしたあと、店員さんが何か着る服をお貸ししましょうかって言ってくれたの。あたしが燃やしたのは試着してた服だけど、アイザック君はもともと着てた白衣だったから着る服が必要になって。でも、そんな店員さんの申し出に対して、「故郷では基本全ぜん裸らで生活してたっすから、このまま帰るっす。平気っす」ってアイザック君が全裸のままお店を出ていっちゃったの……』

【は……？】

　まさか、アイザック君──

『そしたらお店の外から悲鳴が上がって、「半はん魚ぎよ人じんが！　全裸の半魚人が！」って騒さわぎになって、警備員が集まってきて、誰だれが通報したのかしまいにはおまわりさんまでやってきて……』

　アイザック君、何やってんだよ！　全裸はあかん、全裸はあかんぞ！

『え、何がいけないんすか？　みたいな顔でアイザック君、笑ってたんだけど、おまわりさんが「貴様、その手に持っている小こ瓶びんは何だ!?　まさか覚せい剤ざいか!?」って余罪まで追つい及きゆうし始めて、余計騒さわぎが大きくなっちゃって……そして、そのままおまわりさんに連れていかれちゃったの！　──ねえ、神様!?　アイザック君、どうなっちゃうの!?』

【……えー】

　思わず素すの声が出ちゃったよ。

　ってか、それ相談するために女子トイレに？　いやいやいや……フレイハートさんがおまわりさんに事情を説明してあげれば誤解されずにすんだだろ。なんで俺、呼んだの？

『アイザック君、刑けい務む所しよに入れられちゃうの!?　もしかして死刑!?』

【……ないない】

　国が違ちがえば警察の対応も異なる。

　精せい霊れいであるフレイハートさんの故郷に警察組織があるとは思えないが、でも、日本の法律を知らなきゃ不安に思うのも当然かもしれない。

『刑務所に入ったら毎日臭くさいご飯食べなきゃいけないんでしょう!?　アイザック君は塩水がなければ生きていけないのに……っ！』

【だから……】

　今すぐ警察署に行ってくれ！　俺にはどうすることもできないから！

　……くそぉ、神様は便利屋じゃないんだぞ。はぁ、召しよう喚かんされる直前、委員長とノエルさんに妙みような勘かん違ちがいされちゃったし、今度、顔を合わせたときなんて言えばいいんだ。委員長はともかく、ノエルさんには自動召喚のこと説明できないし……。

「セラっち、安心しなー。私は男の子の生理現象には寛かん容ようなのだよー。にゃははー」

　週明け、ノエルさんに笑え顔がおでそんなことを言われるのだが──

　もちろんこのときの俺は知る由よしもなかった。













　　　第三話　オークズ・ビー・アンビシャス







「……ふぅ」

　その日、二人目の女子の悩なやみを解決に導いた俺は個室の中でため息をついた。

　最近は相談にやってくる女子の数が一人増えたかと思えば一人減るような感じで、委員長が言うには女子トイレの神様は知る人ぞ知る存在として一部でのみ噂うわさになっているらしい。

　またそういった噂を聞きつけて女子トイレを訪おとずれた女子生徒にはある共通点があり、たとえば個室の扉とびらを三回ノックしてから中に入るとか、逆に出るときは神様に感謝しながら水を流すとか、誰だれが言い出したのかは知らないが、妙みようなルールが定着しつつある。神様のいる個室は絶対に覗のぞいてはいけない、というルールも確かく認にんずみで、委員長の報告では「世せ良ら君の誠実な対応が評判を呼んでいるみたいで、女子トイレの神様の評判は上々です！」とのこと。

　別に俺、神様として名を上げたいわけじゃないんだけどなぁ。

「……今日はこれで終わりみたいだな」

　俺はしばらく待って誰も女子トイレに入ってこないのを確認すると、委員長に女子トイレからの脱だつ出しゆつを手引してもらうため、コミュニケーションツールのＬＩＮＥＲを立ち上げた。

「えーと、お願いします──っていつも同じ文章ばっか送ってるな……。たまには気の利きいたメッセージを。女子トイレ脱出大作戦！　とか？　さすがに大げさすぎるか。というか滑すべってるな。うーん、やっぱり無難に堅かたい文面で──」




『──お[image: ～][image: ～][image: ～]い、神様[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』




　委員長に送るメッセージを考えていると、どこからともなく野の太ぶとい声が聞こえてきた。

　神様～、と叫さけぶその声は徐じよ々じよに大きくなっていき、

『中にいるんだろ、神様～？　頼たのむよ、オレの悩なやみを聞いてくれよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！』

　声は廊ろう下か──からではなく背後の小窓の外から聞こえてくるようだった。

【……バ、バカな。ここは三階だぞ……？】

　俺は驚おどろきながらもボイスチェンジャーを使うことは忘れなかった。

『お、その声は噂うわさの神様か～？』とやはり声は小窓の外からで、『いや～、ここまで上がってくるの大変だったぜ～。ここの外そと壁かべ、つるつるしてて出っ張りが少ないしよ～』

　な、何!?　校舎の外壁をよじ登ってきた……だと!!

『最初は無理かと思ったんだが、故郷でロッククライミングにハマってたことがあって、そのときの経験が生きたな～。まあ命いのち綱づななしだから今回のほうがキツかったけどよ～』

　命綱はちゃんとつけろよ。落ちたらどうすんだよ。

　っていうか……この声、もしかしてうちのクラスのユリアンじゃないか？　オーク族の。

【……なぜわざわざ外壁を？】

『うーん？　だって男のオレが堂々と正面から入るわけにはいかないだろ～。でも、窓の外からならコンタクト取れるんじゃないかと思ってさ～』

　ここのトイレの窓は外の光を採とり入れるためのもので開けることはできないが、壁より薄うすいので声は聞き取ることができる。すりガラスなのでお互たがいの顔は見えない。

　たしかにこのシチュエーションならこちらの正体がバレる心配はないが──

【……危険だ。今すぐ降りたほうが身のためだぞ】

　俺は外壁にへばりついているであろうユリアンにそう告げた。

『そんなこと言わないでオレの悩みを聞いてくれよ～』

【……悩み】

　あの能天気を地でいくユリアンに悩みなんてあるのか？

　というか、こんな無茶をするヤツがあるかよ。

　体重百八十キロの巨きよ漢かんが、しかも命綱なしで校舎の外壁をよじ登るとか。

『やっぱり男はダメか？　神様は女好きなのか？』

【……そういう問題ではない】

　いろいろ想定外すぎて対応に困ってるんだよ……。

　これまで女子のみを相手に相談に乗ってきたのは、召しよう喚かん場所が女子トイレだから必然的にそうなってしまったというだけで、意図して男子を除外したり差別していたわけではない。まさか正規のルート以外で、しかも男子が相談にやってくるとは夢にも思わなかった。

『う、うお……。そろそろ限界だ……。腕うでがプルプルしてきた！　うおおおおおおお！』

【……何？】

『神様、頼たのむ！　頼む！　腕が限界を迎むかえる前にオレの悩なやみを……！』

【や、一いつ旦たん下りろって！　落ちてからじゃ遅おそいから！】

　思わず素すに近い口調で叫さけんでしまったが、ユリアンは特に気にせず、

『神様に相談できるんなら、オレは落下したってかまわねぇ！』

【……そんな】

　ここ三階だぞ？　落ちたらタダじゃすまないんだぞ？

　あの能天気の塊かたまりのようなユリアンがこんなにも必死になって神様を頼たよるなんて。

　こいつ一体どんな深刻な悩みを抱かかえてやがるんだ……！

『神様、オデ……オデ、モテたい！　オデ、女にモテたいよぉぉぉぉ！』

　全然深刻じゃなかった!?　でもマジだ！　これ本気の叫びだ！　アホくせえ！

『う、うわああああああ──……っ』

　遠ざかっていくユリアンの声──

　もしや落下したのかと心配したが、このあとユリアンは何度も何度も三階まで這はい上がってきた。そして、そのたびに『オデ、モテたい！』を連呼した。

　ユリアンの熱意に負けた俺は例によって「神様の導き」を与あたえた。

　……断ったところで毎日外壁をよじ登ってきそうだったし、相談を受けるにしても腕をプルプルさせながらユリアンに話させるのは厳しそうだったから。
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　翌日の昼休み──

　俺は屋上にある給水塔とうの陰かげから、二人の様子をうかがっていた。

「──ってわけでよ、オレらオーク族の評判がイマイチなんだよ」

「オーク族の評判ですか……」

　そう言って難しい顔で腕組みをするのは委員長。

　──明日の昼休み、屋上で出会った者がそなたの救世主となるであろう。

　これがユリアンに与えた「神様の導き」である。

　接せつ触しよく役が委員長なのは「わたしに任せてください！」と本人が自ら名乗りを上げたからである。ノエルさんのときもそうだったが、どうやら委員長は「世せ良ら君にばかり負担をかけるわけには！」という思いがあるようで、相手がユリアンだと知っても「ユ、ユリアン君には若じやつ干かんの苦手意識がありますが……だ、大だい丈じよう夫ぶです！　はい！」と導き役を買って出てくれた。

　ユリアンに苦手意識があるのは俺も同じである。

　一度、口論というか、委員長を助けるためにユリアンとぶつかって──

　あの一件以来、多少はユリアンと話すようになったのだが、まだ抵てい抗こうが薄うすれたとは言いがたい。だから特に反対もせず、委員長に任せてしまったのだが……。

「ただ道を歩いているだけで子供には恐こわがられ、大人もオレらとは目を合わせないし、柄がらの悪い連中には『何見てんだコラァ!?』って絡からまれるし、夜道歩いてると警官に職務質問だ」

「……それは難なん儀ぎですね」

　昨日、モテたいを連呼していたユリアンだが、本題はそれではなかったようだ。

「なあ、アイリス？　オレたちってそんなに悪そうに見えるのか？」

「え、えーと……えーと……」

　また答えにくい質問を……。

　あれ？　でもユリアンってクラスの内外問わず友達多くなかったっけ？

　人間関係で言うなら俺のほうがよほど深刻だと思うのだが。

「アイリス！　頼たのむ、正直に答えてくれ！」

「う、うーん……うーん……」

　ダメだ。見ていられない。ってか、このままじゃ昼休みが終わってしまう。

「……よう」

　俺は給水塔とうの陰から出て、二人に存在を晒さらした。

　すると──

「王子？　……そ、そうか！　救世主はアイリスだけじゃなかったのか！」

　ユリアンが俺に向かって両手を広げ、全力疾しつ走そうで向かってきた。

「危なっ!?」

「うおおおおおおおおお！」

　ガシャン、と金かな網あみに突つっ込むユリアン。

「王子！　なんで避よけるんだよ!?」

「……避けるだろ、普ふ通つう」

　と──

　そんなわけで俺も相談役として立ち会うことになった。

　でもって話は進んでいき──

「学院でも相手によっては恐がられることはあるが、学外ほど酷ひどくはねぇ。やっぱり問題は現地人との関係なんだよ。たとえばコンビニに入るだろ？　そしたら『いらっしゃいま……ひぃ!?』って店員の顔が引きつるんだよ。他ほかの店でもだいたい同じ反応だ」

　そうか。学院は異世界人率が高いけど、外に一歩出れば周囲は日本人だらけだもんな。

　一気に種族の構成比率が変わる。

　……まあそれを言ったら条件は他の生徒も同じなんだけどな。でも、ユリアンみたいに身体からだの大きい種族は威い圧あつ感があるし、街の人たちが警けい戒かいする気持ちもわからないでもない。あとやっぱりオークって悪役感あるからなぁ。漫まん画がとかゲームの影えい響きようもありそうだ。実際、俺もオークは乱暴者という先入観があった。

「王子、アイリス。オレが現地人に不人気なのは百歩譲ゆずるとしてもだ……。解げせねぇのは、学院の連中にさえこのオレがモテないってことだ！　解せねぇ、マジで解せねぇ！　なんでラブレターの一つも届かないんだよ!?」

「……え」「へ？」

　意外か？　それそんなに意外なことか？

「オレは地元じゃモテモテで『ユリアン様！　抱だいて！』ってな感じで、ただ街を歩くだけで女が寄ってきてたんだぜ？　まあ硬こう派はぶって全部誘さそいは断ってたけどよ……。ともかくこっちに来てからだ。モテなくなったのは。挙あげ句くの果はてに『顔恐こわっ！』とか言われて、ふざけんなっつーの！　存在自体が悪みたいな感じまであるし、どうなってんだよ、この国は!?」

「モ、モテモテ……？」

　委員長が真ま顔がおで疑問の声を上げる。

　ホントかよ、その話。お前の妄もう想そうとかじゃないよな？

「王子ぃぃ！　アイリス！　オレは──オレは一体どうしたらいいんだぁぁぁ！　オデ、モテたいぃぃぃぃぃ！」

　ユリアンが号ごう泣きゆうしながら俺に迫せまってきた。

「お、おい……泣くなよ。涙なみだが……って、これ鼻水かよ！　きたねぇ、離はなれろ！」

「差別だ！　王子がオークを差別するぅぅぅ！　汚きたないって罵ののしられた！」

「なんでもかんでも差別に結びつけんな！　鼻水は誰だれのものでも汚いっての！」

　それにしても──

　もっと神経の図ず太ぶといヤツだと思っていたのに、意外に女め々めしいところがあったんだな、ユリアンにも……。







　翌日の昼休み、再び屋上にて──

「集計できましたので、さっそく発表したいと思います！」

「お、おぅ」

　緊きん張ちようのにじむ顔で頷うなずくユリアンの目の前には二つ折りのＡ４用紙を持った委員長の姿がある。

　昨日、屋上で涙なみだながらに訴うつたえるユリアンをなだめたあと──

　俺と委員長は放課後の繁はん華か街がいで道行く人に、オークに関するアンケートを実じつ施しした。もちろん「オーク族のイメージを向上させる」という難題を解決するためのヒントを得るのが目的で、ユリアンからも了りよう解かいを得ている。

「では『オークのここがいい』をテーマに五十人の方から頂いた回答について……」

　そう言って委員長がＡ４用紙をおもむろに広げ、

「第一位から順に発表したいと思います。オークのここがいい、第一位は……」




　──第一位　特になし。




「ないのかよ!?」

　ユリアンが屋上の金かな網あみに拳こぶしを叩たたきつけた。

「……ちなみにこの第一位は五十人中三十八人の意見になります」

「冗じよう談だんだろ!?　冗談だと言ってくれよ、アイリス！」

「……残念ながらこれが現実です」

　本当に残念な結果である。みんなオークに無関心なんだな……。

「え、えっと、続いて第二位です！」

　委員長が場を仕切り直し、用紙に目を落とす。




　──第二位　エロファンタジーにおける女騎き士しとの絡からみ。




「…………あ？　…………なんだこれ？」

　ユリアンの目が点になった。意味がわからなかったらしい。

「え、えーと、簡単に説明しますと……この日本という国にはオークのみなさんが……あ、もちろん架か空くうのオークですよ？　えっと、その架空のオークはですね、卑ひ怯きようで醜みにくくて、人間の女の子が大好きでして、特にオーク退治にやってくる女騎士さんとの絡みは格別なものがあるのですよ！　最初は『くっ、貴様らのような下げ賤せんなオークに屈くつするものか！』と女騎士さんは強気に振ふる舞まうのですが、集団で襲おそいかかってくるオークの群れには勝てません。名めい誉よを重んじる女騎士さんは『くっ！　殺せ！』などと言って死を選ぼうとするのですが、あの手この手で女騎士さんを辱はずかしめようとするオークの怒ど涛とうの責めに耐たえることはできず……ついには屈してしまうわけです。そして、そして！　女騎士さんはオークをご主人様と呼ぶように──」

「王子……。アイリスが何を言っているのかオレにはさっぱりわからねーんだが？」

「……通訳する」

[image: ]

　俺は日本の創作におけるオークの立場を簡単に説明した。

　特に女騎き士し×オークという組み合わせがエロの世界に存在することや、ネット上などでもよくネタにされる組み合わせだということも。

「………………ショックだぜ」

　精神的ダメージは大きそうである。まあそりゃそうだ。自分たちの与あずかり知らぬところでエロネタの、しかも悪役に抜ばつ擢てきされていたのだから。

「つまり……この国におけるオークってのは、女騎士に『くっ、殺せ！』って言わせてゲハゲハ笑ってるようなゲスいイメージなのか？」

「……それほど一いつ般ぱん的ではないと思うが」

　オークはそれほどメジャーな作品には登場しない。だがネットに親しみがある若者やエロに精通している人間は、そういうイメージを持っているかもしれない。

「オークは女騎士の魅み力りよくを引き立てる最高のスパイス……というコメントがありました」

「……評価のポイントそこなんだ」

　何その持論、と俺が顔をしかめていると、ユリアンが「うーん……」と唸うなった。

「一位が圧あつ倒とう的な票数を獲かく得とくしていますので二位はガクンと減って四票でした」

　やはり少数派の意見と見るべきだろうな。だって五十票中四票だし。

　……しかし、一位も酷ひどいが二位は輪をかけて酷いな。

　これは三位以下も期待できなそう……。

「き、気を取り直して次いきましょう！　一気にいきますよ！　三位が『いざというとき壁かべになってくれそう』で三票、四位が『顔が面おも白しろい』で二票、以下は『華か麗れいな棍こん棒ぼうさばき』『ノリがいい』『ガチムチで頼たよれそう』がどれも一票ずつで同率の五位でした」

「どんな状じよう況きようでオレを壁にするつもりなのかはわかんねーが……下位はそう悪くねぇな。顔が面白いってのは意外な意見だが。いや、これ悪口じゃねえのか？」

「き、きっとネットとかでたまに見る動物の変へん顔がおみたいなものですよ！　あれ面白くてつい笑っちゃいますし！」

「オレらの普ふ段だんの顔、変顔レベルのブサイク面づらってことかよ!?」

　……委員長、それフォローになってないから。

「何が『オークのここがいい』だよぉ。全然好意的な意見なかったじゃねーか……」

「あ、あの……ユリアン君……。実はもう一つ『オークのここがダメ』というアンケートも合わせて実じつ施ししていまして……」

「聞きたくねぇ」

「で、ですよね……」

　オークのいいところ、があんな散々な結果だったわけで──

　集計したのは委員長だからまだ俺も中身を知らないが、ここがダメ、となるといいところ以上に辛しん辣らつな回答が並んでいることだろう。

「委員長。その集計結果は人に見られないように焼しよう却きやく炉ろにでも放ほうり込んで……」

「いや、待ってくれ」

　とここでユリアンがオレの肩かたを叩たたき、

「大だい丈じよう夫ぶだ……王子、アイリス。オレは……オレは腹をくくるぞ！　現地の人間の意見を参考にして、悪いところはちゃんと直す！　オーク族のイメージ向上のためならオレはなんだってやってやるぜ！」

「ユリアン、お前……」

「その意気です、ユリアン君！」

　委員長が再び集計結果の用紙に目を落とす。

「さあ、ドンと来いだ！」

「それでは『オークのここがダメ』……こちらも一気にいきます！　第三位は『声が無む駄だに大きい』で二票、二位は『威い圧あつ感』で五票、そして第一位は『エロファンタジーにおける女騎き士しとの絡からみ』で四十票、残りの三票は白票……でした」

「ふざけんなああああああああああああ！」

　──ガシャーン！　ガシャーン！

　再び金かな網あみを拳こぶしで殴なぐるユリアン。

「結局、それが一位かよおおおおおおお！」

「お、落ち着け……ユリアン。金かな網あみが壊こわれる……」

「だってよぉ、だってよぉ！　ここがダメって言われても、女騎き士しとの絡からみは現実のオレにはなんの関係もないだろ!?　風評被ひ害がいだああああ！」

「言われてみるとその通りだな……」

　というか、これに四十票も入るのがどうかしている。

『オークのここがいい』で入った四票は少数派の意見と見なせるが、さすがに八割がこの回答ってのは不自然極きわまりない。どうなってんだよ、この町の住人は。別に特定の層にだけアンケートを求めたとか、そんなこと全然ないんだが。や、ホントマジでどうなってんの？

「しかも全然参考になんねーし！」

「……ならないな」と俺はユリアンに同意を示し「でも、二位の『威い圧あつ感』と三位の『声が無む駄だに大きい』は参考になるんじゃないのか？」

「まあ声のでかさは今後気をつければいいな……。だが威圧感はどうすりゃいい？」

　一番の問題はそれかもしれない。

　威圧感ってのは身体からだの大きさや、顔のイメージから来るものだろうし。

　先天的な特とく徴ちようはそう簡単にイジれるものではない。

「うーん、困りましたね。なかなかこれっていう改善策が思いつきません」

「アイリス。その集計用紙、ちょっと見せてくれねーか？　女騎士がどうとか、そればっか記き憶おくに残ってて、他ほかの細かい順位忘れちまった」

「はいはい。どうぞこれを…………あっ！」

　手渡わたす瞬しゆん間かん、屋上に強風が吹ふき荒あれ、集計用紙が飛ばされてしまった。

　しかも風に乗って空高く舞まい上がってしまう。

「お、おい……あんなもの誰だれかに見られたら」

「大変です！　オークと女騎士の組み合わせを知らない学院の人たちが、あの用紙をきっかけに興味を持ってしまうかもしれません!!　風紀が乱れます！」

「委員長……そこはオーク族の評判を気にするところだと思うが……」

「わあああー！　待ってください！」

　大おお慌あわてで駆かけ出す委員長だが、用紙はすでに給水塔とうをかすめるようにして屋上の外に消えようとしていた。

「…………まったく騒そう々ぞうしいわね」

　ふいに給水塔の陰かげから女子生徒の声が聞こえた。

「あれはフィオナさん……？」

　現れたのは頭に角の生えた黒くろ髪かみの女子──

　同じＣ組所属のフィオナ・ハイドフェルドだった。

　彼女は先ほど委員長が手放した集計用紙をキャッチしたようで、

「……なんなのこれ」

　と目をこすりながらあくびをした。

　給水塔とうの裏で昼ひる寝ねでもしていたのだろうか？

「……まあなんでもいいわ」

　ハイドフェルドはそう言って柵さくをまたぎ、背中のマントをなびかせながら軽かろやかにジャンプし、普ふ通つうの人間からするとありえない跳ちよう躍やく力を見せ、俺たちの目の前で華か麗れいに着地した。降り立った瞬しゆん間かん、スカートがめくれ、褐かつ色しよくの太ふと股ももがあらわになったが、彼女はまったく気にしていない様子だった。

　頭には小さな角、お尻しりには先っぽが三角に尖とがった尻尾しつぽ、そして褐色の肌はだ──

　クラスメイトのフィオナ・ハイドフェルドは魔ま人じんと呼ばれる種族の出である。

　彼女の世界における魔人とは、人と悪魔などに代表される魔族とのハーフで、今、挙げた身しん体たい的な特とく徴ちようを除けば見た目は人と変わらない。またエルフ族のノエルさんのように魔力が飛び抜ぬけて高いのも特徴だと聞く。ただし魔人はエルフと違ちがって身体能力も高い。要は戦せん闘とう能力に秀ひいでた種族だってことだ。……と言っても全部、人から聞いた話なので、もしかしたら事実と異なることがあるかもしれないが。

「アイリス。これ返すわ」

「あ、ありがとうございます……」

　ハイドフェルドが差し出した集計用紙を両手で受け取る委員長。

「…………じゃ」

　その後、会話もなくすぐにハイドフェルドは踵きびすを返した。

　そういえばこの人は、授業中以外は教室にいることが少ないんだよな。

　たまにベランダにいるのを見かけたりもするけど、屋上も彼女のテリトリーなのだろうか。

　ハイドフェルドはＣ組における孤こ高こうの存在──

　俺とは違って意図して一人を貫つらぬいているフシがある。

「（そうです。フィオナさんに意見を仰あおいでみては？）」

　俺とユリアンの間にいる委員長が小声でささやいた。

「（……あの毒舌で有名なハイドフェルドに？）」

　つられて俺も声のボリュームを落とす。

　彼女は一部の生徒から『心なき毒舌』の二つ名で呼ばれている。

「（フィオナって言ったら……）」とユリアンが黒くろ髪かみの少女をチラ見し、「（入学以来、何人もの男子に告白されてて、しかも全員振ふってんだろ。その上、告白した男子は漏もれなくフィオナの毒舌を食らって学校を数日は休むって話だ）」

　俺にとっては冷たい印象しかないハイドフェルドだが、彼女はとてつもなくモテる。

　美人でスタイルも抜ばつ群ぐんにいいとなれば、男子が放ほうっておかないのも当然の話だが、同じクラスの男子なら「あいつは無理……」と口をそろえて言うだろう。それほど彼女は性格に難があるのだ。

「（ですが、噓うそのない率そつ直ちよくな意見を頂けるのは間ま違ちがいないのではないかと）」

「（……それはそうかもしれないけど）」

「（オレ……行ってくる）」

「（ユリアン？　本気か？）」

「（王子、止めるな。……オレはこの国でのし上がるって決めたんだ。そのためには毒舌だろうとなんだろうと、この身で──全すべてを受け止めてみせる！）」

「（そんな大げさな話だったか!?）」

　オーク族のイメージアップを図はかるって相談だったと思うんだが。

　スケールアップしすぎだろ。

「（ユリアン君！　頑がん張ばってください！）」

「（おーよ！）」

　ユリアンが拳こぶしを握にぎり、ハイドフェルドに接近する。

「フィオナ。ちょっと待ってくれ」

「…………ん、何かしら？」

　こちらを振ふり返ったハイドフェルドにユリアンが簡単に事情を伝える。

「オークのイメージ……ねえ」

「参考にしたいんだ。オレたちオークに思うところがあったらなんでも言ってくれ！」

「今、なんでも、と言ったわね？」

「あ？　ああ……」

　その言葉に一いつ瞬しゆんユリアンが怯ひるんだ。あの無神経を地でいくユリアンが、だ。

「そう。では遠えん慮りよなく言わせてもらうわ」

　そして──

　ハイドフェルドの毒舌が炸さく裂れつした。

「顔がきつい」

「ぐあ!?」

　ユリアンはたった一言でよろめいた。

　……容よう赦しやないな。『心なき毒舌』の二つ名は伊達だてではない。

「声の大きさも気になるわね。たまに耳みみ障ざわりに感じるわ」

「お、おぅ……」

　これはアンケートにもあった意見だ。

「なぜ素す肌はだに学ランなの？　死ぬほどダサいわ」

「な、何!?　カッコイイだろうが!?」

　すまん、ユリアン。それは俺も以前から思っていた。

　この学院には学校指定の制服が用意されているが、その一方で私服登校もオーケーで、だからどんな格好で通っても咎とがめられることはない。ただ俺や委員長みたいに制服を着用したほうが一発で学院生だってわかるし、そのほうが無難ではないだろうか。まあ人型の生徒じゃないと似合わないのかもしれないけど。

「お前だって変テコなマント羽織ってんじゃねーか！」

「……あなたよりマシよ」

　ハイドフェルドはなぜか制服の上からマントを羽織っている。

　まあこの学院ではそれほど珍めずらしい格好ではない。マント着用はけっこういる。

　たぶん家いえ柄がらとか風習的な意味合いがあるのだろう。ユリアンの素す肌はだに学ランという奇き妙みようなスタイルに比べればむしろきちんとしていると言える。

「なあ？　もうちょっとマシっていうか……好意的な意見はないのかよ？」

「……言っておくけれど、今いくつか挙げたあなたの欠点は、私の中では比ひ較かく的マシな部類に入るものなのよ？　『マシな欠点』『並みの欠点』『見逃のがせない欠点』『最悪な欠点』というふうに順に辛から口くちの度合いが大きくなっていくのだけれど。次は『並みの欠点』について意見しましょうか？」

「……冗じよう談だんだろ」

　ユリアンが絶望的な表情で天を仰あおいだ。

　い、言ってることが恐こわすぎる！　今まで振ふられた男子たちは、一体どんな酷ひどいことをこの人に言われたんだ！

「さあ、心の準備はオーケー？」

「……あ、あ……あああああっ……──」




　数秒後、ユリアンの精神はあっけなく崩ほう壊かいした。




　その後──

「フィオナさん、さすがに言いすぎですよ……」

「ふん。言っていいというから正直に答えたまでよ」

　内容は割かつ愛あいさせていただく。暴言ここに極きわまれりって感じだったからな。俺も自分が言われたわけじゃないのに切ない気持ちになったし。

「まったく女め々めしいわね」

　泣き崩くずれるユリアンの前を横切り、ハイドフェルドが屋上を去ろうとする。

　言うだけ言って去るつもりらしい。

　と思ったら──

「さっきも言ったけれど……まずその服装はなんとかしなさい。威い圧あつ感というものは服装などにも表れるもの──それを緩かん和わするためには見た目をイジるのが手っ取り早いわ」

　途と中ちゆうでこちらを振ふり返り、そんなアドバイスをしてくれた。

　言いすぎたと思ったのだろうか。……それとも単なる気まぐれか。

「世の中には見た目よりも中身のほうが大事だとほざく愚おろか者ものがいるけれど、中身がきちんとしている者は服装にも気を遣つかうものよ」

　言葉はきついが、意見そのものは的確である。

「服装ってそんなに大事かぁ？」

「……まったくこのオークは」とハイドフェルドが呆あきれたようにため息をつき、「服装一つで見た目は大きく変わるし、相手に与あたえる印象だって違ちがってくるものよ。別に高い服を買いなさいと言っているのではないのよ？　最低限、清潔感を保っていればそれでいいのよ」

　ハイドフェルドはそこまで一気に言うと今度こそ屋上を去っていった。

「一理ありますね」

「……ああ。俺も服装に関してはハイドフェルドと同じ意見だ」

「服装か……」

　うつむいていたユリアンが涙なみだを拭ぬぐいながら顔を上げた。

「……ちぇ、この格好、気に入ってんだけどなぁ」

　本気かよ。昔の不良でも素す肌はだに学ランはなかったと思うぞ。強しいて言えば応おう援えん団だんか。

「だが……アイリスと王子までそう言うんだったら、認にん識しきを改めねーとな。よし、放課後、部活の仲間たちと服を買いに行ってくる！」







「………………王子」

　翌日の朝、ユリアンが暗い顔で教室に入ってきたかと思えば……。

「……棍こん棒ぼう部の仲間と洋服の緑山で買った一番でかいサイズのスーツにサングラスを合わせた格好で早朝の住宅街歩いてたら警察呼ばれちまった……」

「マフィアかよ！　怪あやしすぎるっての！」

　朝っぱらからサングラスかけたオークの集団が、しかもスーツ着て歩き回ってたら怪しまれるって。

「だってフィオナが清潔感のある服装を心がけろって言ってただろ？　だからビシッとスーツで決めて、あと素す顔がおを隠かくせば威い圧あつ感が薄うすまるかと思ってサングラスをかけたんだよぉ」

「…………その組み合わせはまずいって」

　いや、でも怪しいは怪しいが警察を呼ばれるほどではないような気もするな。

「そういやなんで早朝から棍こん棒ぼう部の仲間たちと外を出歩いたりしたんだ？」

「ああ。公園で素す振ぶりをしようと思ってマイ棍棒持参で集まって──」

「それだ！　警察呼ばれた原因それ！」

　凶きよう器き持ち歩いてると思われたんだ。間ま違ちがいない。スーツにサングラスもたいがいだが。

「王子、棍棒は凶器じゃねーんだよ！　オレたちの棍棒術は、他人を威い嚇かくするためにあるんじゃないんだぜ！　オークにとって棍棒は魂たましいみたいなもの……。芸術なんだよ、オレたちの棍棒術は！　みんな、どうしてわかってくれねーんだ！」

「オークが釘くぎ付きの棍棒持ち歩いてたら誰だれだって警けい戒かいすると思うが……」

　でも──

　ユリアンの言い分が正しいなら、棍棒術は日本で言うところの剣けん道どうに近いのかもしれない。

　相手を威嚇するための術ではなく、自分自身を高めるための精神鍛たん錬れん。

「なあユリアン……。前から思ってたんだが、部活の仲間って同じ故郷のオークなのか？」

「ああ。本当は一人で留学するつもりだったんだが、昔からのダチがオレもオレもって言い出してな。あんまりうるせぇからみんなで留学することにしたんだ。オレから親父おやじである『オークキング』に頼たのみ込んでな」

「へー」

　やっぱユリアンって根はいいヤツだよな。

　棍棒術は他人を威嚇するためのものではない──

　これでユリアンが乱暴者だったら説得力がまるでないが、こいつは見た目とは裏腹に平和主義者だ。俺はユリアンが暴力を振るっている姿なんて一度も見たことがない。

　聞き分けもいい。以前、委員長を助けるためにユリアンに絡からんだとき、こいつは俺の言葉を素直に聞き入れ、屋上に集まる計画を白紙にしてくれた。たまに悪ノリがすぎることがあるものの、引ひき際ぎわはちゃんと弁わきまえているのである。

「──やはり見た目だけ変えてもダメなのではないでしょうか」

　俺たちの話を聞いていたらしい、委員長が腕うで組ぐみをしたままこちらに歩いてきた。

「というわけで作戦チェンジですよ、お二人とも！」

　委員長が翼つばさを広げ、カッと目を見開く。何か妙みよう案あんがあるようだ。

「作戦チェンジ？　何をするつもりだ、アイリス？」

「はい」と委員長が自信満々に頷うなずき、「この国には一日一善という言葉があります。一日、一つはいい行いをし、それを日々積み重ねなさい、という意味なのですが、やはりイメージアップといったら地じ道みちに善行を積み上げていくのが一番だと思うのですよ」

　委員長らしい意見だな。言っていることも正しい。

「イメージ向上のため、というのがなんとも打算的ではありますが……」

「……そこは目を瞑つぶろう」

　世の中のボランティア活動って多かれ少なかれそういうところあるし、やらない偽ぎ善ぜんより、やる偽善って言うしな。作戦としては悪くないし、あとはユリアンさえよければ。

「委員長の作戦。ユリアンはどう思う？」

「乗るぜ、そのアイデア！」

　拳こぶしを天に向かって突つき上げながら学ランをなびかせるユリアン。

　今さらツッコむのもアレだが……今日もその格好なのな。まあスーツがダメだったから学ランに戻もどしたってだけなんだろうが。

「オークは綺き麗れい好きってな、故郷じゃよくダチとあちこち掃そう除じして回ったもんよ。親父おやじに棍こん棒ぼうさばきの基礎は箒ほうきを使って学べって言われてさ。へへっ……懐なつかしいぜ」

　それはたぶん掃除を押しつけるための口実だと思うぞ。

「では早朝に学校周辺のゴミ拾いをするのはどうでしょうか？」

「おう、任せろ！」

「あと掃除中に出会った人には元気よく挨あい拶さつを」

「挨拶だな！」

「嫌いやな顔をしてはダメです。笑え顔がおを絶やさないように」

「笑顔だな！」

「言葉遣づかいも大事です」

「じゃあ、丁てい寧ねい語で喋しやべることにするぜ！　いや、喋ることにします！」

「ユリアンの場合……言葉遣いを変えるだけでもだいぶ印象変わりそうだな」

「ですです」と委員長が嬉うれしそうに頷うなずき、「あ、ユリアン君。時にはお世辞を言うのも大事ですよ？　人はたとえそれがお世辞だとわかっていても褒ほめられると嬉しいものです」

「なるほど！　お世辞か！」

　ユリアンはいつの間にか手帳を開き、俺たちの言葉をメモしまくっていた。

　うわ、女子みたいな丸い字。ちょっと可愛かわいい……。

「王子、アイリス！　さっそく今言われたこと、明日から実じつ践せんに移すぜ！」

　何はともあれユリアンはやる気になったようだ。

　今度は上手うまくいくといいのだが──







　翌日──

　早朝の通学路で女子児童がオークに「可愛いですね」と声をかけられる事案が発生した。

「不ふ審しん者扱あつかいされてるぞ……ユリアン」

「オレは言われた通りにやっただけだぜ!?　笑顔を絶やさない、言葉遣いは丁寧に、時にはお世辞を言って、んでもって挨拶だろ！」

　な、なるほど。それ全部融ゆう合ごうした結果が「可愛かわいいですね」か。これはなるほどと言わざるを得ないが……時と場合を考えて発言しろよおお！

「やることが極きよく端たんすぎないか？」

「だってよぉ、だってよぉ……」

　反論の言葉を必死に探しているようだが、いつもの威い勢せいはどこへやら、事案に発展したのがよほどショックだったようで、ユリアンはしょんぼりしていた。

「ユリアン君、元気出してください……。ね？」

「……何をやっても無む駄だに思えてきたぜ」

「そんなこと言わないで、一いつ緒しよに新しい作戦を考えましょう。えっと……何か、何か他ほかにいいアイデアは……うーん……うーん……」

　委員長が翼つばさを揺ゆらしながら思案する。眉まゆをひそめクラス委員長らしく振ふる舞まおうと努めているようだが、妙みよう案あんは思いつかないようだ。

「うーん？　どうしたんすか、ユリアン君？」

「珍めずらしいね、ユリアンがヘコんでるなんて」

　そのときアイザック君とフレイハートさんが教室に入ってきた。

　最近、二人はよく登下校を共にしている。付き合っているのかどうかはわからないが、この間の全ぜん裸ら事件は尾おを引くことなく、二人は仲よくやっているようだ。

　ただ一点だけ以前と違ちがうところがあって──それはアイザック君の白衣である。

　前のは燃えてしまったので新調したようなのだが、どうやら奮発して防火性、防水性に優すぐれた高価な白衣を購こう入にゆうしたらしい。最近できた新素材が使われているとのこと。

「くそぉ……アイザックはフレイハートといい感じだってのに……どうしてオレはモテないんだよぉ。ちくしょう、ちくしょうー……」

　アイザック君はフレイハートさん以外の女子にも実は評判がいい（女子トイレ情報）。でもなんでオークはダメで半はん魚ぎよ人じんはオーケーなのだろうか……。俺的にもけっこう謎なぞだ。

「……イメージアップのつもりが警察呼ばれるし、よかれと思って声をかけたのに事案に発展するし、やっぱオークは悪者なんだな。この国じゃ、どこに行っても……」

　どんどんネガティブになっていくユリアン。

　なんというからしくない。いつもの威い勢せいのよさはどこにいった？

「へっ、あれだな。オークは大人しくしとけってことだな。誰だれにも迷めい惑わくをかけないように隅すみっこで目立たないように縮こまる……それが賢けん明めいってことだな……」

　誰にも迷惑をかけないように──

　隅っこで目立たないように縮こまる──

　そのユリアンの言葉は俺の胸に強く突つき刺ささった。

　転入当初からずっと苦手意識を持っていたユリアン。

　無神経で騒さわがしくて、悪ノリがすぎる──そんな印象しかなかったが……。

　今は昔の自分を見ているようで……心が痛んだ。

　失言、失言、とからかわれていた頃ころの俺は周囲の目を気にして、自分の意見を口にすることを控ひかえ、ひたすら自分を抑おさえ込んでいた。その結果が──孤こ立りつ。

　俺は過去の自分のネガティブな対応を死ぬほど後こう悔かいしている。

　……ユリアンにはあんな思いは味わってほしくない。

　気づいたときには口を開いていた。

「ユリアン……諦あきらめるんじゃねーよ」

「……王子？」

　俺の苛いら立だちを含ふくんだ声にユリアンが驚おどろいたような顔をした。

「お前、言ったよな……。棍こん棒ぼうはオークの魂たましいだって。棍棒術は芸術だって」

「あ、ああ……そう言ったが……」

「俺はこの学院に転入してきて、でかい声で棍棒を振ふり回すユリアンたち棍棒部の活動を目まの当あたりにして、正直ビビったし、かかわりたくないとも思った。でも……あれこそがオークであり、ユリアンなんだって今ならそう思えるんだ」

「王子……」

「なのにそれ全部引っ込めて、誰だれにも迷めい惑わくをかけないように隅すみっこで目立たないように縮こまる？　そんなの……そんなの絶対に間ま違ちがってる！」

　そう叫さけぶと、なんだなんだ、とクラスメイトの視線が一いつ斉せいに集まった。

　あの他人に無関心なフィオナさんすら俺に注目していた。

　だが俺はかまわず続ける。

「ユリアン……。棍棒術は誰かを傷つけるためにあるものではなく、自分自身を高めるための術。そうだろ？」

「ああ」

「日本にも同じような発想──己おのれを鍛きたえるため、精神鍛たん錬れんのため……そういった考えのもとに作られた武術──武道と呼ばれるものがあるんだ。その中の一つに、合あい気き道どうっていうのがあるんだが、知っているか？」

「いや、初はつ耳みみだ」

「まあ俺も聞きかじった知識なんだが……合気道は棍棒術と同じく精神を鍛える意味合いが大きくて、一番大きな特とく徴ちようは『小よく大を制する』って考えから生まれた武道だってこと」

「小よく大を……ん？　どういう意味だ？」

「合気道は相手の力を利用した防ぼう御ぎよ技わざ、返し技が主体で、自ら技を仕し掛かけることは絶対にないんだ。だから護衛術とも言える。極きわめれば小こ柄がらな女性や子供でも、大の男を投げ飛ばすことができる……そんな武道なんだ」

「それが『小よく大を制する』か！　初めて聞いたぜ、そんな考え方！」

　クラスメイトからも、へー、という感心の声が上がった。

　委員長などはさっそくネットでググって合あい気き道どう関連の動画を探し始めた。

「面おも白しろいよな」

「ああ。すっげー、興味湧わいた。あとで動画あさってみるわー」

「……で、話を戻もどすんだけどさ」

「んー？　あー……ああ……っ」

　落ち込んでいたことを忘れていたらしいユリアンが気まずそうに視線を落とした。

「もしもこの世の全すべての生き物が同じ顔、同じ体格、同じ性格をしていたら……たぶんなんの発展性も意外性もない世界が延々と続くだけになると思うんだ。まあこれはちょっと極きよく端たんな話かもしれないが……でも、ユリアンが今さっき合気道の話を聞いて面白いと思ったのは、俺たちが『同じじゃない』からだろ？」

「……そうだな」

「同じじゃないから、違ちがうから、合気道みたいな武道が生まれるんだと思う。もちろん『違うこと』が原因で揉もめごとが起きることはあるし、世界が平和にならないのは思想の違いや不平等が招くいざこざが原因だってことはわかりきっているけど……少なくともユリアン、お前が我が慢まんすることはない。周囲の評価なんて気にするなよ。ユリアンは……ユリアンらしく生きていけばいいんだ」

「へへっ、王子。……ありがとよ。ちょっと元気出てきたぜ」

「……別に。ただ思ったことを言っただけだよ」

　以前の俺ならひと目を気にして口をつぐんでいた場面だが──

　今回は自然と言葉があふれてきた。

　もしかしたら……女子トイレで神様をやっているせいかもしれない。

　次から次に訪おとずれる相談者にアドバイスを送る生活──

　そんな慌あわただしい学院生活が俺にいい影えい響きようを与あたえているのかも。

「世せ良ら君……今のは心に響ひびきました。そうですよね！　みんな同じでは面白くありませんよね！　わたしも自分らしく生きるように……したいなぁ……し、したいですね！」

　委員長が迷いを見せながらも力強く頷うなずく。みんなに隠かくしていること──優等生を演じていることや、空を飛べないこと……思い当たるフシがいろいろあるのだろう。まあ委員長はあまり自分を出しすぎると、ムッツリスケベだってことがみんなにバレるから、無む闇やみに自分をさらけ出さないほうがいいと思うけど。

「世良君って実は熱い人だったんすねー。ボク、感動したっすよー」

「ふーん。暗そうな顔してるけど、言うときは言う人なんだ」

　アイザック君が拍はく手しゆを、辛から口くちなフレイハートさんからも好意的な意見が飛び出した。

　気づけば俺はクラスメイトの注目を集めていた。

　悪い意味の視線ではない──それが証しよう拠こにみんな笑え顔がおを浮かべている。

　ハイドフェルドだけはそっぽを向いてスマホをいじっていたけれど。

「なあ、王子。励はげましの言葉はありがたかったけどよ……でも、気にするなと言われても、やっぱり周囲の評価は気になるぜー」

「……そう言うと思った」

「女にモテたいとはもう言わねぇ。この際、オレのことはどうでもいい。せめて棍こん棒ぼう部の仲間たちが不ふ遇ぐうをかこつはめにならないように……それだけでもなんとかならねぇか？」

「ユリアン。逆だ」

「ん？　なんだって？　逆？」

「ああ。考え方を変えるんだ。イメージアップのために、あれこれ策を練るんじゃなくて、自分が得意なこと──好きなことを徹てつ底てい的に追求して、その過程や結果をみんなに見てもらうんだ。作られたイメージではなく、ありのままのお前を……みんなにぶつけるんだ！」

「ありのままの自分……」

　ふ、とユリアンがいい顔で笑い、俺の首に太い腕うでを回した。

「今日の王子はとことんくせーな！　だがそういうの嫌きらいじゃねーぜ！」

「……く、苦しいっての」

　口ではそう言ったが、首に腕を回されたことにそれほど嫌けん悪お感はなく──

　むしろこの瞬しゆん間かん、真の意味でユリアンと友達同士になれたような気がした。

「オレの──オレたちの得意なことと言ったら……」

　そして、ユリアンが笑え顔がおで言い放つ。

「あれっきゃねーわな！」







　その日の放課後──

「オークズ・ビー・アンビシャス！」

「オークズ・ビー・アンビシャス！」

「オークズ・ビー・アンビシャス！」

　ストリート系のファッションに身を包んだオークたちが棍棒を振ふり回しながら歌って踊おどる、そんな不思議な光景がグラウンドでは展開されていた。

　…………なんだこれ？　つーか、どうしてこうなった？

「ユリアン君、素す晴ばらしいです！　ダンスはキレッキレですし、声もそろっています！」

「ねえ、歌詞なんだけど一部変えていい？　微び妙みように気になるところがあるんだよね」

　棍棒部たちを指導するのは委員長とフレイハートさん。

　二人ともノリノリで指示を出している。

「委員長さーん、フレイハートさーん！　頼たのまれたＴシャツ買ってきたっすよ！」

　大きな袋ふくろをいくつも手に提さげたアイザック君がグラウンドに姿を現した。

　袋の中から出てきたのは白地に黒で『天国』とプリントされた外国人が喜びそうなデザインのＴシャツだった。ユニフォームということらしい。これをオークたちが着ると思うとシュールでならない。

　グラウンドを見渡わたすと、Ｃ組の約半数はこの棍こん棒ぼう部のプロジェクトに参加していた。

　メンバーの中にはなぜか隣となりのクラスのノエルさんまでいる。

　なんだかかなり大がかりなプロジェクトになってきたな……。

　プロジェクト──

　棍棒部の名を世に広めるための企き画かくだ。

　ただ棍棒を振ふり回すだけでは芸がないと、歌って踊おどれるオークを目指すことになり、歌のほうは作詞がフレイハートさん、作曲をセイレーンのベティーナさんに頼み、ダンスは完全オリジナル。インド映画に突とつ然ぜん挿そう入にゆうされるダンスみたいに明るくて元気が出るものにした。オークたちが笑え顔がおででかい腕うでや足を振り回し、時にはジャンプする。身体からだ全体を使って喜き怒ど哀あい楽らくを表現する──そんなダンスに仕上がりつつある。

　……のだが──

　ちょっと待てやこらああ！

　俺が想像していた展開はこんなんじゃないぞ！

　っていうか……。

　俺、ありのままでいいって言わなかったっけ!?　言ったよな、ユリアン!?

　オークのイメージ、どんどん脚きやく色しよくされてるじゃねーか！

　なんだよ歌って踊れるオークって。いいのか、ユリアン？　そんな方向性で？

「よっしゃあああああ！　もう一度通して踊るぞ！　アイザック、ビデオ回せ！　動画も一回撮とっとくぞ！　構図も煮に詰つめていかねぇとな！」

「了りよう解かいっす！」

　アイザック君がビデオカメラを手に握にぎる。

「アイリスちゃーん。Ｔシャツ出すから、手伝って」

「わかりましたー。あ、フレイハートさん、歌詞のほうはまとまりそうですか？」

「ま、なんとかなるでしょ」

　みんな好き勝手やってるなあ……。

　でも──

　なんだか楽しそうだ。

「世せ良らくーん！　コーヒー飲んでないで手伝ってくださいよー！　機材の扱あつかいに一番長たけてるの世せ良ら君なんですから！　動画のエンコードとか、アップロードの仕方とかも指南してほしいですし、お仕事いっぱいありますよー！」

「……ああ」

　これでいいのかって気もするが──しかし、不思議と悪くない気分だった。

　ユリアンも張り切ってるし、とやかく言うのは止よしておこうか。







　後日、『オークズ・ビー・アンビシャス～オークよ大志を抱いだけ～』と名づけた動画を動画投とう稿こうサイト、ウーチューブにアップロードしたのだが……。

　最初は話題にならず二日で再生数五百とかその程度だったものの、徐じよ々じよに動画が口コミでネット上に拡かく散さんしていき、一週間後には再生数がなんと三百万を突とつ破ぱ。

　ユリアンたちは時の人となり、学院にテレビの取材までやってくる騒さわぎに発展した。

　その後、血気盛んなオーガ族たちがオーク族に対たい抗こう意識を燃やし、変へん顔がおを披ひ露ろうする動画を上げ、こちらは顰ひん蹙しゆくを買ったが「おれも！　わたしも！」と学院生が次々に変な動画をアップロードし始めると、ユリアンたちの人気は徐じよ々じよに下降していった。

　ただオークと言えば棍こん棒ぼうダンス。

　巨きよ体たいに似合わずフットワークが軽く、常に笑え顔がおのキモカワ系。

　そんな認にん識しきが全世界に広がり、当初の目もく論ろ見み通り、イメージアップは達たつ成せいされる形となった。

　ただ問題も同時に発生し──

「王子。あの動画、小学生にバカ受けだったらしくてよ。そのせいか、最近、道歩いてたら小学生に膝ひざカックンされたり、カンチョーされたり、踊おどれよオーク、みたいなこと言われるようになったんだが、どうしたらいいと思う？」

「……俺に訊きかれても」

「とりあえず反はん撃げきに、小学生五人くらい同時に抱かかえてその場でくるくる回って遊んでやったんだがよー。そしたら今度はヤツら列を作って、『次は僕！』『早く替かわって！』とか言い出して日が暮れるまでガキどものお守もりよ」

　なんだ、けっこう人気者じゃないか。膝カックンとかカンチョーとか言うから、イジメられてるのかと思ったぞ。まあ子供は悪戯いたずら好きだしな。

「いやー、まいるわー。どこ行っても『オークだ！』って名指しされてよー。まいるわー」

　まいるわー、と言いつつもユリアンはどこか嬉うれしそうだった。

　同じ騒ぎになるにしても恐おそれられるのと注目を浴びるのとでは百八十度異なる。

　想像とはだいぶ違ちがう場所に収まった感があるけれども──

　……ま、これはこれでよかったんじゃないかな。
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　異世界連合学院という風変わりな学校に通い始めて早一ヶ月──

　コミュ障の俺にもようやく友達と言える存在ができた。

　背中に翼つばさの生えた有ゆう翼よく人じんに、耳の尖とがったエルフ、棍棒を振ふり回す厳いかついオーク、白衣を身にまとったマッドサイエンティストな半はん魚ぎよ人じん……などなど、個性が強すぎておっかなびっくりなところはあるものの友達は友達だ。夢にまで見た、と言うと大げさだが、今まで友達ゼロだったことを思えば明治維い新しん並みに革かく命めい的な出来事である。……俺にとっては。

　もっとも──いいことばかりではなく、自動召しよう喚かんという一刻も早く解決しなければならない問題があるわけだが、それを除けば俺の学院生活は安定していた。いや、ある意味、充じゆう実じつしているといってもいい。女子トイレを通じてたくさんの友達ができたのだから。




　しかし──




　異世界連合学院はやはり普ふ通つうの学校ではなかった。

　なぜなら……。




『…………私は』




　神様を頼たよって女子トイレを訪おとずれた一人の女子生徒──

　彼女の物ぶつ騒そうな発言をきっかけに、俺と委員長の女子トイレライフに暗雲が立ち込めたからである。




『アイリスの背中の翼を奪うばい、そして葬ほうむり去る。そのために私はこの学院に入学したの』




　彼女がつぶやく。

　悲しそうに、申し訳なさそうに、今にも消え入りそうな声で。













　　　第四話　二人の想おもいと真実







　五月下旬──

　中間試験が目前に迫せまったある日の昼休み。

「世せ良ら君、タイムの計測をお願いします」

「ああ」

　俺はストップウォッチを片手に持ち、体操着姿の委員長に視線を向ける。

「いきます……えい！」

　委員長がエアーマットに向かってダイブした。

　その瞬しゆん間かん、背中の翼つばさが大きく羽ばたき──

　一秒、二秒……ぼすん。

　うつ伏ぶせの姿勢で水平に飛び込んだ委員長は二秒程度ホバリングしたあとマットに着地した。

「はぁはぁ……何秒ですか？」

「二秒四二。昨日よりはマシになったかな……」

「目標の十秒までは遠いですね。もっと滞たい空くう時間を伸のばさないと」

　委員長の飛行訓練──

　実は以前から屋上にエアーマットを持ち込み、人目を忍しのんで練習しているのだが、ここ最近、特訓に熱が入っている。と言うのもついこの間、ユリアンが……。

『クラスの一部の連中が、オレが王子に注意されて断念した能力の見せ合いをどうしてもやりたいって言っててよ。オレが「難しいだろ」って言ったら、連中、担任に相談しに行ったみたいなんだよ。んで交流目的だって説明したら、魔ま力りよくの暴走や暴発が起きないことが確かく認にんされている能力同士だったら許可が下りるかもしれない、って言われたらしいんだよ』

　委員長恐きよう怖ふのイベントが再び開かい催さいされる見通しとなったのだ。

　しかも今度は担任公認。阻そ止しするのは難しい。

「世せ良ら君、もう一度です！」

「ああ……」

　訓練に励はげむのはいいんだけど──

　さっきからマットに飛び込んで一いつ瞬しゆんホバリングしてるだけなんだが。

　これって飛んでいると言えるのか？　ノエルさんとかでも魔法の力で一瞬浮くくらいできそうな気がする。……まあ野や暮ぼなことは言うまい。委員長、頑がん張ばってるんだから。

「そういえばさ。一いつ般ぱん的な有ゆう翼よく人じんって長くてどれくらい飛行できるの？」

「十分前後といったところです」

　マットの上で体育座りをしている委員長がハンカチで汗あせを拭ふきながら答える。

「じゃあ……鳥みたいに長時間飛行できるわけじゃないんだ」

「有翼人は空に舞まい上がるにしても高さを維い持じするにしても魔力が必要で、しかも飛んでいる間中ずっと消費し続けるので長く飛べる有翼人でも十分ほどで魔力が空からになってしまうのです。鳥は羽ばたきや上じよう昇しよう気流を利用して浮上、そして高度を稼かせげたら滑かつ空くうで長時間の飛行が可能になりますが、それは身体からだが極きよく端たんに軽いからできることなのですよ」

　鳥か──

　よく考えてみると、俺、鳥が空を飛ぶメカニズムってちゃんと知らないかも。

「世良君、知っていますか？　鳥の多くは小型なだけではなく、骨の中身などもスカスカで、見た目以上に軽いのですよ。空を飛ぶのに適した肉体構造になっているわけです」

「へぇ」

　それは知らなかった。この機会に図書館で調べてみるか。

「鳥はいいですよね。はは……それに引き換かえわたしは日本の食べ物が美味おいしいからと暴飲暴食を繰くり返した結果、体重が入学前より四キロも増え……ってまた世良君の前で自じ爆ばくを!?」

　その話は前にも聞いたよ。どれくらい体重が増えたのかは今知ったけど。

「……身体が重いと、空を飛ぶとき余計に魔力を消費してしまいますし、飛行訓練よりも先にダイエットに励はげんだほうがいいのかもしれません……」

　委員長はそうつぶやいたあと、でも、と言ってマットの上をゴロゴロ転がりながら、

「……ダイエット面めん倒どくさいです……。はぁ、誰だれか寝ねているだけで瘦やせる薬とか作ってくれませんかねぇ……？」

　完全にダメ人間の発想じゃないか。委員長、頑がん張ばれ。堕だ落らくしちゃいかんぞ。

「そもそも……わたしの故郷も地球も平和そのものなんですから、別に空を飛べなくたって、生活に支障なんてないわけで……」

「その言い方だと昔は飛ぶ必要があったみたいだけど」

「えっとそれは。有ゆう翼よく人じんの起源にかかわるお話なのですが……」

　委員長が身を起こし、背中の翼つばさを広げる。

「起源？」

「はい。父が言うには有翼人は数百年ほど前に、争いを避さけるため別の世界から今のわたしたちが暮らす世界に逃にげてきたのではないか、ということらしくて」

「のではないか、ってことは推すい測そく？」

「あまり過去の資料が残っていないようで、今のお話はご先祖様からの伝聞だそうです」

「正せい否ひはともかく、争いが絶えない世界だと、有翼人の翼は何かと役に立ちそうだね」

「ですね」と委員長が頷うなずき、「とはいっても現在のわたしの故郷は、人種族を始め、獣じゆう人じんや亞あ人じんなど他ほかの多くの種族と平和外交を築いているので、ちょっと想像できないお話です」

　この学院に通っている異世界人はみんな平和主義を掲かかげる世界からやってきている。

　ユリアン然しかり、アイザック君然り。

　だが地球が過去に大きな大戦を経験しているのと同じように、委員長たちの世界も、なんらかの争いを乗り越こえてきているのかもしれない。まあ有翼人は別の世界から逃げてきたという話だから、前の世界は今も地じ獄ごく絵図だったりするのかもしれないが。

「うん？　ちょっとお天気悪くなってきました？」

「たしかに少し曇くもってきたね」

　天気予報では雨が降るとは言っていなかったが、上空に嫌いやな感じの雲が広がりつつある。

「五時間目の体育はグラウンドで千五百メートル走というお話でしたが、雨が降ればさすがに中止ですよね？　体育館でまで走らされるということは……ありませんよね？」

「どうだろう」

　委員長ってたぶん運動嫌ぎらいだよな。苦手だから嫌いなのかそれとも単に面めん倒どうくさいからか。

「……さて。あと十五分くらいで昼休み終わるけど、まだ飛行訓練続ける？」

「んー、そうですねぇ……」

　翼を横に大きく広げ、曇り空を見上げる委員長。

　疲つかれたわけではなさそうだ。やる気が削そがれてしまったのだろうか。

　そういえばさっき──

『そもそも……わたしの故郷も地球も平和そのものなんですから、別に空を飛べなくたって、生活に支障なんてないわけで……』

　というようなことを委員長は言っていた。

　現代においては必ずしも飛べなければならない、ということはないと。

　そして、委員長は目の前に切せつ羽ぱ詰つまった理由があるから飛行訓練に励はげんでいるのであって、理由がなければこうして屋上にマットを敷しくことはなかったのではないだろうか。

　飛べなければ命にかかわる──

　今はそういう時代ではないから……。




　──ガチャ。




　西から黒い雲が飛来する中、屋上の重い扉とびらが開かれた。

　扉を開けて屋上に出てきたのは毒舌少女、フィオナ・ハイドフェルドだった。

　彼女は体操着姿でエアーマットに腰こしかける委員長を眺ながめながら「ふーん」とつぶやいた。

　……まずいところを見られたな。いや、飛行訓練に励んでいるシーンを目もく撃げきされたわけではないから「ダイエットの一いつ環かんだよ」とでも言い訳すれば──

「まさかこんなところで、こそこそと飛行訓練をやっていたとは……ね」

　だがハイドフェルドはこちらの状じよう況きようをストレートに言い当てた。

「なっ」「えっ」

　驚おどろく俺たちを嘲ちよう笑しようしながらハイドフェルドは続ける。

「アイリス、確かく認にんしたいのだけれど。あなたは本当に空を飛べないの？」

「それは……その……」

　屋上にはエアーマットが敷かれ、委員長は体操着を着用しているが──

　この状況からどうやって飛行訓練に結びつけたんだ？　普ふ通つう、わかるか？

　もしかしてハイドフェルド、魔ま法ほうか何かで俺たちの会話を盗ぬすみ聞ぎきしてたんじゃ……。

「屋上に続く階段の途中でスマホゲーに興じていたら声が聞こえてきたのよ。あなたたちの会話は一部始終聞かせてもらったわ」

「……屋上の扉はかなり分厚いから校舎の中まで声が届くとは思えないが」

「魔人はね、地じ獄ごく耳みみなのよ」

　魔法の力とかじゃなくて種族的なアドバンテージかよ！　くそ、もっと用心すべきだった。ここは普通の学校ではない。耳のいい種族なんて他ほかにも腐くさるほどいるはず──そこに考えが及およばなかった俺たちのミスだ。

「もう一度聞くわ。アイリス、あなたはまともに空を飛ぶことができないのね？」

「……う」

「否定しないのなら事実と受け取るわ」

「…………そ、そう受け取ってもらってかまいません……」

　誤ご魔ま化かしは通用しないと思ったのか、委員長は素す直なおに白状した。

「ですが……決してクラスのみなさんを騙だましていたわけでは……」

「騙す？」とハイドフェルドが不ふ機き嫌げんそうな顔で、「誰だれもそんなことは聞いていないわ。私はただ事実を確かく認にんしただけよ」

「えっと……？」

「ま、おそらくクラスメイトの多くはあなたが『飛べるもの』と思っているでしょうけれど、それは凡ぼん百ぴやくどもの勝手な想像であって、あなたに非があるわけではないわ。それともあなたは普ふ段だんから『わたし飛べます』と周囲に言いふらしていたの？」

「いえ……そんなことは一言も……」

「じゃあ、気にする必要はまったくないじゃない」

　……なんだ？　もしかして委員長をフォローしているのか？　にしちゃ不機嫌だ。

　言葉にも刺とげがあるし。というか俺には彼女が何かに苛いら立だっているように見えるのだが……。

「…………」

「…………」

　無言で向き合う委員長とハイドフェルド。

　片や弱気に縮こまり、もう片方は偉えらそうに腕うで組ぐみをしている。やはり不機嫌な面おも持もちで。

「ハイドフェルド。他ほかに何か……委員長に言いたいことがあるんじゃないのか？」

「……なんの話？」

「だって気にする必要はないと言いつつ、顔は笑ってないし、さっきから委員長を威い嚇かくしているように見える。……そもそも普段から他人に無関心を貫つらぬいているハイドフェルドが、こうして突つっかかってくること自体、不自然に思えるよ」

　毒を吐はくのはいつも通りだが、この人は自ら進んで他人に絡からんでいくタイプではない。

　相手が絡んできて初めてリアクションを返す人である。それも面めん倒どうくさそうに。

「………………」

　図ず星ぼしだったのかハイドフェルドが無言で俺を見据すえ、そして睨にらみを利きかせた。

　その後、ふん、と目をそらしたかと思えば、

「……くだらない」

「え」

　ハイドフェルドのつぶやきに委員長が敏びん感かんに反応する。

　その妙みように投げやりな発言が意味するところを俺が頭の中で考えていると、

「……くだらないことを知ってしまった、というのが私の本音よ」

　とハイドフェルドが先に解答を口にした。

「聞き流してもよかったのだけれど、あまりにもくだらない悩なやみだったから、ついイラッとしちゃってね。少しからかってあげようと思って、こうして屋上にあがってきたのよ」

「くだらないって……本気で言ってるのか？」

「本気に決まっているわ。くだらないものはくだらないとしか言いようがない」

「ハイドフェルド……言っていいことと悪いことがあるんじゃないのか？」

　気づけば俺は委員長をかばっていた。

「委員長がどんな思いで飛行訓練に励はげんでいるのか──あんたは、そんなことも想像できないのか？　なんだよ、くだらないって……そんな言い方……」

「………………」

「どうして黙だまってるんだよ？　なんとか言ったらどうだ？」

「…………何も……何も知らなければよかったわ……」

　ようやく返ってきた言葉がそれだった。

　そして、ハイドフェルドはそれだけ言うと俺たちに背中を向けた。

「ま、待てよ！」

　去っていこうとするその背中に手を伸のばそうとすると、

「…………っ！」

　ハイドフェルドが一いつ瞬しゆんこちらを振ふり返り、不思議な力で俺をその場に留とどまらせた。

　身体からだが、動かない……。な、なんだこれ？




　──バタン。




　扉とびらが閉まり、ハイドフェルドの姿が見えなくなると、硬こう直ちよくしていた身体に自由が戻もどった。

「……くそ……なんなんだよ……一体っ」

　言いたいことだけ言って、反論は一いつ切さい受けつけないとか何様だよ。

　挙あげ句くの果はてに魔ま法ほうの力でこちらの身体の自由を奪うばうなんて。

　くだらないと思うのなら最初から絡からんでくるなよ。

「委員長。気にすることないぞ」

「あ、いえ……。わたしなんかよりもフィオナさんのほうが心配です……」

「……心配って」

　どんだけ他人に甘いんだよ、委員長は。

　あんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいをする失礼極きわまりないヤツのことなんて放ほうっておけばいいのに。

「でも……フィオナさん、泣いていましたよ？」

「え、泣いていた？」

「はい」

「……きっと見み間ま違ちがいだよ」と俺は委員長を正面から見据すえ、「だって泣く理由がない。あの状じよう況きようで泣きたくなるとすれば、それは委員長のほうだ。……そうだろ？」

「いえ、わたしは……」

「ハイドフェルドをフォローする必要なんてないよ。あいつは、委員長に言ってはならないことを言った。飛べないことを悩なやみ、故郷や、この学院でも、ずっと苦しみ続けている委員長の気持ちを無視して、『くだらない』って……！」

「…………世せ良ら君」

「とにかく今はハイドフェルドだ。一言、文句言ってやらないと気がすまない」

　人目のあるところで捕つかまえれば、さっきみたいに魔ま法ほうを使われることもないだろう。

「ごめん、委員長。俺、ちょっとハイドフェルドを探しに──」

「ま、待ってください、世良君」

　駆かけ出そうとすると、委員長が俺の腕うでをつかみ、

「世良君……フィオナさんを責めないであげてください」

　と切せつ羽ぱ詰つまった表情で訴うつたえた。

「フィオナさんはあんなことを言う人ではないはずなのです」

「……いや、ハイドフェルドはもともと毒舌を吐はくことで有名だし」

　告白してきた男子に冷れい酷こくな言葉を浴びせ、中には学校に来なくなる生徒もいるって話だ。この間だってユリアンの欠点をズバズバ口にしていた。そういう事実があるのだから「あんなことを言う人では～」という委員長のフォローはフォローになっていない。

「わたしもフィオナさんのことを一から十まで知っているわけではありませんが……。でも、少なくともフィオナさんは悪人ではありません。それに優やさしい一面だってあるのですよ？」

「優しい一面？」

「……はい」と委員長が曇くもり空ぞらを見上げ、「世良君が転入してくる前、わたしがまだマーテル様に頼たよっていた頃ころのお話です。Ｃ組は今でこそ調和が保たれていますけど……入学当初はそれはもう荒あれに荒れていて、喧けん嘩かが絶えないクラスだったのです」

　今も調和が保たれているとはとうてい言えない気がするが──他ほかのクラスと比ひ較かくすると、それなりにまとまっているという話はよく耳にする。

「あるとき、担当の先生が不在ということで自習になったのですが、静かに課題をこなさなければならないのに、みんなが騒さわぎ始めて……」

「ありがちだね」

「ユリアン君なんか教室の後ろで棍こん棒ぼうを振ふり回す始末で……」

「何やってんだよ……あいつは」

　委員長の苦労が手に取るようにわかる。

　きっと入学当初は今よりずっとカオスだったんだろうなぁ。常識が共有されておらず、みんな思い思いに、好き勝手に振ふる舞まっていたのではないだろうか。

「わたし、何度も何度も注意したんです。隣となりのクラスに迷めい惑わくになりますから、と。でも、何度注意しても、しばらくすると騒さわがしくなって……」

　委員長は当時のことを思い出したのか、翼つばさを折りたたみつつ、ため息をつき、

「そんなときフィオナさんが席を立ったのです。しかも、教きよう壇だんの前に移動して、おもむろに黒板を叩たたいて『黙だまれ』と。クラスのみなさんを一いつ喝かつしてくださったのですよ。わたしが注意するのとは違ちがって効果はテキメンで、その後、授業が終わるまでずっと静かでした。あのときフィオナさんの助けがなければどうなっていたことやら……」

「……えっと、それは委員長を助けたんじゃなくて、マジでうるさかったからハイドフェルドがキレたってだけじゃないの？」

「かもしれないと思ったのですが、授業のあとにわたしフィオナさんに『先ほどはありがとうございました』とお礼を言ったんです。するとフィオナさん、『あなたドン臭くさいのよ』とか『もっとしっかりしてほしいものだわ』とか言って、クラス委員長のなんたるかを指南してくださいまして」

「……それもただ不満をぶつけただけって気がするが」

「というよりお説教？　こうしなさい、こうするべき、という論調でした」

「余計、酷ひどくない？」

「うーん、言葉で説明するのは難しいのですが、嫌いやな印象は全然受けなかったですよ？　むしろ励はげまされたような気がして……」

「……激げき励れいってこと？」

「世せ良ら君とタイプが少し似ている気がします。ほら、世良君もこの間、『諦あきらめるなよ！』と言ってユリアン君を励ましたじゃないですか。フィオナさんからもああいう他人を激励するような優やさしさを……まあ人によっては余計なおせっかいに映るのかもしれませんけど、わたしにはフィオナさんの言葉がありがたかったのですよ。この先、クラス委員長としてやっていけるのかなって。不安に思っていたので」

「なるほど……」

「きっとフィオナさん、わたしが似非えせ優等生だってことにも気づいていると思います」

　はは、と乾かわいた笑いをこぼしながら委員長が言う。

「でもこれまでフィオナさんが、クラスの人たちにそのことを告げた様子はなくて。だから、その、なんと言いますか……フィオナさんはわたしにとって単なるクラスメイトではなくて、かといって特別というわけでもなく……えーと、なんでしょう？　見かけるとつい目で追いかけてしまう人と言いますか、とにかく気になる存在なのですよ」

「友達になりたいってこと？」

「それもあります」と委員長は頷うなずき、「実は何度か食事に誘さそったり、放課後に遊ばないかとアタックしているのですが……全部断られています。全敗です」

「それはまた……」

　めげずに何度もアタックしているのがなんとも委員長らしい。

　でも、そうか──

　俺が知らないだけで、二人にはちゃんと接点があったんだな。

　そして、委員長の知っているハイドフェルドと先ほどのハイドフェルドの態度を照らし合わせると違い和わ感がある、と。たしかに委員長が飛べないことを知ったときのハイドフェルドのリアクション──あの無関心な様子はいつも通りとしても、その後の「くだらない発言」はとてもじゃないが激げき励れいって感じではなかった。単なる罵ば倒とうである。

「ハイドフェルドの本質が委員長の言う通りだとしたら……さっきの態度はちょっと腑ふに落ちない気がする。……そういえば、去り際ぎわに泣いていた、って言ってたよね？」

「はい。頰ほおを涙なみだが伝うのが、たしかに見えました。わたしけっこう視力がいいので、見間ま違ちがいではないと思います」

「ハイドフェルドが泣く理由……よくわからないな」

「わたしにも皆かい目もく見当がつきません」

　委員長が翼つばさを揺ゆらしながらその場から立ち上がる。

　気づけば一部ではあるが空に青空が広がっていた。

　まだ雲は目立つが、この様子では雨が降ることはなさそうである。

「とにかくフィオナさんともう一度、お話を……」

「……うん。俺も気になるし、委員長に付き合うよ」

「世せ良ら君、ありがとうございます！」

　頭を下げる委員長を見ながら俺は「……すごい人だな」と素す直なおに感心した。

　欠点を蔑さげすまれ、罵倒された直後に、その相手のことを慮おもんぱかる──

　そんなこと普ふ通つうの人間にはなかなかできないことだと思ったから。







　残念ながらハイドフェルドは午後の授業を欠席した。

　そのため昼休みの一件を問うことはできなかった。

　……しかし。

　その日の放課後、俺は神様という立場で全すべての真実を知ることになる。

　彼女が口にする懺ざん悔げの言葉と共に──
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　放課後──

　俺はいつものように女子トイレに召しよう喚かんされ、悩なやみを抱かかえる女子生徒の相談に乗っていた。

　テスト前ということで悩みの多くは勉強に関することで、「それは先生に訊きけ。俺に訊くな」と言いたくなる相談ばかりだった。

『神様、ありがとうございましたー』

　三人目の相談者が女子トイレを出ていった直後、俺は大げさにため息をついた。

　最近の女子トイレはバラの香かおりがする──

　トイレと言えばあまりいい匂においはしないものだが、この学院は今年創立したばかりなので校舎はまだ新しく、この女子トイレもまだ清潔感が保たれている。いや、それどころか日に日に綺き麗れいになっている。というのは冗じよう談だんでもなんでもない。なぜならこの女子トイレ、有志で結成された『女子トイレ清せい掃そう隊』なる組織によって昼休みに必ず掃そう除じが行われているのだ。しかも業者顔負けの装備で事に当たっているらしい。

　この事実を教えてくれた委員長は「うー、このままでは寄付金が集まって女子トイレが改築されて、受付やラウンジができてしまうかもしれません……」と妙みような心配をしていた。

　──コンコンコン。

　思考に耽ふけっていると、三度のノックのあと隣となりの個室に新たな相談者が入ってきた。

　このところ女子トイレには相談待ちの列ができることがあり、一人目が出ていくとすぐさま二人目が入ってくる。当然、最初の一人だけは召喚の前まえ触ぶれである悩みの声を聞くが、以降は前情報なしに入いれ替かわり立ち替わり入ってくる女子の相談と格かく闘とうしなければならない。

『………………』

「（ん？）」

『………………』

「（何も喋しやべらないな。無口な人なのかな？）」

　ノックは三度あったし──

　ならば普ふ通つうにトイレを使用するために入ってきた女子ではないはず。

【何か相談があって個室に入ってきたのではないのか？】

　俺はいつものように声を変え、神様を演じる。

『………………』

　だがやはり無言。気配はするのでまだ隣にいるはずだが……。

【黙だまっていても問題は何も解決しないぞ】

　あえて突つき放すような言い方をすると、




『……謝りたいの』




　と弱気な声が隣となりの個室で響ひびいた。

　どこかで聞き覚えのある声──

『ある人に酷ひどいことを言ってしまって……。だから謝りたいの』

「（この声……ハイドフェルド？）」

　歩く毒舌として名を馳はせている彼女だが──

　隣にいるであろうハイドフェルドの声は別人のように弱々しかった。

　ある人ってたぶん委員長のことだよな。ってことはハイドフェルド……。

　──本気に決まっているわ。くだらないものはくだらないとしか言いようがない。

　昼休みに委員長に言い放った容よう認にんできかねる毒舌。

　やはりあれは本音ではなかった？

　委員長が言うように何か理由があって……。

【それは本人に『ごめんなさい』と言えばすむことでは？】

『……無理よ』

【無理？　それはなぜだ？】

『だって……』

　ハイドフェルドが押し黙だまる。

　反省はしているけど謝るのはためらわれる──

　お前は小学生か！　素す直なおに謝れよ！　と言ってやりたいところだが、神様という立場上、乱暴な物言いはできない。

【相手はどのような人物だ？　謝っても許してくれない頑かたくなな人物なのか？】

『……そんなことはないわ。性格の悪い私とは対照的に誰だれに対しても分わけ隔へだてない優やさしさを与あたえてくれる人だもの。謝ればきっと水に流してくれると思うわ』

【だったら簡単な話だ。誠意を持って素直に謝れば──】

『──違ちがうの！』

　突とつ然ぜん、ハイドフェルドが大きな声で叫さけんだ。

　その後、慌あわてて口をつぐみ、

『……問題にしているのはそういうことではないのよ』

【問題？】

『ええ』とハイドフェルドは声をさらにひそめ、『私にはある使命があって……』

【使命……？】

　話の行く末がまったく読めない。急になんの話だ？

『最初に謝りたい人がいると言ったわよね？』

【ああ】

『その人は有ゆう翼よく人じんという希少種族出身なの。名前はアイリス・オースティン』

【……ああ】

『そして、そして……──』

　ハイドフェルドが途と中ちゆうで言葉を失った。言うのをためらっている雰ふん囲い気き。

　俺は続きを促うながすわけでもなく、ただじっと次なる言葉を待った。

　すると──




『……私に与あたえられた使命とは、そのアイリスの──背中の翼つばさを奪うばうことなのよ……』




　ハイドフェルドの口からとんでもない発言が飛び出した。

【…………は？】

『アイリスの背中の翼を奪い、そして葬ほうむり去る。そのために私はこの学院に入学したの』

　何を──ハイドフェルドは一体、何を言っているんだ……？

『……ね、無理でしょう？』

　ハイドフェルドの声は震ふるえていた。
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『アイリスの命を奪うばおうとしているこの私に……謝罪の言葉を口にする権利はないのよ』

　はは、と力なく笑う声が壁かべ越ごしに聞こえてきた。

　冗じよう談だんだろ──

『……神様。もしもあなたが噂うわさ通りに、どんな願いも叶かなえてくれるというのなら……』

　ハイドフェルドが切せつ羽ぱ詰つまった声で俺に訴うつたえる。

『お願い。……私を──私と彼女を助けて』

【………………】

　しばらく無言の時が続いた。

　……理解が追いつかない。何がどうなってるんだ？　ハイドフェルドは単なる留学生ではなくて、委員長の背中の翼つばさを奪うためにこの学院に入学した……と。葬ほうむり去るとも言った。翼を奪って委員長を殺すってことなのか？

【要領を……要領を得んな。もう少し詳くわしい話が聞きたい】

　俺は動どう揺ようを悟さとられないように慎しん重ちように質問する。

『……ごめんなさい。一から話すわ』

　多少は冷静になったのかハイドフェルドのその声は普ふ段だんのトーンに近かった。

『私はある人物の命令で動いているの。アイリスの翼を欲しているのはその人物で、私は手て駒ごまみたいなもの。知り合ったのはごく最近のことで……私は孤こ児じだったのよ。ずっと故郷の貧民街で暮らしていて、盗ぬすみなどを働いてどうにか生計を立てていた。そんなとき、今の雇やとい主ぬしと出会ったの。そして、「私の計画を手伝ってくれたら人並み以上の生活を与あたえてやろう」と言って唆そそのかされて。その計画というのは……さっき話した通りよ……』

　ハイドフェルドが言うには有ゆう翼よく人じんの翼には膨ぼう大だいな魔ま力りよくが蓄たくわえられており、様々な使い道があるらしい。彼女の生まれた世界では、魔族が魔力を手に入れる手段として、古来「翼刈がり」が横行していた。当然、現地の有翼人は激しく抵てい抗こうしたが、戦せん闘とう能力に秀ひいでた魔族に抗あらがうことはできず、その結果、多くの有翼人が翼を奪われた。

　翼を奪われた有翼人は死し亡ぼうしてしまう──

　ゆえに有翼人は長い年月をかけて徐じよ々じよにその数を減らしていったが……。

　ある時期を境に、存在そのものが語られなくなる。

　これは「翼刈り」がエスカレートし、有翼人が絶ぜつ滅めつしてしまったからとも、絶滅を危き惧ぐした一部の有翼人たちが禁断の魔法を用いて異世界に逃にげのびたからとも言われているが、どちらにしろ現在のハイドフェルドの故郷では有翼人の存在は確かく認にんされておらず、もはや歴史の中で語られるだけの……いや、今の現役世代は「翼刈り」が大昔に横行していたという事実すら知らずに生きているらしい。

　と言うのも現在、ハイドフェルドの生まれ育った世界では、人や魔族、またそれ以外の種族が一つの街、一つの国の中で仲よく暮らしているらしい。

　人と魔ま族ぞくのハーフであるハイドフェルドは、その象しよう徴ちようと言えるが……ともかく大昔は好戦的だった魔族だが、今は平和外交を築いており、そのせいか過去の自分たちの行いを隠かくす傾けい向こうにあって、「翼つばさ刈がり」について語るのはもはやタブー中のタブーなのだとか。

【そして、そなたの雇やとい主ぬしは、その禁きん忌きを犯おかそうとしている、と】

『……そういうことになるわね』

【だが──実行犯であるそなたにはターゲットの翼を奪うばう気はない】

『……ええ』とハイドフェルドが神しん妙みように答え、『最初は命令に従うつもりだったわ。この日本という国を訪おとずれ、学校に通い、便利な道具に触ふれて……。任務を遂すい行こうすれば、この夢のような生活が手に入る……。心が躍おどったわ。私は俄が然ぜんやる気になった』

【雇い主が言う人並み以上の生活とは、この学院での留学生活を指していたのか】

『まるで目の前に人にん参じんをぶら下げられた気分だったわ』

　その後、再びハイドフェルドの声が沈しずんでいき、

『任務の詳しよう細さいを聞かされたのは入学式から数日後のこと……』

【それまでは何も聞かされていなかったのか？】

『最初から詳細は現地で、と言われていたの』

　なかなか巧こう妙みようだ。もしかしたら雇い主はもとよりハイドフェルドに選せん択たく権を与あたえるつもりなどなかったのかもしれない。

『どんな任務でも私はこなすつもりだった。でも、任務の具体的な内容を聞き、雇い主が選んだターゲットであるアイリスと出会い……彼女と触れ合ううちに私の考えは変わってきた。あの子は私がどんなに冷たく接しても、嫌いやな顔一つせず、子犬のように私に近づいてきた……。一いつ緒しよに夕飯どうですか？　とか、今度のお休みに遊びに行きませんか？　とか。しかも、それは社交辞令や気き遣づかいなどではなくて……純じゆん粋すいに私に興味を持ってくれているように見えた』

【情が移ったと？】

『……私は長年貧民街で暮らしてきた。そこでは盗ぬすみや殺しは日常茶さ飯はん事じで、誰だれもが他人を疑いの目で見ていた。誰も信用しない、信じていいのは自分だけ。……いえ、時には自分さえ信じられなくなることがあった。そんな暮らしが長かったから──私にはアイリスが眩まぶしく見えて仕方なかった。……そして、思ったの。この子は殺せないって。殺したくないって』

【だから命令には従えない。そういう結論を出したのだな】

『……私、アイリスに何度も何度も冷たい言葉を浴びせてしまった。本当は嬉うれしかったのに。食事に、遊びに誘さそわれて嬉しかったのに……！　なのに私は……！』

　ずっと葛かつ藤とうしていたのだろう。

　人並み以上の生活を手に入れるためには委員長を殺あやめなければならない。

　だがハイドフェルドは美しき翼を持つターゲットの少女に心をほだされて……。

　結果、任務を遂行することに抵てい抗こう感を覚えた。

　おそらく彼女が求める人並み以上の生活とは、単にお金のことだけを指しているのではないのだろう。人との触ふれ合あいをハイドフェルドは求めているのではないだろうか？

　他人を疑う生活ではなく、他人を信じる生き方を──

　普ふ通つうの生活。噓うそのない正しき道。そういったものを求めていながら、その過程には委員長を裏切る選せん択たく肢ししか用意されていない。ハイドフェルドはその矛む盾じゆんに苦しめられているのだ。

【事情は理解した。だがそなたが私に助けを求めてきたのはなぜだ？　命令に背そむくと何かまずいことでもあるのか？】

『……私は一人で留学しているわけではないの。直属の上司が一いつ緒しよなのよ』

【上司？】

『私が命令に背くかもしれないからよ。監かん視しのためね。……恐おそろしい人よ。私なんかとは比べ物にならないほど膨ぼう大だいな魔ま力りよくを備えていて、性格も冷れい酷こくの一言』

【……監かん視しのため、と言ったが、今は大だい丈じよう夫ぶなのか？】

『別に四し六ろく時じ中ちゆう見張られているわけではないわ。翼つばさを奪うばう計画にしても、慎しん重ちように事を進めるようにと言われているから、せっつかれているわけでもない。ただ……その……』

　ハイドフェルドが言いにくそうに言葉を紡つむぐ。

『私にはある「呪のろい」がかけられているの。任務の内容を聞かされたその日に上司によってかけられた「呪い」が。……その「呪い」とは、上司個人を特定するような情報を他人に伝えると、その瞬しゆん間かん……命が絶たれる、というもの』

【命が絶たれる……？　待て……すでに言ってはならないことを口にしているのでは？】

『個人を特定するような情報、と言ったでしょう？　存在をほのめかすだけなら「呪い」は発動しないのよ。……まあ、実を言うと今の今まで確証はなかったのだけれど』

　おいおい──

　綱つな渡わたりじゃないか。

『仮に私が約束を破り、「呪い」が発動すると、その事実は即そく座ざに上司に伝わる仕組みになっているらしいわ。……ともかく、そういうことだから、これ以上、上司に関する情報を漏もらすことはできないの。ごめんなさい』

　上司個人を特定するようなことは何も言えない──つまりハイドフェルドを裏で操あやつっている肝かん心じんの人物が誰だれなのか、他人には知ることができないようになっているってことだ。

　よく考えられている。

　しかし、諸悪の根源を特定できないとなると──

　できることは限られてくるな。

【雇やとい主ぬしのほうは？　何か明かせる情報は？】

『……実は会ったことすらないの。私はただ今回の仕事を書面のやり取りで請うけ負おって……現地で上司と落ち合い、ただ命令に従っているだけだから』

【そうか……】

　情報を得るために故郷に戻もどろうと思っても、上司がそれを許さないだろう、とハイドフェルド。どちらにしろ会ったこともない雇やとい主ぬしの情報を入手するのは不可能に近いだろうが。

『私がバカだったのよ。人並み以上の生活が手に入る……なんて言葉に騙だまされて。そんなに都つ合ごうよく自分の欲しいものが手に入るわけがないのに……』

　ハイドフェルドが涙なみだ声ごえでつぶやく。

『私……もうどうすればいいのか……どうすればいいのかわからない……。どうすればアイリスを守ることができるのか、どうすれば現状を変えることができるのか……』

　委員長の翼つばさを守りたい──

　その気持ちは俺も同じだ。

　翼に膨ぼう大だいな魔ま力りよくが蓄たくわえられているから、これを手に入れたい。

　そんな身勝手な理由で委員長の命を奪うばうなんて許されるわけがない。

　……守りたい。叶かなえたい。

　委員長の命、ハイドフェルドの願い、両方を──

【……わかった。できる限りの力を尽つくそう】

　俺がそう言うと、ハイドフェルドは声にならない声で「ありがとう」とつぶやいた。













　　　第五話　自由を手に入れるために







「世せ良ら君……お願いですから教えてください」

　ここ一ヶ月の間に何度も訪おとずれたであろう学院から遠く離はなれたファミレス。

　そこで俺は委員長に問いただされていた。

「フィオナさんは、一体どんな相談を……女子トイレの神様である世良君に？」

「……それは」

　委員長に「フィオナさんが女子トイレを出ていくのを見たのですが……」と言われたのは、ハイドフェルドが女子トイレを去り、いつものように委員長にＬＩＮＥＲで連れん絡らくを取って脱だつ出しゆつを手伝ってもらった直後のことだった。どうやら委員長は、あらかじめ女子トイレがある東校舎三階の空き教室に待機していたようで、だからハイドフェルドが出ていく姿を目もく撃げきできたらしい。

「フィオナさんのプライバシーにかかわることだから言えないのですか？」

「……まあ」

　それはもちろんそうだ。だけど俺が委員長に真実を伝えられないでいるのは、ハイドフェルドから受けた相談が、委員長の生死を左右する深刻な問題だったからである。

　それに俺自身まだ考えがまとまっていない。

　だってハイドフェルドの話は突とつ拍ぴよう子しもなかったから。

「昼休みのフィオナさん、明らかに様子が変でした。世せ良ら君……屋上での一件と、フィオナさんが女子トイレを訪おとずれたこと……。何か関係があるのでしょう？」

「…………」

　委員長は単なる好こう奇き心しんからハイドフェルドの秘密を聞き出そうとしているのではない。

　純じゆん粋すいに心配しているのだ。転入早々クラスで孤こ立りつしてしまった俺のことを気にかけていたように、昼休み様子のおかしかったハイドフェルドのことも。

　もちろんそれだけではない。

　委員長は俺が転入してくる以前からハイドフェルドのことを気にかけていたのだ。

「世良君、お願いです。お願いですから、教えてください……。わたし、心配なんです。フィオナさんのことが……」

「……委員長」

　ならば俺も真しん摯しに答えよう。

　言えば必ずショックを受けるだろうが──でも、委員長には知る権利がある。

「わかった。そこまで言うのなら話すよ。ただ内容が内容だから……心して聞いてほしい」

　俺は一呼吸置いてから話し始めた。

　魔ま人じんの少女から聞いた「翼つばさを奪うばう計画」の全容について。

　……。

　…………。




「………………信じられません」

　話が終わると、委員長は目を伏ふせ、しばらくテーブルの木目を見つめていた。

「ハイドフェルド、謝りたいって言ってたよ。くだらない、って委員長に言ってしまったことを、彼女は本気で後こう悔かいしていた。こんな自分に謝る権利なんてない……とも」

「………………」

「呪のろいがかけられていなければ誤解を招くこともなかったと思うんだけど……。いや、ハイドフェルドには直属の上司が……仮にＡとするけど、そのＡが近くで監かん視ししているって話だから、どのみち不用意なことは言えなかったかも……」

　だからこそハイドフェルドはナイショ話ができる女子トイレを訪れたんだもんな。

「ともかく俺が聞いた話はこれで全部だよ」

　俺はグラスを口元で傾かたむけた。

　炭酸の抜ぬけきった甘ったるいコーラの入ったグラスを。

「委員長……大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　あ……そ、その……あまりにも現実味のないお話だったので……」

「……だよね。俺もまだ信じられない気持ちだし……」

　だがハイドフェルドが噓うそをつく理由などどこにも見当たらない。

　彼女の背後には、彼女を監かん視ししているＡなる上司がいて、その人物が裏で糸を引いているのはまず間ま違ちがいないだろう。またハイドフェルドの口ぶりから言って、Ａはこの学院に潜もぐり込んでいる可能性が高く……。

　となればうかうかしていられない。

　現状、Ａは裏で糸を引いているだけ。実際に動いているのはハイドフェルド一人であり、だが彼女は委員長の翼つばさを奪うばう気はない、と明言しているので、今すぐ委員長に危険が及およぶことはないと思うが、Ａがどういう人物なのかわからない以上、やはり悠ゆう長ちようにかまえていられない。

「委員長……」

　俺は意を決し、今後の対策についての自分の考えを口にした。

「今回のこと……正直言って俺たちには手に余るんじゃないかな」

「……手に余る？」

「ああ。だって委員長とハイドフェルドの命にかかわる相談だ。今はまだお互たがい実感が湧わかないでいるけど、やっぱりこういう問題は重く受け止めるべきだと思う」

　だから──

　俺はそう言葉を繫つなぎ、

「ここは大人たちに任せよう」

「……大人に」

「Ａの正体がわからない現状では学院の関係者にこのことを話すのはリスキーだ。話すなら外部の人間……まあ普ふ通つうに考えて警察だと思う」

　この門かど世せ町には、異世界人絡がらみのゴタゴタに対応するための特別な警察組織が存在する。基本的には普通の警察と変わらないが、精せい鋭えいぞろいだと親父おやじからは聞いている。

「日本の警察は事件が起きてからじゃないとまともに捜そう査さしてくれなかったりするけど、そこは俺のほうでなんとか融ゆう通ずうしてもらうから、委員長は何も心配しなくていいよ」

　親父の力を借りるのは気が引けるが──

　今はそんなこと言ってられない。二人の命がかかっているのだから。

「俺は本物の神様じゃない。もちろん女子トイレの神様は……俺も遊びでやっているつもりはないよ。みんなの悩なやみに対して、いつも真しん剣けんに答えているつもりだ。でも、今回は……。とてもじゃないが俺たちには対応できない。だから委員長……。異存はないよね……？」

「………………っ」

　俺の確かく認にんの言葉に委員長は何も答えず、その後も終始うつむいたままだった。

　ショックが大きすぎたのだろう。

　クラスメイトが実は自分の翼つばさを狙ねらっていて、その上、どこかに正体不明の人物が控ひかえている。

　翼を奪うばわれるということは有ゆう翼よく人じんにとって死を意味するわけで。

　もし自分が委員長の立場だったら……きっと震ふるえが止まらないだろう。

　その後──

　俺は委員長を寮りようまで送った。

　さらに同じ寮住まいのノエルさんにコンタクトを取り、しばらくの間、委員長と登下校を共にしくれないか、と頼たのみ込んだ。詳くわしい事情は伏ふせたままだったが、「セラっちには借りがあるからねー。いいよー」とノエルさんは快く引き受けてくれた。ハイドフェルドは、今すぐ委員長に危険が及およぶことはない、とは言っていたが、用心するに越こしたことはない。




　　　[image: ]




「……善は急げだ」

　一人暮らしをしているマンションに戻もどった俺はさっそく親父おやじの携けい帯たいに電話をかけた。身内や親しい友人くらいしか知らないプライベートな番号である。

「ん、繫つながらないか……。仕方ない。先にシャワーでも浴びるかな」

　総理の仕事は分刻みのハードなもの──こちらから連れん絡らくしてもなかなか捕つかまらないのは、家族なら当然知っていることである。なので俺は留守電に「至急相談したいことがある」と短く要件だけ入れておいた。

「親父にも詳しく説明しないといけないんだよな……」

　委員長に話したことを繰くり返かし伝えるだけではあるのだが、内容が内容なだけにきちんと親父に話が伝わるのか不安な気持ちがある。多た忙ぼうな親父のことだから「五分程度で頼む」とか言い出しそうなんだよなぁ。

「上手うまく説明できればいいんだけど……」

　憂ゆう鬱うつに思いながら制服を脱ぬぎ、パンツ一丁になる。

「ん、スマホが鳴ってる？　この音はメールだな……。もしかして親父からか？」

　俺はパンツ一丁のまま、テーブルの上で音を奏かなでるスマホを手に取った。

　そして、「なんだ、迷めい惑わくメールかよ……」とがっかりしていると、




『……神様……わたしのお願いを聞いてください……っ』




　そのとき女の子の悲痛な叫さけびが脳裏に響ひびいた。

　例によってあの女子トイレに願いを持った誰だれかが訪おとずれたのである。

　ちょ、こんな時間に、しかもよりによってこんな状じよう況きようで!?

　慌あわてる俺だったが、服を着直す暇ひまもなく──

　次の瞬しゆん間かんには薄うす暗ぐらい女子トイレの個室に光を発しながら降臨していた。

　や、やべぇ……どうしよう。

　パンツ一丁で女子トイレとか。誰かにこんな姿見られたら言い訳できないぞ！

　たまたまスマホだけは手に持ってたけど……。

　俺は青ざめつつもスマホを操作し、ボイスチェンジャーアプリを立ち上げる。

『……こんな時間に呼び出してしまって申し訳ないです』

　目が闇やみになれてきた頃ころ、声が聞こえてきた。

　隣となりの個室からではなく正面からだ。どうやら扉とびらの前に立っているらしい。

　しかも、その丁てい寧ねいな喋しやべり方かたには聞き覚えがあって──

『世せ良らく……いえ、女子トイレの神様。今日は神様個人にどうしてもお願いしたいことがあって……。その……わたし、どうしても夕方のお話が納なつ得とくできなくて……』

　声は間ま違ちがいなく委員長だった。

　一体どういうつもりでこんな時間に？　神様個人にってどういう意味だ？

　いや、そもそも──

「委員長……一人で出歩くなんて何を考えているんだよ。今は状況からいって、翼つばさを狙ねらわれる可能性は低いとはいえ……絶対に大だい丈じよう夫ぶとは言い切れないわけで……」

　俺はボイチェンを使わず、地声で語りかけた。

『……それについては謝ります。でも、電話ではこの気持ちは上手うまく伝わらない気がして。わたし、どうしても世良君に……いえ、女子トイレの神様にお願いしたいことがあって。だからこうしてここに……』

「俺……じゃなくて神様に？」

『はい』

　真しん剣けんな声こわ音ねがドアの向こう側がわから聞こえてきた。

　声が途と切ぎれると一転して、しん、と静まり返り……。

『神様……わたしの話を聞いていただけますか？』

　薄暗い女子トイレの中で、再び委員長の声が響ひびいた。

　やはりあくまでも神様に相談がある、という体ていらしい。

　俺ではなく──女子トイレの神様に。

『……神様？』

【聞こえている】

　俺はあえていつもの神様口調で答え、

【正直言って要領を得ないが……まずは話を聞こう】

『ありがとうございます』

　扉とびらの向こう側がわで翼つばさが羽ばたく音がした。

　きっと律りち儀ぎにお辞儀をしているのだろう。

　俺は便座から腰こしを上げ、委員長に合わせて立った状態で話を聞くことにした。

『お願い……というのはフィオナさんのことです』

　やはり──

　ハイドフェルド絡がらみの相談なんじゃないかという予感は最初からあった。ただこんな時間に俺を女子トイレに呼び出してまでお願いしたいこととは一体どんなことなのか。

『わたし、フィオナさんのこと……大人のみなさんに任せるべきではないと思うのです』

【なっ……。それはなぜだ？】

『フィオナさんが学院にいられなくなるかもしれないからです』

【いられなくなる？】

『……はい。フィオナさんはわたしの翼を奪うばう計画を立てた張本人ではありませんけど、日本の警察がフィオナさんを危険な人物としてマークする可能性は十分ありえると思うのです』

　たしかにハイドフェルドはＡの関係者。

　俺たちは彼女がどんな想おもいを抱いだいているのか知っているが、警察がそれを考こう慮りよしてくれるとは思えない。となると重要参考人として、Ａと一いつ緒しよに連行されるのではないだろうか？　しかもハイドフェルドは天てん涯がい孤こ独どくの身。たとえ罪に問われなかったとしても、上司であるＡを失えば、経済的なことを理由に故郷に帰らざるを得なくなる。そうなれば委員長が言うように、ハイドフェルドはいずれ学院にいられなくなる……。

『フィオナさん、わたしに謝りたい、とおっしゃっていたのでしょう？　それに、わたしに食事に誘さそわれて、遊びに行こうと誘われて、本当は嬉うれしかったって……』

　そう言っていた。

　だがターゲットである委員長と仲よくすることはできず──

『あえて冷たい態度を取ったり、人を遠ざけたり、もしそれがフィオナさんの望まぬ行動だとしたら……。がんじがらめにされている現状から抜ぬけ出して、自由になることを望んでいるのだとしたら──わたし……わたし、フィオナさんの願いを叶かなえてあげたいんです！』

【……委員長】

　気づけば俺は神様を演じていることを忘れ、素すの言葉を発していた。

『わたし自身も同じ気持ちなんです。入学直後からフィオナさんのことは気になっていましたから。……わたし、フィオナさんと友達になりたいんです。一緒に食事に行ったり、休日に遊びに出かけたり、教室でもお喋しやべりとかしたいんです！』
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　ドア越ごしに聞こえてくる委員長の必死な声──

　俺の胸の内で痛いほどに響ひびいていた。

『神様……どうかお願いします。フィオナさんが、この日本という国で自由な空気を感じ取ることができるように、クラスのみなさんと仲よくできるように、学院に残ることができるように！　自分勝手なお願いだということはわかっています。でも……でも、このまま大人に全すべて任せてしまったら、フィオナさんの本当の望みはきっと叶かなわない──そんな気がするんです』

【……本当の望み】

　どうして委員長と同じ考えに至らなかったのだろう──

　ハイドフェルドが何を求めているのか、俺にはわかっていたはずなのに。

　他人を疑う生活ではなく、他人を信じる生き方。

　彼女が人と人との繫つながりを渇かつ望ぼうしていることくらい読めていたというのに。

　きっとＡからいかにして委員長の翼つばさを、彼女の命を守るか、という点ばかり目が向いてしまい、ハイドフェルドへの配はい慮りよがお粗そ末まつになっていたのだろう。

　……まったく委員長には敵かなわないな。

　本来こういうことは安全地帯にいる俺こそが気づくべきことなのに。

「わかったよ……委員長」

　俺はスマホから口を遠ざけ、地声で答える。

「大人に頼たよらず、まずは二人で考えてみよう。ハイドフェルドが学院にいられるようにするためにはどうすればいいのかを」

『世せ良ら君……ありがとうございます。わたしのわがままを聞いてくれて』

「いや、謝らなければならないのは俺のほうだよ。ハイドフェルドは女子トイレの神様に相談を持ちかけてきたのであって、警察に駆かけ込んだわけじゃない。本当なら俺が委員長みたいにハイドフェルドの気持ちを酌くんであげなきゃいけなかったんだ……」

　きっとハイドフェルドもわかっていたんだ。

　警察を頼たよったら、自分がこの学院にいられなくなることを。

　だから彼女は女子トイレの個室を叩たたいた。

　虫のいい願いだと知りつつも、一いち縷るの望みをかけて──

「委員長は……すごいよ」

『そんな！　わたしなんてダメダメですよ！　結局、こうして世良君を頼っているわけですから！　そもそも……わたしには望まぬ世良君を女子トイレの神様に押し立ててしまった罪があるわけで……。は、はは、諸悪の根源ってヤツです……』

「それはもう言いっこなしだよ……。それにさ、女子トイレの神様をやっていなかったら、ハイドフェルドの置かれた状じよう況きように気づけなかったと思うし……」

『……世良君。本当に……本当にありがとうございます』

　その、ありがとう、にはいろんな意味が込められているように感じられた。

「……っと、さすがに電気なしだと暗すぎるな」

『あ、待ってください世良君。わたしＬＥＤのライトを持っていますから照らしますよ』

　そう言って委員長が個室の扉とびらを開ける。

「って世良君!?」

「……え？」

「どうしてパンツ一丁なのですか!?」

　そうだったああ！　シャワー浴びようと服を脱ぬいでいるときに召しよう喚かんされたんだったああ！

「ま、まさか世良君……露ろ出しゆつ狂の気けが!?　人に見られるのが快感とかそういう人です!?　もしかして誰だれかがこの個室を開けるのを、半はん裸らで待ち受ける計画だったのでは!?」

「や、そんなわけ……ってか、委員長が呼び出したんだろう!?」

「いえ、半裸どころか、個室が開いた瞬しゆん間かん、下着をズリ下ろし、ありのままの姿を……。そうやって自じ慢まんの下半身を披ひ露ろうするつもりだったのでは!?　自慢の下半身を!?」

「なんで自慢の下半身って二度言った！」

　ダメだこの委員長。早く何とかしないと……。







「…………世良君、行きますよ」

「あ、ああ……」

　委員長が教室から持ってきた俺のジャージ上下を個室の中に放ほうり投げる。

　俺はそれを両手で受け取ると、黙もく々もくと着込んだ。

「………………」

『………………』

　えーと、何この気まずい沈ちん黙もくは。

「……あの委員長？」

『気にしないでください、世せ良ら君。……わたし、今、猛もう省せいしているところですから』

「そ、そう……」

　たまに爆ばく発はつするんだよな、委員長の妄もう想そう。ただ反省するのはいいんだけど、お喋しやべりな委員長が口をつぐむとそれはそれで落ち着かない気分になる。

「さっきの話だけどさ……」と俺は着ながら扉とびらの向こうにいる委員長に言う。「まず何よりも大切なのはハイドフェルドの上司であるＡが誰だれなのかを特定することだと思うんだ」

『……なるほど』

「ハイドフェルドの口ぶりではＡは十じつ中ちゆう八はつ九く学院の関係者。近くでハイドフェルドと委員長のことを監かん視ししている。……Ａは異世界人のはずだから、学院生のうちの誰かがＡだと考えていいと思う」

『ですね。学院の教師陣じんは全員日本人の方ですし。うーん、しかし学院生といっても……』

「うん。簡単には絞しぼり切れないだろうな」

　この学院には日本人も通っているが大半は異世界人だ。

　その数、約三千名。半はん端ぱな数ではない。

　まさか同じクラスのユリアンやアイザック君がＡってことはないと思うが……。

　いや、現時点ではそれすらも断定できない。今は誰であろうと疑ってかかるべきだ。

　……嫌いやなものだな。犯人探しって。

『もう一度、フィオナさんからお話を伺うかがうのが一番の近道ではないでしょうか？　上司の正体は呪のろいのせいで明かせないということでしたが、存在をほのめかすだけなら呪いは発動しないようですし。個人を特定するような、限定的な情報にのみ制限があるわけですよね？』

「そう聞いてる」

　着終えたので俺は頷うなずきながら個室の扉を開けた。

「あまり突つっ込んだ質問はできないだろうけど、ヒントになる情報が得られれば……犯人を絞りやすくなるかもね」

「では明日、フィオナさんに改めて……」

「ひとまずはその線で動こう」

　問題はどちらがハイドフェルドに接せつ触しよくするかだけど……。

　今回は俺一人で動くべきだと思うんだよな。Ａの監かん視し対象は委員長とハイドフェルドの二人。俺はマークされていないはずだから。

　それに翼つばさを狙ねらわれている委員長にはあまり前面には出てほしくない。目立つような行動はしばらく控ひかえるべきだし、登下校や学校にいるときも極力一人になるのは避さけてもらわないと。休日だって警けい戒かいしたほうがいい。

　というか、今夜だって──

　最悪の最悪、Ａにあとをつけられていた可能性がないわけではなく……。また、そのことを含ふくめ、明日以降、Ａが逮たい捕ほされるまで警戒し続けなければならないのだ。

「……長なが居いはよくない。そろそろ学校を出よう」

「あ、はい。そうしましょう」

　女子トイレをあとにした俺たちは真っ暗な廊ろう下かを歩き、生徒用の玄げん関かんがある中央棟とうに向かった。

「にしても委員長って……度胸あるよね。俺、一人で女子トイレまで行けないかも」

「え？　なぜですか？」

「……や、だって単純に暗いし……何か出そうな気が……」

「んー、わたしの故郷って日本みたいに街がい灯とうが設置されているわけではないので、夜道は暗いのが当たり前と言いますか……」

「暗くら闇やみにはなれているわけか」

「そうですね。小さい頃ころから電気のない生活をしていたので──」

　そのとき隣となりを歩く委員長が急に立ち止まった。

「……どうしたの？」

「いえ……あそこの教室、電気が点ついているのでどうしたのかと思って」

　委員長が三階の窓から向かい側がわの校舎を指差す。

　明かりが点ついているのは中央棟の一階──職員室や校長室などが並ぶ一角だ。

「えーと、あそこは職員室？　いえ、違ちがいますね。たしか職員室はあの明かりが点いている教室の隣にあるはずなので……」

「……宿直室じゃない？」

「あ、それです、それ」と委員長が頷うなずき、「わたし、よく職員室に出入りするので、宿直室のプレートには覚えがあります。えっと、でも、何をするところなのでしょうか？」

「学校関係者が寝ね泊とまりする場所だよ」

　異世界出身の委員長には馴な染じみがないらしい。

　まあ俺も知識として知っているだけだ。宿直室は生徒が使う場所ではないし、しかも利用されるのは生徒のいない夜のこと。たしか宿直当番みたいなのがあって、一人か二人、教師が寝泊まりして、夜間に校内で異状がないか見回る──そのために宿直室があるはずだけど、この異世界連合学院に宿直制度があるのかどうかは定かではない。

「今は警備会社に委い託たくすることが多いから教師自ら夜の学校を見回ることはほとんどないはずだけど、明かりが点ついているってことは中に誰だれかいる……はずだよね」

「もうすぐ中間テストですし、試験問題の作成とか、仕事をこなすために夜遅おそくまで残っている先生がいて、食事や休きゆう憩けいなんかに使っているのでは？」

「ああ。それはありそうだね」

「あれ？」

　また委員長が素すっ頓とん狂きような声を上げた。しかも今度は窓に張りつき、

「……フィオナさん？」

「え、何？　ハイドフェルドがいるの？」

「見えませんか？　廊ろう下かに……宿直室の前に立っているフィオナさんの姿が？」

「……たしかに誰かいるみたいだけど」

「あれは間ま違ちがいなくフィオナさんですよ。マントを羽織っていますし、尻尾しつぽも生えています」

「委員長、視力いいんだね」

「５・０あります。あと有ゆう翼よく人じんは夜よ目めも利ききますので」

「…………マジかよ」

　俺も視力はいいほうだけど精々１・５とかそれくらいだぞ。しかも夜目まで利くって。ってか、むしろ委員長は鳥とり目めだと思ってたよ。有翼人って鳥っぽいところあるし。

「でも、どうしてハイドフェルドがあんなところにいるんだ？」

「それはわかりませんが……あ、宿直室に入っていくみたいです」

「……え」

　こんな時間にハイドフェルドが学校にいるだけでも妙みようだというのに、その上、唯ゆい一いつ明かりが点いた教室──宿直室に入っていくなんて、どういうことだ？

　一体、誰に用があって宿直室に？

「まさかとは思うけど……」

　──あの中にＡがいるのでは？

　それは予感ではなく、確信に近い発想だった。

　……というかそれしかないだろう。ハイドフェルドは他人とかかわりを持つような学校生活を送っていない。こんな時間に誰かと会うとしたら、それはもうＡ以外に考えられないわけで。

　ただあの明かりが点いている宿直室に学院生がいるとは考えにくい。

　この時間に堂々と宿直室が使えるのは──教師だけだ。

　となるとＡは教師？　生徒ではなく？

　でも、うちの学院の教師は全員、日本人で構成されているはずじゃ……。

「委員長……ハイドフェルドが宿直室に入っていったのは……」

「（しっ）」と鼻先で人差し指を立てる委員長。「（下の階から足音が聞こえます）」

「（……足音？）」

「（まだ遠いようですけど……）」

　耳をすますと、たしかにコツコツとリノリウムの床ゆかを歩く音が聞こえた。

「（警備の人かもしれない。教師の可能性もあるけど……）」

「（退散したほうがよさそうです？）」

「（……そうだね。幸い階段は二ヶ所あるし、上手うまくやり過ごせば逃にげられると思う）」

「（ではその手はずで）」

　俺たちはすぐさま移動を開始した。

　……できればもう少し宿直室を見張っていたかったんだけど。

　中に誰がいたのか、出てくるところを目もく撃げきできればＡの特定に一歩近づいていたはず。

　いや、Ａそのものを特定できていた可能性が高い。

　しかし──

「（……見つかったら元も子もないからな）」

　そうなのだ。足音の正体が警備員だとしても教師だとしても、見つかれば間ま違ちがいなく学校側がわに報告がいくはずで、そうなると明日職員室で問題になるはずだ。そして、もしＡがこの学院の教師だとしたら、俺たちが夜の学校にいたことが伝わってしまう。

　それによってＡがどのような行動に出るのかまではわからないが、いい結果を生まないことだけはわかる。俺たちの行動を不ふ審しんに思ったＡが「翼つばさを奪うばう計画」を前まえ倒だおしすることだって考えられなくもないわけで……。となるとここは逃にげるのが得策である。

「（委員長を危険に晒さらすわけにはいかないもんな……）」

　なぜハイドフェルドがこんな時間に宿直室に入っていったのか──

　中で誰だれが待っていたのか──

　夜の学校を離はなれ、遠ざかっていく校舎を振ふり返りながら俺は様々な可能性を思案した。
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「……んん」

　カーテンの隙すき間まから差し込む朝日の眩まぶしさで俺は目を覚ました。

「……すぅ……すぅ……」

「うん？」

　すぐ側そばで寝ね息いきが聞こえる。

　女の子の規則正しい呼吸音が──

「…………え」

　自室のソファーに腰こしかけたまま眠ねむっていたらしい俺。

　そんな俺に寄りかかるようにしてなぜか委員長が寝ね息いきを立てていた。

　え、えええええっ──

　なんで委員長が俺の部屋にいるんだ!?　ってか今何時!?　朝!?

　スマホで時間を確かく認にんしたところ現在時刻は午前六時半。

　週末ではなく、平日の早朝である。

「……あ、そうか。あのあと今後の相談をするために俺のマンションに移動して……」

　徐じよ々じよに記き憶おくが鮮せん明めいになってきた。

　昨晩、学校からの帰り道──

　宿直室の中にいたのはＡではないか？

　ハイドフェルドはＡと密会するために学校を訪おとずれたのではないか？

　そんな推すい測そくを委員長に話して聞かせた。

『わたしもそう思っていたところです！』

　噓うそか本当かはわからないが委員長も俺の意見に同意してくれた。

「……で、どうやってＡを特定すればいいのか、夜遅おそくまで話し合ったんだっけ……」

　どうやらお互たがい知らぬ間に眠ねむりこけていたらしい。

「すぅ……すぅ……」

　委員長が俺から身を離はなし、そのままソファーに転がる。

　左右に大きく広がった翼つばさが俺の頰ほおをなでた。

「……翼全開で熟じゆく睡すいしてるよ。寝相が悪いと言えるのかな、これって」

　思えば昨日は怒ど涛とうの展開の連続だった。

　昼休み、ハイドフェルドと一ひと悶もん着ちやくあったかと思えば、放課後にとんでもない相談が女子トイレに寄せられ、さらにファミレスで委員長にハイドフェルドの秘密を暴ばく露ろすることになり、そのあと夜の女子トイレに召しよう喚かんされ、委員長の熱い言葉に説得されて……。学校を出ようとしたらハイドフェルドがＡと密会している現場を目もく撃げき。

「……漫まん画がだったらクライマックス目前だな」

　残る問題はＡの特定である。

　おそらく昨夜、宿直室の中にいたのがＡだと思うのだが……。

　ただハイドフェルドにそれを訊きこうにも、彼女にはＡの正体を告げられない呪のろいがかけられている。Ａの正体を告げた瞬しゆん間かん、ハイドフェルドの命が絶たれることを思うと、本人に直接質問するのは愚ぐ策さくである。かといって職員室でこの件について聞き回るのは危険極きわまりない。

「にしてもまさかＡが教師だったとは……」

　まだ確定ではないが、今一番可能性が高いのはそれだ。

　しかし、学院の教師陣じんは例外なく日本人で構成されている。

　ならばＡは日本人なのか？

　この問題に回答を示したのは委員長だった。

『きっとなんらかの方法で教師になりすましているのでしょう。かなり高度な魔ま法ほうですが姿を変える魔法というものは存在します。ただその手の魔法は熟じゆく練れん者でも数秒程度しか姿を維い持じできません。となるともっと特とく殊しゆな能力……未知の異能や禁術などの類たぐいかもしれません』

　異世界人ならではの読みである。

　魔法や異能の知識がない俺にはこういった推すい測そくはできない。

　Ａが実際、どのような方法で日本人教師になりすましているのかはわからないが、これが事実だとすればＡは日本の法に触ふれている。

　言うまでもなく不法入国と不法滞たい在ざいだ。もしかしたら他ほかにも挙げられる罪状があるかもしれないが、Ａを捕つかまえるにはこれだけで十分である。Ａの正体がつかめたらあとは警察に任せるだけでいい。その際、「翼つばさを奪うばう計画」や、ハイドフェルドとの関係には触れなくてもいいだろう。Ａがハイドフェルドの名前を出すかもしれないが、彼女は正規の手続きを踏ふんで学院に入学しているはずだから罪に問われる心配はない。元の世界に強制送そう還かんされるのはＡ一人だけである。

　ハイドフェルドの願いを叶かなえようと思ったらこれがベストな選せん択たくではないだろうか。

　心配なのは警察がハイドフェルドとＡの関係をどう処理するかだが……。

「すぅ……すぅ……」

　いや、その前にどうやってＡを特定すればいいのかを考えないと。

「すぅ……すぅ……んぅー？」

　ハイドフェルドに昨夜のことを尋たずねるのが一番だということはわかっているが……。

「……ん、んん？　ここはどこですか……？」

　呪のろいのことを考えると、迂う闊かつに質問できないわけで……。

「あ、あれ？　どうして隣となりに世せ良ら君が……？」

　職員室で聞き込み調査をするのはやっぱり危険が伴ともなうし……。

「う、うわああああああ!?」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きよう──

「わ、わわわわ、わたしぃ!?　世良君と一夜を共に!?」

　委員長が翼を羽ばたかせながら跳はね起きた。

「ああ……あああっ！　ついに……ついに一線を越こえてしまったんですね!?　まったく昨夜のことは覚えていませんが、無防備に寝ねているわたしを、性欲旺おう盛せいな世良君が放ほうっておくとはとうてい思えません！」

「落ち着こう委員長……」と俺は冷静に対応し、「たしかに一夜を共にしたのは事実だけど、別に何かあったわけじゃないから。ただ寝落ちしちゃっただけだし……」

「ねねねね、寝落ち!?　世良君、寝落ちってなんですか!?　男女のまぐわいを意味する隠いん語ごか何かですか!?」
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「だからなんでいつもそっち方面に結びつけようとするかな!?」

　エロいことに興味津しん々しんすぎるだろ……。

　昨日もパンツ一丁の俺を見て妙みような誤解してたし。

「ってもうすぐ七時です!?　このままでは学校に遅おくれてしまいます!?」

「え？　学校が始まるの八時半だよ？　まだ十分余よ裕ゆうあると思うけど」

「世せ良ら君は有ゆう翼よく人じんのことを何もわかっていません！」

「お、おお……？」

「昨夜はお風ふ呂ろに入っていませんから、寮りように戻もどったら大至急シャワーを浴びなければなりません！　もちろん急げば数分ですむことですが……しかし！　濡ぬれた翼つばさを乾かわかすのに最低でも三十分は必要になるのです！」

「えー」

　マジで？　そんなに時間かかるの？

「と言いますか、世良君がわかっていないのは有翼人のことだけではありません！　女心だってわかっていませんよ！　女の子の朝は大変なのです！　髪かみをセットするだけでも二十分くらい必要になりますし、朝食だってダイエットとの兼かね合あいはありますが、授業中にお腹なかがぐーぐー鳴ったら恥はずかしいですから、全部抜ぬくわけにはいかないのです！　昨夜は制服を着たまま眠ねむってしまったのでアイロンもかけないといけませんし……ああああ！　説明している暇ひまはありません！　急がないと遅ち刻こくしてしまいます！」

　委員長がバッサバッサと激しく翼つばさを羽ばたかせながら頭を抱かかえる。

「さすがに世せ良ら君のマンションにお泊とまりしていたなんて、先生にありのままを話すわけにはいきませんし！　ううぅー、急いで準備しないと！」

「……ありのまま？」

「世良君、バスルームお借りします！　時間がないのでここでシャワーを！」

「……そうか」

　大おお慌あわてでバスルームに駆かけていく委員長の後ろ姿を眺ながめながら俺はこくりと頷うなずいた。

　名案が閃ひらめいたのだ。

　ありのまま、というキーワード──

　委員長の何気ない一言がきっかけとなって……。

「…………そうだよ。何もバカ正直に答えを引き出さなくたって……。質問を工く夫ふうすれば、呪のろいを回かい避ひした上で、Ａの正体を突つき止めることが──」

「せ、世良君！　シャワーを借りると言っても、これから二人でいかがわしいことを始めるとか、そのための準備とか、そういうことではありませんからね!?　い、いつになく男らしい世良君に強ごう引いんにベッドに誘さそわれても、学校なんて休もうぜ、とか言われても……そ、その手には乗りませんから！」

「……や、なんでそんな朝っぱらから妄もう想そう力りよく豊かなの……」

　俺はツッコみつつ、今後の行動計画を練る。

　まずはハイドフェルドと秘密裏りに会う必要があるな。

　もちろん──

　それはＡが誰だれなのか特定するためである。
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　その日は気温が高く汗あせばむ陽気だった。そのため遮さえぎるものがない屋上は特に暑く──だがハイドフェルドはいつかのように給水塔とうの陰かげで身体からだを崩くずして休んでいた。

「……一体、私になんの用？」

　俺はそんなハイドフェルドに声をかけ、給水塔の陰から出てきてもらった。

「告白なら間に合っているからそのつもりで」

「もっと大事な話だよ」

「……それは昨日のことかしら？」

　昨日のこと──

　一いつ瞬しゆん、女子トイレに相談にやってきたことかと思ったが、彼女は俺の正体を知らないはずだからそれはないと気づく。委員長の翼つばさの秘密を知って「くだらない」と一いつ蹴しゆうしたことを言っているのだろう。あの場には俺もいたから。

「その話ではないよ」

「……だったらなぜ私に声をかけたの？」

「質問したいことがあるんだ」と俺は緊きん張ちようしながら言葉を押し出す。「たいした質問じゃない。傍はたから聞けばなんてことない問いかけ……でも、おそらくハイドフェルドにとっては人生を左右するような難問になるはずだ」

「言っている意味がわからないわ」

「……今にわかるよ」

　俺はダルそうにしているハイドフェルドを正面から見据すえ、

「ここからは心して聞いてほしい。問いかけ一つ、答え方一つで……ハイドフェルドの身に危険が及およぶはずだから」

「危険が……って。まさかあなた……」

　ハイドフェルドが眉まゆをひそめた。背中のマントが風でなびき同時にスカートもはためく。

　俺の言葉に思うところがあったようだが、今ここで詳しよう細さいを語るわけにはいかない。

「訊ききたいことは一つだけ。昨夜、学校に残っていた教師は──誰だれなのかということ」

「…………っ！」

　すぐにハイドフェルドの顔色が変化した。

　なぜそれを、とでも言いたげな顔でこちらを見ている。

「もうすぐ中間テストだろ？　家でテスト勉強をしようと思ったんだが、数学の教科書を学校に置き忘れていることに気づいて、昨日の夜……九時すぎくらいだったかな、怒おこられるの覚かく悟ごで学校に忍しのび込んだんだ」

「…………」

「そしたら宿直室に入っていくハイドフェルドを見かけてさ」

「…………」

　沈ちん黙もくを保っている魔ま人じんの少女に俺は再度質問する。

「ハイドフェルドがどうして夜の学校にいて、しかも宿直室に入っていったのか──俺も人のこと言える立場じゃないから、それについては何も訊かない。たださっきも言ったけど、昨晩、学校に残っていた教師は誰なのか？　という質問にはできれば答えてほしい。……別に深い意味はないんだ。ただちょっと気になったから訊いているだけで」

　これは単なる世間話──

　俺はＡの正体を問うているのではない。

「…………そう」

　ハイドフェルドがようやくリアクションを返してくれた。

　表情は曇くもっているが、口調は先ほどよりも落ち着いている。

　俺の素そ朴ぼくな疑問に隠かくされた真の意味──彼女は気づいてくれただろうか？

「……わかったわ。あなたの疑問に答えてあげる」

　ハイドフェルドはそう言いながら頷うなずくと、身体からだを横に向け、

「昨夜、学校には……二人の教師が残っていたわ。二人とも同じ数学教師で、テスト問題の作成をめぐって活発に議論を交かわしていた……」

　数学教師──

　もうそれだけで候補が絞しぼられる。

「最初は職員室で……その後しばらくして休きゆう憩けいと食事のため場所を宿直室に移した。二人のうち一人は男性、もう一人は女性教師」

　ハイドフェルドはそこで一いつ旦たん呼吸を整え、

「私が宿直室を訪おとずれたとき、中にいたのは男性教師のほうだった。そのとき、女性教師のほうは学校の近くにあるコンビニに足を運んでいた」

　つまり──

　その男性教師がＡなのだろう。そして、ハイドフェルドはもう一人の女性教師がいない間を狙ねらって、Ａと宿直室で密会に臨のぞんだ。

「外に出ていたのは……コンビニに出かけていたのはＤ組の副担任で数学教師の早乙女さおとめ沙さ織おり」

　隣となりのクラスの副担任──

　あの髪かみの長い美人の先生か。面識はないけど、優やさしい先生で学院生にも評判がいいと聞いたことがある。けっこうのんびりした性格をしているという話。

　もっとも早乙女先生はＡではないから、ここで話題にする意味はない。

　肝かん心じんなのはもう一人の男性教師のほうである。

「宿直室の中にいたのは……」

　ハイドフェルドが途と中ちゆうで言葉を切った。

「……中にいたのは？」

「そ、それは……」

　震ふるえる声。身体も小刻みに震えているようだった。

　正体を他人に告げると呪のろいが発動する──

　それはわかっているが、俺の質問は「昨夜、宿直室に誰だれがいたか」であって、Ａの正体を問うようなものではない。……いや、もしかしたら名前を口にした時点でアウトなんじゃ？　もしそうだとしたらこれ以上、ハイドフェルドは何も答えられない。

「質問を変えるよ」

「…………」

　無言で俺を見つめるハイドフェルドに俺は問い直す。

「その男性教師の担任クラスを教えてほしい」

「担任クラス……」

「ああ」

　この訊きき方かたなら問題ないはずだ。

　クラスを答えるだけなら呪のろいは発動しない──

「言えないのならそう言ってくれ。また質問を変えるから……」




「…………Ｃ組よ」




「え」

「二度は言わないわ……」

「……そ、そうか」

　Ｃ組って俺たちのクラスじゃないか。

　しかも男性教師。その上、数学教師ってことは……。

　間ま違ちがいない。Ａの正体はうちのクラスの担任、一いち条じよう先生だ。

「……マジかよ」

　転入初日──にこやかな顔で委員長のことを俺に紹しよう介かいしていたあの一条先生がＡだったなんて、にわかには信じがたいが……。

「もう……いいかしら？」

「あ、ああ。ありがとう……」

　感謝の言葉を伝えると、魔ま人じんの少女はマントを揺ゆらしながらゆっくりと背中を向けた。

　その後ろ姿に俺は声をかける。

「ハイドフェルド。大だい丈じよう夫ぶだから」

「…………」

「全部上手うまくいく。あとのことは俺に任せてくれ」

「…………そう」

　顔は見えないがハイドフェルドが安あん堵どのため息をつくのがわかった。

　ここまで言えば俺が神様の関係者だってことはバレバレだろう。

　普ふ段だんであれば『神様の導き』を与あたえて、もっと回りくどく接せつ触しよくするのだが、今回はこうするしかなかった。ハイドフェルドが俺に一から事情を語ってくれるとは思えなかったし。まあＡの正体はつかめたし、一番の目的は達たつ成せいできたのだからなんの問題もない。







　その日の夜──

　俺は親父おやじ経由で警察に事情を伝えることにした。

　ある異世界人が日本人教師になりすましている可能性が高い、ということを。

『……どうも要領を得んな』

　電話の向こう側がわで唸うなる声が聞こえた。

　おそらく翼つばさを奪うばう計画やハイドフェルドとの関係を伏ふせたせいで、穴だらけの証言になってしまったのだろう。総理である親父がそれを見逃のがすはずもなかった。

『お前、何か隠かくしていないか？』

「…………」

『総理とて警察はそう簡単に動かせるものではない。もっとも異世界絡がらみのことならば多少の融ゆう通ずうは利きく。その気になればどうとでもなる。──だがな、お前の証言が不十分なために、捜そう査さに混乱が生じ、あまつさえ取り返しのつかない事態を招いてしまったとしたら、お前はそのときどう責任を取るつもりだ？』

「……それは」

　もっともな理り屈くつだった。総理の息子むすこだからといってなんでも勝手が通るわけではない。

『まあ……慎しん重ちようなお前のことだ。何か確証があるのだろうが』

「確証はある。だけど今は話せないことがいくつかあって……」

『ああ、なるほど』

　急に親父の声が明るくなった。

『さてはお前、誰だれかをかばっているな？』

「…………え」

『異世界人のクラスメイトか？』

「そ、そんなことは……」

『図ず星ぼしか』

　まだ何も言ってないのになんでわかるんだよ。このおっさん、エスパーか……？

『そうか、そうか。なかなか面おも白しろいことになっているようだな……。お前を異世界連合学院に強ごう引いんにねじ込んだのは正解だったかもしれんな』

「……なんの話だよ？」

『ふむ。ならばこれ以上は聞くまい。とにかくその一いち条じようという教師の身み柄がらをなんとか確保しよう。とはいえ証しよう拠こが不十分だから令状は取れんな。そうなると任意同行を求める形になってしまうが、まあ適当に理由をこじつけて引っ張ってきてもいい』

「……いや、ちゃんと法律は守ろうよ」

『なんだお前。真ま面じ目めか？』

「……総理大臣がそんなんでいいのかよ」

『真ま面じ目めな人間が総理の椅い子すに座れるわけないだろうが？　バカかお前は』

　その後、親父は俺からＡの詳しよう細さいを聞き出すとさっさと電話を切ってしまった。

　……なんだったんだ。途と中ちゆうから妙みように物わかりがよくなったというか、あれは上じよう機き嫌げんなときの親父おやじだよな。なんで急に機嫌がよくなったんだ？　俺に興味のない親父のことだから「もっと詳くわしく話せ。じゃないと警察は動かせない」って言われると思ってたのに。拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。

「ま、いいか……」

　なんにしろこれで解決に一歩近づいたわけだし。

　委員長にはこれから数日の間は学校を休むように言ってあるし、待機する場所も自分の部屋ではなくノエルさんの部屋を指定している。これで万が一、Ａが暴走して委員長の住まいを襲おそっても翼つばさを奪うばわれる心配はない。

　あとは──

　警察がＡを確保してくれるのを待つだけである。
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「……く、寝ね坊ぼうするとは」

　俺は下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえると急いで教室に向かう。

　坂道を駆かけ上がっているときに本ほん鈴れいが鳴ったから完全に遅ち刻こくだ。

　昨夜、親父と話した時間は十分にも満たなかったが、電話が繫つながったのが深夜二時すぎだったため、睡すい眠みん時間があまり確保できなかった。その前の日も委員長と夜遅おそくまであれこれ話して夜よ更ふかししてしまったし。きっと疲つかれが溜たまっていたのだろう。親父に一いち条じよう先生の件を伝え「任せておけ」と言われて気を抜ぬいたこともある。

「王子ー。よかったなー。まだＨＲ、始まってないぞー」

「……はぁはぁ。……おはよう、ユリアン」

　呼吸を整えながら席につく。

　ん、ＨＲがまだってことはもしかして一条先生が──Ａが捕つかまったのか？

　親父がさっそく警察を動かしてくれた？

　当然だが隣となりの席に委員長の姿はない。今いま頃ごろ寮りようのノエルさんの部屋で待機しているはずだ。

「アイリスは休みかー？　そういやフィオナもいねーみたいだなー」

「……ん」

　窓際ぎわに目を向けるとたしかに空席がもう一つあった。

　ハイドフェルドは他人との接せつ触しよくを避さけるような学校生活を送っているが、学校そのものを休んだことは俺の知る限りこれまで一度もなかったように思う。

「なんで今日に限って……」

　まさか──

　Ａの関係者だってことがバレて一いつ緒しよに警察に連れていかれたんじゃ……。

　親父おやじのヤツ、俺がハイドフェルドをかばっていることに気づいた？

「委員長さんは休みじゃないはずっすよ」

「ん、そうなのかー？」

　アイザック君の発言にユリアンが首を傾かしげる。

　……って、なんだって？　委員長は休みじゃない？

「ちょっと……アイザック君。詳くわしく教えてほしいんだけど……」

「なんすかー？」

「や、だから委員長が休みじゃないって話」

「あー」とアイザック君が白衣を揺ゆらしながら、「さっきトイレに行ってたんすよ。そしたら階段を駆かけ上がっていく委員長さんの姿を見かけて……えーと、ちょうどそのとき本ほん鈴れいが鳴ってたっすから、だいたい五分くらい前の話っす」

「……どうして委員長が」

　Ａが捕つかまるまで学校には来ない約束のはずだ。

　なのに学校に来ていて、しかも階段を上に？

　この階より上となると委員長は屋上に向かったということになるが……。

「…………まさか」

　休んでいるはずの委員長が学校に来ている事実。

　教室にハイドフェルドの姿が見当たらない現実。

　……この二つには何か関連があるんじゃないのか？

「ん、王子？　どこに行くんだ？」

「悪い……っ！　説明している暇ひまはない！」

　嫌いやな予感がする。

　俺の知らぬところで何かが進行している──

　そんな気がしてならない。

　……とにかく急いで屋上にっ！







　勢いをつけて階段を駆け上がる。

　二段飛ばしなんて小学生以来だった。

「扉とびらが……微び妙みように開いてる？」

　外の光が扉の隙すき間まから漏もれている──

　それは屋上に誰だれかがいる証あかしに違ちがいなかった。

「……委員長！」

　俺はそう叫さけびながら片手で扉とびらを押し開け、屋上に飛び出した。

　すると──

「きゃああああああ！」

「……え？」

　屋上に出た途と端たん、悲鳴が聞こえ──

「うおっ!?」

　正面から人が吹ふっ飛んできた。

　ありえない光景に驚きよう愕がくしつつも、俺は反射的にその人物を両手で受け止める。だが勢いがありすぎて踏ふん張ばりが利きかず、そのまま二人とも閉まりかけの扉に叩たたきつけられた。

「いてて……」

　腰こしをさすりながら身体からだを起こすと、密着状態にある女子と目が合った。

「あ、あなた……なぜここに」

「……それはこっちのセリフだって」

　俺の身体をクッションにしているのはハイドフェルドだった。

　よく見ると彼女は両手両足が不思議な光る輪によって拘こう束そくされていた。

「世せ良ら……やはり貴様が絡からんでいたか」

　強気な女性の声──

　正面を見ると、そこにはＤ組の副担任、早乙女さおとめ沙さ織おり先生の姿があった。

　しかも、早乙女先生の側そばには委員長がいて、ハイドフェルドと同じように光の輪によって両手両足の自由が奪うばわれていた。

「せ、世良君！」

　俺の存在に気づいた委員長が目を見開く。

「委員長……」と俺は目の前に広がる光景を観察し、「……何がどうなってるんだ？」

　屋上に来てみればハイドフェルドがいきなり吹っ飛んできて、目の前には委員長を捕とらえている早乙女先生の姿がある。

　シロだと踏んでいたＤ組の副担任にして数学教師──

　Ａは一いち条じよう先生ではなかった？　ハイドフェルドが俺に噓うそをついた？

「……なんで」

　俺はハイドフェルドをその場に立たせつつ、疑問の眼まな差ざしを向けた。

「……私にもわからないの」

「わからない？」

「今朝、自宅のマンションで制服に着き替がえていたら、なぜか彼女が……早乙女先生が鍵かぎを開けて中に入ってきて、私を魔ま法ほうの力で拘こう束そくしてここに連れてきたの。そしてアイリスに電話をかけて、私を餌えさにしてこの屋上に呼び出して……」

「餌……人質ってことか？」

「ええ……」と魔人の少女が頷うなずく。「アイリスを捕つかまえると、彼女は私に制裁を。『お前はもう用済みだ』と言って……。その直後にあなたが現れたのよ」

「…………」

　状じよう況きようはだいたいつかめたが、どうして目の前にいるのが早乙女さおとめ先生なのだろうか？

　……というか、なぜ早乙女先生はこのタイミングで強行した？

　俺が親父に捕まえるように頼たのんだのは一いち条じよう先生であって早乙女先生ではない。

　彼女の元に警察は向かっていないはずだ。

　にもかかわらず早乙女先生は委員長の翼つばさを確保しようと朝早くから動いた。

　これまで慎しん重ちように動いていたＡらしからぬ行動に思える。

「せ、世せ良ら君……フィオナさん」

　委員長が心配そうに俺たちを見ている。

「まったく……どこまでも邪じや魔まをしてくれる男だ。……総理の息子むすこ、世良隼しゆん也やよ」

　早乙女先生が男おとこ勝まさりな口調で俺を名指しした。

　なんなんだ、一体？

　俺の知っている早乙女先生はこんなに人相が悪くはなかったはずだ。

　喋しやべり方かたもそう。まるで別の人格が話しているかのようだ。

「ワタシの正体を嗅かぎ回っていたのも……警察を動かしたのも貴様だな？」

「……そうだ」

「やはりな。まあ、今となってはもはやどうでもいいことだ」

　淡あわい色のスーツを身につけた早乙女先生が委員長を見返しながら、

「どんな形であれ……翼が手に入ればそれでいい」

　と言って邪悪な笑えみを浮かべた。

「……そんなことさせないわ。あなたなんかに……アイリスの翼は渡わたさない！」

　ハイドフェルドがそう啖たん呵かを切り、両手両足の自由を奪うばっている光の輪を自力で破は壊かいした。

　ただその後、はぁはぁ、と途と端たんに呼吸が荒あらくなった。地球人の俺にはよくわからないが、よほど体力を消しよう耗もうする行こう為いだったようだ。

「ほう。なかなかの魔力だ」と早乙女先生が感心したように頷き、「しかしフィオナ。貴様には心底がっかりしたぞ。まさかこのワタシを裏切るとは……。用心のため計画のことやワタシの存在をほのめかすだけで死に至るような、そういう強力な呪のろいをかけておくべきだったか」

「人殺しを強要するようなヤツが主人面づらするなよ」

「ほう。転入初日にあれだけガチガチに緊きん張ちようしていた世良が言うようになったじゃないか」

「……え」

　どうしてそれをこいつが言うんだ？　転入初日に、早乙女さおとめ先生と顔を合わせた覚えなんて俺にはないのに。一いち条じよう先生が言うならまだわかるけど……。

「貴重な手て駒ごまと、この国の総理の息子むすこ……。殺あやめるとあとあと面めん倒どうなことになりそうだが、ワタシに楯たて突つくのであれば容よう赦しやはしないぞ？」

　早乙女先生が握にぎりしめた右手をおもむろに広げてみせた。

　赤くて黒い……邪じや悪あくな光がその手のひらの上には凝ぎよう縮しゆくされていた。

　な、なんだあれ？　魔ま法ほうか何かか？

「……あなたは下がっていなさい。あれは破は壊かい魔法……。魔法に耐たい性せいのない人間があれをまともに受けたら怪け我がどころじゃすまないわよ」

「マジで俺たちを殺す気なのかよ……」

　現実感のない光景に呆ぼう然ぜんとしていると、

「ふふ。いつまで耐たえられるかな」

　早乙女先生がその手のひらの上の光をこちらに放ほうり投げてきた。

　ハイドフェルドではなく俺に狙ねらいを定めて──

「だから下がりなさいって……っ！」

「ぐあっ!?」

　俺はハイドフェルドに横から突き飛ばされた。

「世せ良ら君!?　フィオナさん!?」

　委員長の絶ぜつ叫きようが聞こえた直後、頭ず蓋がい骨こつを軋きしませるような不快な爆ばく発はつ音が響ひびき──

　気づいたときには屋上の給水塔とうが跡あと形かたもなく消し飛んでいた。

「避よけたか」

　再び早乙女先生が手のひらに邪悪な光を集中させる。

「……く、まずいわね」

「なんだよ……あんなの反則だろ」

「言ったでしょう？　その身で浴びたら怪我どころではすまないと」

「……そうみたいだな」と俺は頷うなずき、「で……ハイドフェルド。勝機はあるのか……？」

「難しいわね。あちらの魔法の腕うでは間ま違ちがいなく私よりも上」

「……勝算もないのに嚙かみついたのかよ。ってか、委員長が人質に取られてるんだから、ここは穏おん便びんに交こう渉しようするべきなんじゃないのか？」

「言葉でどうにかなる相手ならこんな事態にはなっていないわ」

「……それはそうかもしれないが」

　覚かく悟ごを決めＡに反旗を翻ひるがえしたハイドフェルドの心意気は買ってやりたいが……。

　しかし、委員長があちらの手に渡わたっている以上、実力行使で挑いどむのはどう考えてもまずい。

　有ゆう翼よく人じんにとって翼つばさを奪うばわれることは死を意味する。

　あちらはいつでも委員長の翼を奪える状じよう況きようにあるわけで──

「次は当てるぞ？」

　早乙女さおとめ先生の手のひらに再び破は壊かいの魔ま法ほうが凝ぎよう縮しゆくされる。

　また仕し掛かけてくるつもりらしい。

　……なんだろう。ハイドフェルドも戦う気満々だけど、相手もやけに好戦的だ。

『どんな形であれ……翼が手に入ればそれでいい』

　さっきはそう言っていたのに、早乙女先生は一向に委員長の翼に手をかける気配がない。

　翼の獲かく得とくこそが本来の目的のはずなのに、早乙女先生──いや、Ａはそれを後回しにして、先に俺たちを排はい除じよしようとしている。

「……もしかして」

　翼を手に入れるためには、複雑な手順を踏ふむ必要があるんじゃないのか？

　たとえば長時間、魔法の詠えい唱しようが必要だとか、なんらかの道具を使う必要があるとか。

　もしそうだとしたら今この状況──委員長は人質として完全には成立していない。

　こちらも迂う闊かつには手を出せないが、Ａの立場からすると、翼を手に入れるまで委員長には死んでもらっては困るわけで。

「ふふ、そうだ。的は二つあるのだから、こうしよう」

　Ａがもう一方の手にも邪じや悪あくな光の塊かたまりを──

「……まずいわね。一つだけなら私の魔法で受け止められるけれど……」

　たしかに二つ同時はまずい。

　あんな恐おそろしく破壊力のある魔法、俺には受け止めることも避よけることもできない。

　同時に展開されたらまず間ま違ちがいなく俺は死ぬ。

　ハイドフェルドだって時間の問題だろう。

「世せ良ら君、フィオナさん！　二人とも……わたしのことなどかまわず逃にげてください！」

　委員長の悲痛な叫さけびが俺たちの胸を打つ。

　……そんなことできるわけがない。ここで戦いを放ほう棄きして校舎に引き返せば委員長のあの美しい翼がＡに奪われてしまう。……そして、同時に委員長の命は潰ついえる。そんな悲しい結末が見えているのに、自分たちだけ逃にげ出すわけにはいかない。

　だが──

　ではどうやってこの場を切り抜ぬければいいのか？

　委員長が人質として機能していないであろうことはわかったが、だからといってＡの猛もう攻こうを凌しのぎ、逆に追い詰つめる手段がこちらにあるわけではないのだ。

「さあ、これで終わりだ──」

　そうこうしているうちにＡの準備が整った。

「──二人とも潔いさぎよく死ぬがいい！」

　Ａの甲かん高だかい声が響ひびくと同時に両手に浮き立つ邪じや悪あくな光のエネルギーが放たれた。

　一つは俺を、もう一つはハイドフェルドを狙ねらって──

　…………ダメだ。こんなのどうしようもない。

　高速で飛んでくる破は壊かい魔ま法ほうに俺は身動き一つ取ることができず……。




「セラっちいいい！　間に合ええええええ！」




　突とつ然ぜん──

　聞き覚えのある絶ぜつ叫きようが屋上に轟とどろいた。

「……ってやああああああ！」

　不意に飛び出してきたその影かげは、俺に向かって飛んできた邪悪なエネルギーを両手で弾はじき飛ばした。

「いったぁぁーいー！　ふ、ふぅふぅ……！　もう火傷やけどしたらどうすんのさー！」

　俺を救ってくれたのは金きん髪ぱつと尖とがった耳が特とく徴ちよう的なノエルさんだった。

　一方もう一つの破壊魔法はハイドフェルド自身の力で弾はじいたようで彼女も無事だった。

「……貴様……っ」

　ノエルさんを睨にらみつけるＡだったが──

　その後、間かん髪はつ入いれずにさらなる喫きつ驚きようがＡを襲おそった。




「おらああああああああああああああ──っ！」




　なんとユリアンが校舎をよじ登って屋上に現れたのだ。

　しかも、Ａの背後から登場し──

　背中に背負っていた釘くぎ付きの棍こん棒ぼうでＡを殴なぐりつけた。

「……なん……だとっ!?」

　Ａはその強きよう襲しゆうを咄とつ嗟さの側転でかわすも──




「世せ良ら君、助けに来たっすよ！」




　白衣を身にまとったアイザック君──

　さらなる増ぞう援えんが屋上に姿を現した。

「これでも食らえっす！」

　アイザック君が怪あやしげな液体の入ったペットボトルをＡに投げつける。

「くっ……なんだこのしょっぱい液体は……ってアイザック、貴様か！　教師に向かって塩水の入った小こ瓶びんを投げつけるとは何ごとだ！　あとユリアンも！　校内で棍こん棒ぼうを振ふり回すなと日ひ頃ごろから注意していただろうが！」

「「「「お前が言うな！」」」」

　何人かの声が重なった。そりゃ重なる。こんなことやっておいて今さら教師面づらするとかどういう神経してんだよ。ってか、やっぱりＡって中身は一いち条じよう先生なんじゃないのか？　やけにうちのクラスのメンツのことわかってるし。

「なんだこんな光の輪。──おらああああああああああ！」

　Ａがたじろいでいる間にユリアンが委員長に駆かけ寄り、両手両足を拘こう束そくしている光の輪を手しゆ刀とうで破は壊かいした。……って素す手でで壊こわせんのかよ。すごすぎるだろ、ユリアン。

「ユリアン君……ありがとうございます。でも、どうしてここに？」

「さっき世せ良ら君が血相変えて教室を出ていったんすよ」とアイザック君が代わりに答え、「それを見てユリアン君が『こりゃタダゴトじゃねーぜ』ってあとを追って。途と中ちゆうで教師に見つかって足止め食らったっすけど、塩水まいて逃にげ出してきたっす！」

「へっへ、アイリスや王子には散々世話になったからな。恩返しってヤツだ」

　鼻を搔かきつつ、ユリアンが棍棒をかまえる。

「私はアイリスちゃんからいつまで経たってもＬＩＮＥＲに返事がなくて、既き読どくもつかないから変だなーって思って。いつも即そく返事あるから。で、この二人が廊ろう下かを全力疾しつ走そうしてるのを見かけて、もしかしたら何か関係あるかもー、と思って合流したんだー」

　あははー、とこんなときだというのにノエルさんが能天気に笑う。

「なんかしんねーけどよー。友達を傷つけるヤツはオレたちの敵だぜ？」

「そうっす！　これぞ友情パワーっす！」

「いいねー、友情パワー」

　ユリアン、アイザック君、ノエルさん──

　女子トイレの神様を通して仲よくなったみんながこの場にそろい踏ぶみである。

　……なんてありがたい。

「さーて、どんなつもりかしらねーが、覚かく悟ごしろよ、先生！」

　棍棒をかまえたユリアンが威い勢せいよく声を張り、

「一発で仕留めてやるぜ！　オーク流棍棒術、一の型──旋せん風ぷう乱らん撃げき！」

　と棍棒を振り回しながらＡに向かっていった。

「くらえええええ！　うおおおおおおお！」

　徐じよ々じよに回転のスピードが上がっていく。最終的にユリアンは自然の脅きよう威いと化し、

「……ぐああああああ!?」

　Ａは竜たつ巻まき状になって襲おそいかかってきたユリアンに為なす術すべもなく吹ふき飛ばされ、後方の金かな網あみに叩たたきつけられた。

　こ、棍こん棒ぼう術すげえええ！　俺、この戦いが終わったら棍棒部に入部する！

「さすがユリアン君！　頼たよりになります！」

「いやー、オークってすごいねー」

　委員長とノエルさんがユリアンの勇姿を目まの当あたりにし素す直なおに感心を示す。

「……ふ、ふん。この程度でやられるものか……」

　Ａが髪かみをかき上げながら体勢を立て直す。

　信じがたいことにほぼ無む傷きずだった。魔ま法ほうの力でダメージを軽減したのかもしれない。

「貴様ら……全員、まとめて始末してやる」

　再びあの邪じや悪あくな破は壊かい魔法がＡの手のひらの上に凝ぎよう縮しゆくされる。

　しかし──

「させるかっつーの！」

「妨ぼう害がいっす！」

「んじゃ、私もー」

　ユリアンが棍棒を手に接近し、アイザック君が小こ瓶びん投げで援えん護ご、さらにその後方からノエルさんが小さな火球を飛ばしてＡを攻こう撃げきした。

「…………くそっ」

　Ａが詠えい唱しようを中断し、素す早ばやく後方にステップする。

「形勢逆転だな」

　あの破壊魔法は詠唱に時間がかかるようだ。そして、おそらくＡが得意なのは魔法だけ。ゲームとかでもそうだが、魔法使いってのは打たれ弱いと相場が決まっているし、敵の数が多いとさばき切れないものだ。となると数で勝まさるこちらが圧あつ倒とう的に有利である。

「先生よー？　降参するなら今のうちだぞ？」




「降参？　ふ、ふふ……はっはっはっは……っ」




　ユリアンの発言を受け、突とつ然ぜん、Ａが不気味に笑い出した。

「んー？　何がおかしいんだー？」

「……いや、何。貴様らがあまりにもおめでたいのでな」

「どういう意味っすか？」

「……要は」

　Ａの表情が変わった。顔から笑えみが消え、一転して狂きよう気きを宿した顔つきになり、

「ワタシの勝ちは揺ゆるがないということだ！」

　と甲かん高だかい声で叫さけびながら両手を広げた。

　また魔ま法ほうで攻こう撃げきしてくるのかと思いきや──

「ユリアン……！　貴様の身体からだ……いただくぞ！」

「あん？　なんだって？」

　直後──

　Ａが口から赤い煙けむりのようなものを吐はき出した。

　それはタバコの煙の如ごとく空気中に広がっていったが……。

　次し第だいに一箇か所しよに集まり始め、人ひと魂だまを思わせる形状に変質した。

　だいたい拳こぶしくらいの大きさだ。

「う、うおおおお!?　なんだああああああ!?」

　そして──

　その煙の塊かたまりはそのままユリアンの口の中に吸い込まれていった。

　いや、自らの意志で入っていったのか……。

　──バタッ。

　早乙女さおとめ先生が気を失うようにして身を崩くずしたのはそのときだった。

　ただ崩れ落ちたのはユリアンも同じで──

「ユリアン君！　大だい丈じよう夫ぶっすか!?」

　倒たおれた女教師には目もくれず、ユリアンに駆かけ寄るアイザック君。

　塩水飲むっすか？　とか言っているが、飲ませるなら普ふ通つうの水にしてくれ。

「……くくっ……」

「うん？　ユリアン君？　どうしたっすか？」

「くっくっく……心配するべきは自分の身のほうだぞ！　アイザック！」

　突とつ如じよ、ユリアンが棍こん棒ぼうを振ふり回し始めた。

「う、うわあああ!?　なんすか!?　ユリアン君、気でも触ふれたっすか!?」

　慌あわてて後方に退くアイザック君。

「ふむ。なかなかいい身体だ。この人数を魔法のみで相手にするのはいささか無理があるが、このオークの身体を利用すれば……！」

「一体、何がどうなっているのですか？　まるでユリアン君が別人のように……？」

「別人…………そうか！　そういうことか！」

　俺はようやく状じよう況きようを理解した。

　Ａの正体が早乙女先生だろうと一いち条じよう先生であろうと、その姿は本来のＡではなく、魔法か何かで姿を変えている、というのが俺と委員長の出した結論だったのだが……。

　そうではなかったのだ。

　Ａは姿を偽いつわっていたのではなく、実在する本物の早乙女先生の身体を乗っ取っていたのだ。そして、今は早乙女先生の身体を放ほう棄きし、ユリアンの身体に移っている。

　おそらく先ほど見た赤い煙けむりがＡの本体──真の姿なのだろう。

　早乙女さおとめ先生が気を失ったのはＡがユリアンの身体からだに移行したからに違ちがいない。

「ワタシの正体に気づいたようだな、世せ良ら？」

「……あんたが最初に乗っ取ったのはやっぱり一いち条じよう先生の身体だったんだな」

「その通りだ」とユリアンを操あやつるＡが頷うなずく。「今朝、自宅に警察が来たときは驚おどろいたぞ。まあ途と中ちゆうで警官の身体を乗っ取って、すぐにその場を逃のがれたがな」

「その後……早乙女先生の身体に移ってハイドフェルドを人質に取り、委員長をこの屋上に呼び出した……わけか」

「ふふ。その女を手て籠ごめにしておいて正解だった。自由に使える駒こまというのはやはり便利なものだ」

　Ａがどのような生命体なのかはわからないが、生き物の身体を乗っ取って自由に操ることができるのはまず間違いない。つまりＡは肉体を持たぬ精神のみの存在、もしくはなんらかの気体で構成される──たとえばガス状の生命体なのかもしれない。

「言っておくが、ワタシの能力は生き物の身体をただ乗っ取るだけではないぞ？　本人にしかできないこと──たとえばこのユリアンの身体で言えば……っ」

　そう言ってユリアンの姿をしたＡが棍こん棒ぼうをかまえて空中に飛び上がり、

「オーク流棍棒術、二の型！　──大地破は砕さい撃げき！」

　そのまま棍棒を真下にいる数名の標的に向かって振ふり下ろした。

「や、やべっ!?」

　大げさなモーションだったのでなんとか棍棒術の脅きよう威いから逃のがれることができたが、振り下ろされた必殺の一撃により、屋上に大きな窪くぼみが生まれてしまった。

「と、このように……乗っ取った者の記き憶おくや経験を読み解けば本人と同等の肉体操作が可能になるわけだ」

「何それずるーい！」

「替かえ玉だま受験を商売にすれば儲もうかりそうっす！」

　ノエルさんが口を尖とがらせ、アイザック君がズレたことを口にする。

「魔ま法ほうだけで貴様ら全員を仕留めるのは難しいが、このユリアンの棍棒術ならどうだ？」

「くそっ……」

　まさかユリアンが敵に回るとは……。厳密にはユリアンの意志ではないが、状じよう況きよう的には同じことである。学校一の巨きよ漢かんであり、圧あつ倒とう的な破は壊かい力を誇ほこる棍棒術の使い手であるオークキングの息子むすこを、俺たちは相手にしなければならないのだ。

「さて……次は三の型を披ひ露ろうするとしようか」

　Ａがユリアンの身体を操り、棍棒を両手でかまえる。

　風、地と来たから次は火でも起こすのか？　それとも水か？　氷か？

　相手の動きを注意深く観察していると、

「…………う、なんだ……」

　急にＡがその場で膝ひざをついた。

「……こ、この身体からだのダルさは一体どういうことだ。……ふらふらする」

「どうしたんだ？」

　もしかして乗っ取るにしても相性みたいなものがあったりするのか？

　Ａにはユリアンの身体が合わなかった？

　──ぎゅるるるるるる～。

　そのときＡから……いや、ユリアンの身体から空腹を示すシグナルが。

「わ、わかったっす！　食事の時間っすよ！」

　ユリアンと仲のいいアイザック君がポンと手を叩たたく。

「お食事の時間ですか？」

「そうっす！」と委員長の疑問に白衣を揺ゆらしながら頷うなずき、「ユリアン君の身体は燃費がメチャクチャ悪いんすよ！　一日十食が基本で、四し六ろく時じ中ちゆう何か食べてるっす！　朝練が終わったあとはからあげ五十個くらい食べないと、お昼まで持たないんす！　いや、実際は午前中にあと二回くらい早はや弁べんするんすけど。とにかく空腹状態のユリアン君は赤あか子ごも同然っす！」

「…………極きよく端たんすぎんだろ、ユリアン」

　そういや休み時間によくからあげとかおにぎりとか食べてるっけ。……そうか。あれ必要な食事だったのか。てっきり食い意地が張ってるだけだと思ってた。

「よーし、だったら今のうちにみんなで取り押さえちゃおうよー」とノエルさん。

「たしかに捕とらえるなら今しかない」

　俺たちは屋上のど真ん中で膝をつく巨きよ漢かんを取り囲む。さすがにこの人数で一いつ斉せいにかかれば空腹状態のユリアンを捕らえるのはそう難しいことではないだろう。

　しかし──

「……ふ、やはりおめでたいヤツらだ」

　こんな状じよう況きようだというのにＡは余よ裕ゆうを崩くずさなかった。

　ただ強がっているだけかと思ったが、

「たしかにこの身体を使ってこれ以上戦い続けるのは不可能だろう。だが、それなら身体を変えればいいだけのこと。……くっくっく、さてどうやってワタシを捕つかまえるのかな？」

「そうか……」

　ユリアンの身体を取り押さえたからといってそれでＡを捕らえたことにはならない。

　あの赤い煙けむりの塊かたまりこそがＡの本体なのだから。

　……くそっ、なんて厄やつ介かいな能力だ──

　Ａがその気になれば、一いつ旦たん、委員長の翼を諦あきらめ、逃にげに徹てつすることだって可能。

　他人の身体からだを転々としながら雲くも隠がくれすればいいのだから簡単なことである。

　そして、そうなったら再びＡを特定するのは困難だ。

　乗り移った者の記き憶おくが手に入るのだから本人を演じるのは容易。

　実際、異世界出身のＡは今までボロを出すことなく一いち条じよう先生を演じてきたのだから。

「世せ良ら君……どうしましょう？」

「逃にげられたら元も子もない。なんとか捕とらえる方法を考えないと」

　だがどうやってＡを捕ほ獲かくする？

　相手は肉体を持たぬ文字通り捉とらえどころのない存在だ。

　仮にユリアンの身体からＡを追い出したとして、あの自在に動き回る人ひと魂だまのような赤い煙けむりをどうやって捕ほ獲かくすればいいのか。

　こんなの空気を捕つかまえろと言っているようなものだぞ。

「セラっち、セラっち。ドライヤーとかで消し飛ばせないかな？」

「……いやいや、ドライヤーって」

　俺はノエルさんの現実味のない提案を一いつ蹴しゆうする。

　と──

「ってノエルさん？　なんでドライヤー持ってるの!?」

「やー、私、セラっちとアイリスちゃんと買い物に行ってからというもの、電化製品に大ハマリしちゃってさ、使い勝手のいいものは常に背中のリュックに入れて持ち歩いてるんだよー」

「そのドライヤーはわたしがあのとき買ったものですね」

「うん、私も買ったんだー。これ超ちよう便利。髪かみもそうだけど、天気が悪くて乾かわかなかった服なんかも乾かせるしねー。濡ぬれた靴くつとかにも使えるよー」

「へー！　ドライヤーにそんな使い道が！」

「…………ちょっとあなたたち。緊きん張ちよう感なさすぎよ」

　ハイドフェルドが二人にツッコミを入れる。

　さすがにドライヤーじゃ無理だよな……。──いや、待てよ？

「ノエルさん。ちょっと訊ききたいんだけど……もしかしてアレ、持ってたりしない？」

「んー？　アレって何かなー？」

「ごめん。リュックの中、見させてもらうよ」

　俺はノエルさんの背後に回り込み、勝手にチャックを開けて中を覗のぞき見る。

「……あった。これを使えば……」




「さて、そろそろ潮しお時どきだな──」




　ユリアンの身体を乗っ取っているＡがゆっくりとその場で立ち上がる。

「警察が来ては厄やつ介かいだ。翼つばさを目の前にしてこの場を去るのは口惜くやしいが、逃にげ延びさえすればチャンスは再び巡めぐってくる。名残なごり惜おしいがそろそろ退散──」

「──そうはさせるか！」

　俺はＡの発言を遮さえぎり、みんなに指示を出す。

「みんな配置についてくれ！　ユリアンの身体からだを取り押さえる！」

「え、でも……そんなことしても……」

「別の誰だれかの身体を乗っ取るだけじゃないっすか？」

「……いや、大だい丈じよう夫ぶ。みんな俺を信じてくれ」

　自信を持ってそう告げると、周囲の俺を見る目が途と端たんに変わった。

「みなさん、ここは世せ良ら君の言葉を信じましょう！」

「そっすねー。世良君の立てた作戦なら間ま違ちがいない気がするっすー」

「セラっち、私はわかったよ！　アレを上手うまく利用するわけだねー？」

　委員長、アイザック君、ノエルさんの三人が素す早ばやく配置につく。

「ハイドフェルドも頼たのむ」

「……ええ、わかったわ。私も──あなたの言葉を信じるわ」

　真しん剣けんな表情で頷うなずくハイドフェルド。

　彼女は俊しゆん敏びんな動きで委員長の側そばに駆かけ寄った。

　さて──

　作戦決行の時である。

　上手くやればＡを捕とらえられるはずだ！

「──今だ！　かかれ！」

　全員で一いつ斉せいに身長二メートル、体重百八十キロの巨きよ漢かんに飛びかかる。

　この人数でも平常時のユリアンを捕らえるのは難しいだろうが、今は空腹状態とあってなんの苦労もなくあっさり捕らえることができた。

　ただ問題なのはここからで──

「ふん。バカめ。取り押さえたところで無意味……」

　次の瞬しゆん間かん、Ａがユリアンの口から飛び出した。

　そして、今度はハイドフェルドの身体を狙ねらって赤いガス状の人ひと魂だまが──

「ノエルさん、今だ！」

「わかってるよ！　チャンスは逃のがさなーい！」




「……な、なんだ、この妙みような力は!?　身体が吸い込まれ……っ!?」




「どうよー！　これが最新式のフンバの吸引力！　その吸引力はなんと従来のシリーズの五倍以上！　さあ！　吸い込んじゃうよー！」

　ノエルさんが両手に持ったフンバをＡに近づける。

「日本のテクノロジーすごいっす！　感動っす！」

「さすが技術立国日本ですね！」

　……実はフンバって日本製じゃなくてアメリカ製なんだよなぁ。まあ類似商品が日本の家電メーカーからも出てるけど、最初に販はん売ばいしたのはアメリカの会社なんだよね……。この盛り上がってる空気の中じゃ言えないけど。

　ちなみに、あとで聞いた話だが、どうしてノエルさんがフンバを学校に持ってきていたのかというと、「掃そう除じの時間に楽をするためだよー」とのこと。掃除当番の日には必ず持参しているらしい。

「くそおおおおお！　この程度の吸引力……っ！」

　Ａもなんとか踏ふん張っているようだが、どう見てもフンバのほうが優勢だ。

　よし、あとは最後の仕上げに──

「せ、世せ良ら君!?　どうしてアイザック君の白衣を脱ぬがしているのですか!?」

「……や、それは」

「委員長さん。これには深い理由があるんすよ」

「深い理由？　ま、まさか世良君とアイザック君ってただならぬ関係なのですか!?」

「こんなときに妙みような想像しないでくれるかな!?」

　俺は耳打ちして事情を話したアイザック君から白衣を受け取ると、ノエルさんの側そばに駆かけ寄った。

「ノエルさん、バトンタッチだ！」

「ん？　よくわかんないけど、任したー」

　俺は円えん盤ばん状の掃除機を手に取り、アイザック君の白衣で排はい気き口こうを覆おおった。

　Ａはその形状からして間ま違ちがいなく固体ではなく気体。

　となるとフンバで吸い込んでも排気口から出ていってしまう。

　そこでアイザック君の白衣である。彼は最近、防火性と防水性に優すぐれた白衣を新調していたのだ（前の白衣はフレイハートさんに燃やされた）。これでフンバを覆ってしまえば、もはやＡに逃にげ場ばはない。普ふ通つうの服で覆うと繊せん維いの隙すき間まから出ていってしまう可能性が少なからずあるが、この白衣なら問題ないはず。

「よし──これでもう安心だ」

　ふぅ、と安あん堵どのため息を吐はき出しながら俺は額ににじむ汗あせを手で拭ぬぐった。




「世良君！　危ないです──離はなれてください！」




　委員長の叫さけび声ごえが聞こえたのはそのときだった。

「……え？」

　何ごとかと周囲を見回すと、

「は？　なんだこれ……？」

　いつの間にか背後に球状の邪じや悪あくな物体が出現していた。

『……くっくっく……弾はじけ飛べ』

　どうやら吸い込まれる前にＡが残した置おき土産みやげらしい──

　その邪悪なエネルギーの塊かたまり、破は壊かい魔ま法ほうは間もなく俺の身体からだに触ふれ……。

「……うわあああああっ!?」

　爆ばく発はつ──はしなかったが、すさまじい衝しよう撃げきが俺を襲おそい──

　気づいたときには身体が浮き、破壊魔法の衝撃で屋上から投げ出されていた。

　……なんて迂う闊かつな。

　Ａは操作すべき肉体がなければ魔法は使えない。俺は勝手にそう思い込んでいた。フンバで捕とらえてしまえばＡは何もできないはずだと。

　浅はかだったな……。

　このツメの甘さが親父おやじや兄貴たちと違うところ。……三流の証あかしなのだろう。

　はは……なんて俺らしい最さい期ご。

　このまま地上に落下すれば「全身を強く打って死し亡ぼう」するのは避さけられない。

　たしかテレビのニュースとかでこの表現が使われるのって、肉体が原型を留とどめないほどグチャグチャになっている場合とかだったよな……。

　そんな取り留めもないことを考えているうちに俺は地上に到とう達たつし、




「世せ良らく──────ん！」




　そのとき声が。大声で俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　そして地面に激げき突とつする直前、ふわっ、となぜか俺の身体は浮き上がり、

「あ？　…………って、うわああああああああああ！」

　一転してものすごい勢いで上じよう昇しようしていった。

　なんだなんだ、と思いながら目を凝こらすとそこには──

「い、委員長？」

　神こう々ごうしい光を全身から放つ有ゆう翼よく人じんの少女の姿があった。

「……なんとか…………間に合い……ました……っ」

　俺は委員長に抱だきかかえられていた。逆お姫ひめ様さま抱だっことでも言うのか……。

　いかにも非力そうに見えるのに、俺をこんなふうに抱かかえられるってすごい腕わん力りよく──

「……って、え？　どうなってんの？　委員長が……空を飛んでる？」

　目の錯さつ覚かくかと思った。

　死を前にして幻げん覚かくでも見ているのかと。

「…………現実だよな」

　さらに高度が上がり、屋上を超こえる高さまで委員長は浮上した。

　ふと屋上を見下ろすと、俺たちに向かって手を振ふるノエルさんの姿が目に入った。

　もちろん他ほかのみんなもいる。

　肝かん心じんのフンバはと言うと──アイザック君が持っている。

　よく見るとフンバは緑色の淡あわい光に包まれていた。

　Ａが暴れないように魔ま法ほうの力で封ふうをした、といったところか。

　きっとノエルさんかハイドフェルドがやってくれたのだろう。

「……世せ良ら君」

「委員長……。本当に飛んでるんだね……」

「だって……わたし……わたし……っ」

　涙なみだが──委員長の涙が俺の顔に降ってきた。

「わたし……世良君に数えきれなくらい迷めい惑わくをかけて……いっぱいいっぱい負担をかけて……その上、あんな危険な戦いに巻き込んで……」

　徐じよ々じよに高度を落としながら委員長が言葉を紡つむぐ。

「もし世良君に何かあったらどうしようって……ずっと思ってて……だからさっき屋上から投げ出された世良君を見たとき……なんとかしなきゃって。自分が助けなきゃって……」

「……委員長」

「無我夢中でした……。泳げないのに水中でもがくみたいな気持ちで空を羽ばたいて……今もまったく飛んでるという実感はないのですが……」

「……うん」

「世良君……こんな恐おそろしい目に遭あわせてしまって本当にすみませんでした」

「謝らないでよ。俺は……委員長の勇気に助けられたんだから」

「……で、でも……」

「委員長が責任を感じることは一つもないよ。だって俺が女子トイレの神様になったのも、ハイドフェルドの願いを叶かなえようとＡを探さぐったのも、危険かもしれないと思いつつも屋上に向かったのだって……最後は自分の意志で決めたことなんだから」

　頰ほおをなでる初夏の風を感じながら俺はつぶやく。

「……自分の意志」

「委員長やハイドフェルドが自由を求めているのと同じだよ。……俺もそうだから。欲しいものが、求めているものがたくさんあって……でも、ずっと手に入らなくて……」

　そう──

　俺はずっと欲しかったのだ。欲しかったから求めた。手を伸のばした。

　そして、俺は女子トイレの神様を通して、それらを手に入れたのだ。

　委員長、ハイドフェルド、ノエルさん、ユリアン、アイザック君──

　かけがえのない友達を。

「「「「おーい！」」」」

　みんなが声を張りながら屋上で手を振ふっている。

　眼下を見回すと、教室の窓から顔を出す生徒たちの姿も散見された。

「俺、委員長に感謝してるんだ。手に入るわけがないと諦あきらめていたものを……無理だと思っていたものを、手に入れることができたのは他ほかならぬ委員長のおかげだから」

「……世せ良ら君」

「だからさ、謝るのはもうなしにして……。お互たがいに感謝し合うってことで、どうかな？」

　俺がそう言葉を押し出すと、委員長が大きな翼つばさを羽ばたかせながら、

「はい！」

　と飛び切りの笑え顔がおを見せてくれた。

　やっぱり委員長は笑顔が似合うな──

　そんなことを思いながら俺は雲一つない青空を見上げた。
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　気分は天気と同じ、晴れ晴れとしていて、心も身体からだもすっきりしていた。













　　　エピローグ







　Ａを捕とらえて数日が経たったある日の昼休み。

「これを見るたびに、よくあんな魔ま法ほうを食らって無事だったなって不思議に思うよ」

　屋上の一角──

　Ａの破は壊かい魔法によって消し飛んだ給水塔とうの周囲を見ながら俺はつぶやく。

　週末になったら業者が入って屋上の修しゆう繕ぜんが行われるという話である。

「あのとき放たれた破壊魔法は不完全なものだった……。だから吹ふき飛ばされるだけですんだのだと、私はそう考えているわ」

「……なるほど」

　だとしたらやはりＡは肉体がないと魔法を上手うまく扱あつかえないのかもしれない。

「もう一つ理由があるのだけれど……」

　そう言ってハイドフェルドが難しい顔でフェンスに寄りかかり、

「もしかしたらあなたたち地球人には魔法や魔力に対する耐たい性せいがあるのかもしれない」

「耐たい性せい？」

「稀まれにいるのよ。魔ま力りよくを受け流すことのできる種族が」

「……地球人にそんな力が」

「まだデータが少ないからはっきりとしたことは何も言えないわ。地球人に魔法をぶつけて魔法耐性を調べた人はいないと思うし。だから話半分に聞いておいて。さっきも言ったように、主要因は破は壊かい魔法が不完全だったところにあると思うから」

「……そ、そうか」

　地球人は長らく魔力に馴な染じみのない生活を送ってきた。

　だから異世界人にとってはごく当たり前の魔力という概がい念ねんが、地球人にどういう影えい響きようを与あたえるのか、まだ詳くわしいことは何もわかっていないし、地球においてもその手の研究は始まったばかりと聞く。

　地球人には魔法耐性がある──

　聞く人が聞けば中ちゆう二に心ごころをくすぐられる情報だと思うが、ハイドフェルドが言うには現時点では仮説の域を出ないということだから、頭の片かた隅すみに置いておくに留とどめておこう。

「それはそうと……」

　ハイドフェルドが寄りかかっていたフェンスから身を離はなし、急にもじもじし始めた。

　しおらしい態度である。彼女らしくない。

「……今回のこと……その、助かったわ……。ありがとう……」

「あ、ああ……」

　毒舌がデフォだったハイドフェルドがこうも素す直なおになると違い和わ感があるというか、妙みように気き恥はずかしい。

「きっとあなたがいなければ私は今もがんじがらめにされていただろうから……」

　Ａはあのあと警察に引き渡わたされた。今後、どういう対応を警察が取るのか、まだ詳くわしいことは知らされていないが、親父おやじが言うには「ヤツが地球の地を踏ふむことは二度とないだろう」とのことである。ちなみにハイドフェルドにかけられた呪のろいはすでに解けている。観念したＡが解げ呪じゆの魔法を唱えたのだとか。

　またＡのバックには誰だれも存在しないことが明らかになった。つまりＡ＝ハイドフェルドの雇やとい主ぬしだった、というオチである。翼つばさを欲していたのも、ハイドフェルドを雇こ用ようしたのも、上司という体ていでハイドフェルドと接せつ触しよくしたのも、全すべてＡだったというわけだ。

「そんな……。俺一人の力じゃないって。あのときユリアンたちが助けに来てくれなかったら俺なんて早々にやられてたよ」

「……それはそうだけれど……。でも、あなたは……きっと」

「ん？　きっと？」

「……神様」

「え」

「あなたが……あなたこそが女子トイレの神様じゃないの？」

「……え、えーと」

　うわあああああああ！　ピンポイントで当ててきたあああああ！

「まあ……なんと言うか……えっと……」

　どうする？　正直に言うか？　いや、でもなぁ──

「……言いたくなければこれ以上追つい及きゆうはしないわ。安心して？　あなたは私の命の恩人なのだから、言い触ふらすような真似まねはしないわ。女子トイレの秘密は守るから」

「…………あ、ああ……」

　よかった、空気読んでくれた。助かったぁ。

「でも、私のように『地じ獄ごく耳みみ』な種族は他ほかにもいると思うから、以後気をつけたほうがいいと思うわよ？　真相を知られたくなければ……ね」

「………………」

　はい、完全にバレてます。俺の正体。

「それからもう一つ……」

　まだ何かあるのか。今日のハイドフェルドはお喋しやべりだな。

　……もともと素すはこんな感じなのだろうか？

「あなたのお父様が、私をこの学院に残れるようにしてくれたと聞いているわ。しかも奨しよう学がく金きんの手配などもしてくれて……。故郷に強制送そう還かんされることも覚かく悟ごしていたから……本当にありがたく思っているわ。この気持ちを伝えるためにも直接お礼が言いたいところだけれど、ひとまずあなたのほうからお父様によろしく言っておいてくれないかしら」

　結局、親父おやじにはハイドフェルドとＡの関係を隠かくし通すことはできず、全すべての事情を明かす結果となったが、それによってハイドフェルドが不利益を被こうむることはなかった。

「気にすることないよ。むしろ親父は申し訳ないって言ってたから。Ａを取り逃にがしたのは警察の失態だし、『異い港こう』のセキュリティにも甘いところがあったからって。今後、異世界各国と協議して入国審しん査さをより厳しくすると言っていたよ」

「そう……。そんなことを」

「ああ。だから気にしなくてもいいよ」

　──ギィ……。

　そのとき屋上の扉とびらを開き、両手にパンや飲み物を抱かかえた委員長が姿を現した。

「お待たせしましたー！」

「え、何……大量の惣そう菜ざいパンとか菓か子しパン。一人で食べるの？　その量を？」

「違ちがいますよ！　みんなで食べるのですよ！」

「…………なぜ自らすすんでパシリまがいのことを」

　俺たちは委員長に屋上に呼び出されはしたが、昼食を一いつ緒しよにとるとは聞いていなかった。しかも委員長が自らパシリを志願しパンを確保するなんて話は──

「いいから食べましょう！　天気もいいですし、ピクニックのつもりで！」

「……テンション高いなぁ」

　まあお腹なか減ったし、ちょうどよかったと言えばそうなんだけど。

　とまあ……そんなこんなで昼食タイム。

「フィオナさん、そのサンドイッチどうです？　美味おいしいですか？」

「……まあまあね」

「この惣そう菜ざいパンもなかなかです。あ、一口どうです？」

「……けっこうよ」

「そ、そうですか……」と委員長が声をひそめ「（せ、世せ良ら君も、黙だまってないでもっと場を盛り上げてくださいよ。話題を提供してください）」

「（あのさ……変に気を遣つかいすぎじゃない？　ちょっと不自然だよ）」

「（そ、そうですか……？）」

　二人の間にはいろいろあったもんなぁ。しかし、二人の仲を遮さえぎるものはもはや存在しないのだから、時間をかけさえすれば──きっといつかは仲よくなれるはずだ。委員長も、ハイドフェルドだって、そういう関係を望んでいるのだから。

「あー、こんなところにいたー」

「王子ー！　オレたちも混ぜてくれよー」

　俺たちがパンをかじっていると、ノエルさんとユリアンがやってきた。

　さらにちょっと遅おくれてアイザック君も登場。ついでにフレイハートさんまで。

「ユリアン君、そのからあげ……何個あるのですか？」

「今日は二百個だぜー」

「多すぎ！　オークってホント大食いなんだねー？」

「フレイハートさんが作ってくれた塩水、超ちようイケてるっす！」

「ホ、ホント？　よかったぁ……。朝、四時起きして調合した甲か斐いがあった……」

　一気に場がにぎやかに──

　一部、イチャついているカップルがいるようだが、まあそこは気にしない方向で。

「そーいや、この間のアイリスはマジすごかったよなー」

「そっすねー。見事に空を羽ばたいて、しかも落下する世良君を見事にキャッチ！」

「うんうん。アイリスちゃん、超カッコよかったよー」

「え……。そ、そんなたいしたことは……」

　謙けん遜そんしつつも、委員長の顔は緩ゆるみまくっていた。そりゃ嬉うれしいよな。今まで飛べないことを悩なやんでいたわけで、そのことを誰だれにも言えずに、クラスメイトに隠かくし通してきたのだから。

　唯ゆい一いつ、事情を知っているのはこの中では俺とハイドフェルドだけである。

「あ、そーだ。アイリス、飯食ったら軽く飛んでみせてくれよー」

「………………え」

　ユリアンの何気ない発言に委員長が真ま顔がおになる。

「あたし、そのとき屋上にいなかったから見てみたいかも」とフレイハートさん。

「自分からもリクエストさせてもらうっすよー」

　みんなの、見たい見たい、がどんどん膨ふくれ上がっていく中、先ほどまで笑え顔がおだった委員長が今にも卒そつ倒とうしそうな青ざめた表情で、

「（…………せ、世せ良ら君……助けてください……！）」

　と身体からだを震ふるわせながら俺に擦すり寄ってきた。

「（……どうしたの？）」

「（う、ううう……。あのあと何度か夜の河原で飛行を試みたのですが……どうやらあのとき飛べたのはまぐれだったみたいで、相変わらず地上数センチの高さをホバリングするのが精々なのですよ!?　全然ダメダメなのですよぉぉぉ!?）」

「（えええええええ……っ）」

　マジかよ、委員長──

「（ガッカリされてしまいます！　バカにされてしまいます！　天国から地じ獄ごくです！　しまいには、飛べない翼つばさになんの意味があるんだ？　と体育倉庫に押し込められて、男子のみなさんの慰なぐさみ者ものに……！　はわわわ、どうしましょう、どうしましょう……どうしましょう！　ああ……ああ、助けて……助けて、神様！）」

「（結局、神様頼だよりかよ！　全然成長してねぇ！）」

　俺はしがみついて離はなれない委員長を眺ながめながら思った。

　これは前ぜん途と多難だな、と。

　ちょっとドジで……いや、かなりドジで、失敗ばかりしている委員長──

　彼女が日本の空を自由に羽ばたける日は来るのだろうか。

「（なんでもしますから……なんでもしますから……助けて女子トイレの神様！）」










　　　　　あとがき




　日本のトイレはハイテク。海外ではよく言われることです。日本における温水洗せん浄じよう便座（ウォシュレットと言ったほうがわかりやすいと思いますが実はウォシュレットという言葉はＴＯＴＯの商標名です。ＩＮＡＸではシャワートイレと呼びます）の普ふ及きゆう率は七割を超こえているらしいですが、海外ではトイレにコンセントがない場合も多く普及率は日本ほど高くありません。海外の動画サイトなどで「Japanese toilet」と検けん索さくすると、日本のトイレを紹しよう介かいする動画が山ほど出てきます。海外の歌手、俳優さんが日本製の便座を愛用しているという話もあります。

　そう。日本人のトイレにかける情熱は他国を圧あつ倒とうしているのです。

　一ひと昔むかし前のトイレといえば和式。またトイレには薄うす暗ぐらく陰いん湿しつな場所というイメージがありましたが、最近のトイレは明るく清潔なイメージすらあります。嫌いやな臭においなんてまったくしませんし、ホテルのフロントかと思うような内装のトイレまであったりします。

　……とまあ本作に登場する女子トイレも、そういう美しい空間をイメージしていただけたらと思う次し第だいであります。お前の書いた小説臭におうんだけど？　とか言わないで。これでもボク、綺き麗れい好きなんです！　上品な作品作りを心がけてるんです！（信用ならない叫さけび）。

　しかし、まあ、本作のために女子トイレに取材に行くことはさすがに憚はばかられました（当たり前だ）。だから作中の女子トイレは全部私の想像上の女子トイレになります。また今後女子トイレに侵しん入にゆうするつもりはございませんので女性のみなさま、どうぞご安心ください。

　……トイレの話はもういいか。




　気を取り直して謝辞を。

　担当編集の土つち屋やさん、清きよ瀬せさん。序じよ盤ばん何度もこねくり回すことになり、上手うまく形になるまでに時間がかかってしまいましたが、お二人のおかげでどうにか完成にこぎつけました。今後も忌き憚たんのない意見をいただけたらと思います。

　難なん儀ぎな世界観と変なキャラクターてんこ盛りな本作に美しい華はなを添そえてくださったもくふうさん。大変お疲つかれ様でした。イラストに癒いやされながらこのあとがきを書いております！

　また本作を陰かげで支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。




　それではまた次の巻でお会いしましょう。








二〇一五年十一月　周防すおうツカサ@suohtsukasa
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周防すおうツカサ

ヴェルサイユ宮殿にはトイレがなく、代わりに広大な庭園が用を足す場所として使われていました。「ちょっとお花を摘みに」という言葉はここから来ているわけです。本作をお友達にすすめるときタイトルを口にするのが憚られる場合「ちょっと花摘んでこいよ」と言えば……いや、意味通じないなこれ。
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イラスト／もくふう

梨汁の町出身たこ焼き王国在住。

大人向け妄想漫画も描いてます。
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俺おれ氏し、異い世せ界かい学がく園えんで『女じょ子しトイレの神かみ』になる。
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